
社会保障審議会介護保険部会（第４７回）議事次第

平成２５年９月４日（水）

１４：００～１７：００

於 全国都市会館「大ホール」

議 題

１ 生活支援、介護予防等について

①生活支援・介護予防について

②地域包括支援センターについて

③地域支援事業について

２ 認知症施策の推進について

３ 介護人材の確保について

【資料】

資料１ 生活支援、介護予防等について

資料２ 認知症施策について

資料３ 介護人材の確保について
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○
１

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
、

高
齢

者
夫

婦
世

帯
の

増
加

、
認

知
症

高
齢

者
の

増
加

に
よ

り
、

地
域

特
性

に
合

っ
た

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

や
見

守
り
等

の
サ
ー
ビ

ス
提

供
が

必
要

・
社

会
か

ら
孤

立
し

、
生

活
行

為
や

心
身

の
健

康
維

持
が

で
き

な
く
な

っ
て

い
る

（
セ

ル
フ

・
ネ

グ
レ

ク
ト

）
高

齢
者

が
、

全
国

に
１

万
人

以
上

い
る

と
の

推
計

報
告

が
あ

る
・
セ

ル
フ

ネ
グ

レ
ク

ト
は

孤
立

死
に

至
る

リ
ス

ク
と

考
え

ら
れ

る
が

、
市

町
村

に
よ

っ
て

実
態

が
十

分
把

握
さ

れ
て

い
な

い

○
支

援
を

必
要

と
す

る
高

齢
者

が
地

域
で

生
活

を
継

続
す

る
た

め
に

は
多

様
な

支
援

ニ
ー

ズ
が

あ
り

、
公

的
介

護
サ

ー
ビ

ス
以

外
の

生
活

支
援

サ
ー
ビ

ス
が
必
要

・
高

齢
者

の
い

る
世

帯
で

は
、

都
市

部
・

地
方

に
か

か
わ

ら
ず

、
買

い
物

に
不

便
を

感
じ

て
い

る
世

帯
が

約
5
割

・
一

人
暮

ら
し

高
齢

者
世

帯
が

生
活

行
動

の
中

で
困

っ
て

い
る

こ
と

は
、

「
家

の
中

の
修

理
、

電
球

交
換

、
部

屋
の

模
様

替
え

」
「
掃

除
」
「
買

い
物

」
「
散

歩
・
外

出
」

「
食

事
の

準
備

・
調

理
・
後

始
末

」
「
通

院
」
「
ご

み
だ

し
」
な

ど
が

上
位

に
あ

が
っ

て
お

り
、

公
的

介
護

サ
ー

ビ
ス

で
カ

バ
ー

で
き

な
い

も
の

が
多

い
。

・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
に

よ
る

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
利

用
者

の
多

く
は

、
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
な

い
者

か
要

支
援

者
。

○
住

民
の

互
助
活
動

に
よ

る
生

活
支
援
サ

ー
ビ

ス
や

見
守
り
活

動
は

十
分

と
言
え
な

い
・

高
齢

者
支

援
を

目
的

と
す

る
6
0
歳

以
上

の
住

民
グ

ル
ー

プ
活

動
は

5
.
9
％

・
高

齢
者

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

し
て

い
る

自
治

体
は

3
6
.
8
％

現
状

と
課

題

１．
生
活
支
援
・
介
護
予
防
に
つ
い
て

（
１

）
生

活
支

援
の

充
実

に
つ

い
て

1

○
生

活
支

援
の

基
盤

整
備

を
行

う
こ

と
が

重
要

で
あ

る
が

、
ま

ず
市

町
村

が
地

域
資

源
の

把
握

を
行

う
な

ど
生

活
支

援
の

基
盤

整
備

の
た

め
の

取
組

を
開

始
す
る

よ
う
に

促
す
こ

と
が
必

要
で
は

な
い
か

。

○
市

町
村

が
中

心
と

な
り

つ
つ

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

を
担

う
事

業
主

体
の

支
援

体
制

の
充

実
・
強

化
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
具

体
的

に
は

、
地

域
の

ニ
ー

ズ
と

地
域

資
源

の
マ

ッ
チ

ン
グ

な
ど

を
行

う
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

や
協

議
体

の
設

置
が

効
果

的
と

考
え

ら
れ

る
が

ど
う

か
。

特
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
実

情
や

課
題

に
精

通
し

、
か

つ
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
持

つ
者

が
適

切
と

考
え

ら
れ

る
が

ど
う

か
。

論
点



Ⅱ
医

療
・
介

護
分

野
の

改
革

２
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

改
革

（
４

）
医

療
と

介
護

の
連

携
と

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
い

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

具
体

的
に

は
、

高
齢

者
の

地
域

で
の

生
活

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
２

４
時

間
の

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
サ

ー
ビ

ス
や

小
規

模
多

機
能

型
サ

ー
ビ

ス
の

普
及

を
図

る
ほ

か
、

各
地

域
に

お
い

て
、

認
知

症
高

齢
者

に
対

す
る

初
期

段
階

か
ら

の
対

応
や

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

（
５

）
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

改
革

の
推

進
の

た
め

の
財

政
支

援

医
療

・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

改
革

の
推

進
の

た
め

に
必

要
な

財
源

に
つ

い
て

は
、

消
費

税
増

収
分

の
活

用
が

検
討

さ
れ

る
べ

き
で

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
病

院
・
病

床
機

能
の

分
化

・
連

携
へ

の
支

援
、

急
性

期
医

療
を

中
心

と
す

る
人

的
・
物

的
資

源
の

集
中

投
入

、
在

宅
医

療
・
在

宅
介

護
の

推
進

、
更

に
は

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
医

療
と

介
護

の
連

携
、

生
活

支
援

・
介

護
予

防
の

基
盤

整
備

、
認

知
症

施
策

、
人

材
確

保
な

ど
に

活
用

し
て

い
く
こ

と
に

な
る

。
た

だ
し

、
そ

の
活

用
が

提
供

体
制

の
改

革
に

直
接

的
に

結
び

つ
い

て
こ

そ
、

消
費

税
増

収
分

を
国

民
に

還
元

す
る

と
い

う
所

期
の

目
的

は
果

た
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
（
抄
）
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○
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
～

脱
デ

フ
レ

・
経

済
再

生
～

（平
成

25年
６

月
14

日
閣

議
決

定
）

第
３

章
経

済
再

生
と

財
政

健
全

化
の

両
立

３
．

主
な

歳
出

分
野

に
お

け
る

重
点

化
・
効

率
化

の
考

え
方

（
１

）
持

続
可

能
な

社
会

保
障

の
実

現
に

向
け

て
①

基
本

的
考

え
方

・
健

康
長

寿
、

生
涯

現
役

、
頑

張
る

者
が

報
わ

れ
る

社
会

の
構

築
健

康
長

寿
、

生
涯

現
役

に
向

け
て

社
会

の
在

り
方

を
変

え
、

高
齢

者
の

社
会

参
加

を
促

し
、

社
会

保
障

に
過

度
に

依
存

を
し

な
く
て

済
む

社
会

を
構

築
す

る
。

ま
た

、
子

育
て

支
援

の
充

実
、

何
度

で
も

挑
戦

で
き

る
環

境
の

整
備

を
通

じ
て

、
女

性
、

若
者

、
高

齢
者

、
障

害
者

等
の

社
会

参
加

を
促

し
、

社
会

保
障

の
担

い
手

を
増

や
す

。

○
新

た
な

成
長

戦
略

～
「
日

本
再

興
戦

略
-J

A
P

A
N

 is B
A

C
K
-
」
～

（
平

成
25

年
６

月
1
4日

閣
議

決
定

）
第

Ⅱ
.３

つ
の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

二
.戦

略
市

場
創

造
プ

ラ
ン

テ
ー

マ
１

国
民

の
「
健

康
寿

命
」の

延
伸

（
２

）
個

別
の

社
会

像
と

実
現

に
向

け
た

取
組

③
病

気
や

け
が

を
し

て
も

、
良

質
な

医
療

・介
護

へ
の

ア
ク

セ
ス

に
よ

り
、
早

く
社

会
に

復
帰

で
き

る
社

会
（続

き
）

Ⅱ
）
解

決
の

方
向

性
と

戦
略

分
野

（
市

場
・産

業
）及

び
当

面
の

主
要

施
策

○
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
・
住

ま
い

の
提

供
体

制
の

強
化

・
高

齢
者

生
活

関
連

産
業

等
を

活
性

化
し

、
地

域
で

暮
ら

せ
る

社
会

を
実

現
す

る
た

め
、

自
助

・互
助

の
考

え
方

に
基

づ
く
、

高
齢

者
自

身
や

N
P

O
 、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
社

会
福

祉
法

人
、

民
間

企
業

等
に

よ
る

多
様

な
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

す
る

。

○
健

康
・
医

療
戦

略
（平

成
25年

６
月

14
日

９
大

臣
申

合
せ

）
２

．
新

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
（
健

康
寿

命
伸

長
産

業
の

創
出

）
（
２

）
技

術
や

手
法

を
核

と
す

る
具

体
的

サ
ー

ビ
ス

の
創

出
①

医
療

機
関

主
体

に
よ

る
新

サ
ー

ビ
ス

や
、

企
業

と
医

療
機

関
の

連
携

に
よ

る
新

サ
ー

ビ
ス

ケ
高

齢
者

生
活

関
連

産
業

等
を

活
性

化
し

、
地

域
で

暮
ら

せ
る

社
会

を
実

現
す

る
た

め
、

自
助

・
互

助
の

考
え

方
に

基
づ

く
、

高
齢

者
自

身
や

N
P

O
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
社

会
福

祉
法

人
、

民
間

企
業

等
に

よ
る

多
様

な
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

す
る

。

関
連
す
る
閣
議
決
定
等

3



46.3 
47.2 

49.5 
42.1 

56.0 
51.2 

大
都

市
郊

外
Ａ

団
地

Ｂ
市

中
心

市
街

地

Ｃ
町

全
域

買
い
物
で
不
便
や
苦
労
が
あ
る
世
帯
の
割
合

平
成

23年
、

農
林

水
産

政
策
研

究
所
、

食
料
品

ア
ク
セ

ス
問
題

の
現
状

と
対
応

方
向
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世
帯

主
が

65
歳

以
上

の
夫

婦
の

み
の

世
帯

数

世
帯

主
が

65
歳

以
上

の
単

独
世

帯
数

世
帯

主
が

65
歳

以
上

の
単

独
世

帯
と

夫
婦

の
み

世
帯

の
世

帯
数

全
体

に
占

め
る

割
合

高
齢
者
世
帯
の
年
次
推
移

国
立

社
会

保
障

・
人

口
問

題
研

究
所

、
2013(平

成
25)年

1月
推

計
の

「
日

本
の

世
帯

数
の

将
来

推
計

（
全

国
推

計
）

」

280
345

410
470

0

100

200

300

400

500

2010
年

2015
年

2020
年

2025
年

認
知

症
高

齢
者

数
の

将
来

推
計

（
単

位
：
万

人
）

「
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
」
Ⅱ

以
上

の
高

齢
者

数
に

つ
い

て
,厚

生
労

働
省41.7%

34.0%
19.7%

16.7%
15.0%
14.7%
14.2%

12.0%
10.9%

9.9%
8.8%
8.5%

7.5%
6.9%

5.5%
5.2%

4.4%
3.8%
3.8%
3.6%
3.6%
3.0%

家
の

中
の

修
理

、
電

球
交

換
、

部
屋

の
模

様
替

え
自

治
会

活
動

掃
除

買
い

物
散

歩
・
外

出
食

事
の

準
備

・
調

理
・後

始
末

通
院

ご
み

だ
し

薬
を

の
む

・
は

る
・
ぬ

る
洗

濯
つ

め
き

り
預

貯
金

の
出

し
入

れ
家

・
庭

の
中

の
移

動
体

の
向

き
を

か
え

る
・
寝

起
き

動
作

入
浴

洗
髪

歯
磨

き
、

入
れ

歯
の

管
理

排
泄

着
替

え
食

事
を

食
べ

る
公

共
料

金
の

支
払

い
洗

顔

平
成

23年
度

老
健

事
業

、
１
人

暮
ら
し

高
齢
者

・
高
齢

者
世
帯

の
生
活

課
題
と

そ
の

支
援

方
策
に

関
す
る

調
査
（

み
ず
ほ

総
研

）
4

生
活

支
援

の
ニ

ー
ズ

1
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
が
生
活
行
動
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と

（
愛
知
県
居
住
で
7
5
歳
以
上
の
1
人
暮
ら
し
高
齢
者
n
=
3
7
9
）

「
困
る
」

「
と
て
も
困
る
」
と

回
答
し
た
人
の
割
合



43.7 

18.3 
17.1 

12.8 
6.7 

6.4 
4.1 

4.8 
5.0 

0.0 
0.0 

59.2 

30.5 
20.2 

24.4 

10.6 
9.3 

7.1 
7.2 

5.9 
2.3 

0.8 

平
成

１
０

年
平

成
２

０
年

６
０

歳
以

上
の

住
民

の
グ

ル
ー

プ
活

動

平
成

24
年

度
版

高
齢

社
会

白
書

、
内

閣
府

全
地

域
で

実
施

済

み
, 26.4%一

部
地

域
で

実
施

, 
7.9%

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

中
, 2.5%

現
在

検
討

・
準

備
中

, 
39.5%

現
時

点
で

は
実

施

予
定

な
し

, 23.6%

（
全

国
1,750

自
治

体
の

う
ち

有
効

回
答

数
ｎ

＝
９

８
２

）

高
齢

者
の

見
守

り
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

状
況

平
成

22
年

内
閣

府
経

済
社

会
総

合
研

究
所

「
セ

ル
フ

・ネ
グ

レ
ク

ト
状

態
に

あ
る

高
齢

者
に

関
す

る
調

査
＿

幸
福

度
の

視
点

か
ら

」

地
域

住
民

の
互

助
活

動
お

よ
び

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

に
よ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス

6495

188

394

86

9

6
5
～

6
9
歳

7
0
～

7
4
歳

7
5
～

7
9
歳

8
0
代

9
0
代

無
回

答

256

106

114

7282

54

35

232965

自
立

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

不
明

無
回

答

平
成

22
年

「
神

戸
市

の
非

営
利

組
織

に
よ

る
介

護
保

険
制

度
外

サ
ー

ビ
ス

実
態

調
査

」

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

に
よ

る
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

状
況

（
調

査
対

象
1
0
団

体
の

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
す

る
高

齢
者

の
う

ち
有

効
回

答
数

ｎ
＝

８
３

６
）

48.0%
35.1%

15.5%
15.2%

12.5%
11.1%

9.8%
8.1%

4.1%
2.0%

0.7%
0.7%6.1%

高
齢

者
の

利
用

サ
ー

ビ
ス

（
民

間
・
公

的
を

問
わ

ず
介

護
保

険
対

象
外

の
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

高
齢

者
の

う
ち

有
効

回
答

数
ｎ

＝
２

９
６

）

平
成

22
年

度
「
高

齢
者

の
生

活
実

態
東

京
都

福
祉

保
健

基
礎

調
査

」
5



○
介

護
予

防
と

軽
度

者
に

対
す

る
生

活
支

援
の

一
体

的
運

営
■

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
地

域
支

援
事

業
）

・
市
町
村
の
選
択
に
よ
り
、
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
要
支
援
者
・二
次
予
防
事
業
対
象
者
（
要
介
護
状
態
等
と
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
高
齢
者
）
向
け
の
介
護
予
防
・日
常
生
活
支
援
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
実
施
で
き
る
事
業

・
同
事
業
の
導
入
に
よ
り
、
多
様
な
マ
ン
パ
ワ
ー
や
社
会
資
源
の
活
用
等
が
図
ら
れ
、
地
域
の
創
意
工
夫
を
活
か
し
た
取
組
の

推
進
が
期
待
さ
れ
る
。

○
地

域
住

民
の

主
体

的
取

組
に

よ
る

互
助

活
動

の
推

進
■

地
域

支
援

事
業

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
等
を
活
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
育
成
や
、
元
気
高
齢
者
の
自
主
的
な
社
会
活
動

及
び
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
る
こ
と
の
支
援

■
地

域
支

え
合

い
体

制
づ

く
り

事
業

・
住
民
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
体
等
と
の
協
働
に
よ
り
、
見
守
り
活
動
チ
ー
ム
等
の
人
材
育
成
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
等
、
日
常
的
な
支
え
合
い
活
動
の
体
制
づ
く
り
を
支
援

■
高

齢
者

生
き

が
い

活
動

促
進

事
業

・
企
業
退
職
高
齢
者
等
が
、
地
域
社
会
の
中
で
役
割
を
持
っ
て
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
よ
う
、
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

よ
る
一
定
の
収
入
を
得
な
が
ら
、
自
ら
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
を
支
援

・
介
護
予
防
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
の
基
盤
と
な
る
活
動
の
立
ち
上
げ
費
用
を
補
助

■
「
地

域
支

え
合

い
セ

ン
タ

ー
」
整

備
事

業
・
高
齢
者
の
生
き
が
い
活
動
や
地
域
貢
献
等
を
目
的
と
し
た
N
Ｐ
Ｏ
法
人
等
非
営
利
組
織
の
活
動
拠
点
の
整
備
を
支
援

・
ハ
ー
ド
面
の
整
備
は
本
事
業
、
ソ
フ
ト
面
は
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
促
進
事
業
を
活
用
し
、
連
携
し
て
運
営

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

向
け

た
取

組

6



地
域

住
民

の
参

加

高
齢

者
の

社
会

参
加

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
と

高
齢

者
の

社
会

参
加

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

生
活

支
援

の
担

い
手

と
し

て
の

社
会

参
加

○
現

役
時

代
の

能
力

を
活

か
し

た
活

動
○

興
味

関
心

が
あ

る
活

動
○

新
た

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

活
動

・
一

般
就

労
、

起
業

・
趣

味
活

動
・
健

康
づ

く
り

活
動

、
地

域
活

動
・
介

護
、

福
祉

以
外

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
等

○
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
種

別

○
住

民
主

体
、

N
P

O
、

民
間

企
業

等
多

様
な

主
体

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
提

供

・
地

域
サ

ロ
ン

の
開

催
・
見

守
り

、
安

否
確

認
・
外

出
支

援
・
買

い
物

、
調

理
、

掃
除

な
ど

の
家

事
支

援
等

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

都
道

府
県

等
に

よ
る

後
方

支
援

体
制

の
充

実

市
町

村
を

核
と

し
た

支
援

体
制

の
充

実
・
強

化

○
単

身
世

帯
等

が
増

加
し

、
支

援
を

必
要

と
す

る
軽

度
の

高
齢

者
が

増
加

す
る

中
、
見

守
り

・配
食

等
の

生
活

支
援

の
必

要
性

が
増

加
。
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
民

間
企

業
等

の
多

様
な

主
体

が
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

こ
と

が
必

要
。

○
高

齢
者

の
社

会
参

加
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
元

気
な

高
齢

者
が

生
活

支
援

の
担

い
手

と
し

て
活

躍
す

る
こ

と
も

期
待

さ
れ

る
。
こ

の
よ

う
に

、
高

齢
者

が
社

会
的

役
割

を
も

つ
こ

と
に

よ
り

、
生

き
が

い
や

介
護

予
防

に
も

つ
な

が
る

。

7



民
間

企
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

Ｎ
Ｐ
Ｏ

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

市
町
村
を
核
と
し
た
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、

協
議
体
の
設
置
等
を
通
じ
た
住
民
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス
資
源
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
情
報
集
約
等
）

হ঵
਌৬ ○
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
間
企
業
、
社
会
福
祉
法
人
等
の
多
様
な
事
業
主
体

に
よ
る
重
層
的
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
構
築
を
支
援

・
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
等
を
組
み
込
ん
だ
地
域
の
自
助
・
互
助
の
好
取
組
を
全
国
展
開

・
「
生
涯
現
役
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
仮
称
）
」
の
配
置
や
協
議
体
の
設
置
な
ど
に
対
す
る
支
援

民
間
と
も
協
働
し
て
支
援
体
制
を
構
築

家
事
援
助

安
否
確
認

食
材
配
達

移
動
販
売

配
食
＋
見
守
り

自治会単位の圏域

小学校区単位の圏域

市町村単位の圏域

交
流
サ
ロ
ン

声
か
け

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ

権
利
擁
護

外
出
支
援

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
イ
メ
ー
ジ

協
同

組
合

多
様

な
主

体
に

よ
る

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
重

層
的

な
提

供

社
会
福
祉

法
人

家
族
支
援

8



市
町

村
を

核
と

し
た

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

支
援

体
制

の
充

実
・強

化
と

高
齢

者
の

社
会

参
加

の
推

進

○
多

様
な

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き
る

よ
う

な
地

域
づ

く
り

を
市

町
村

が
支

援
す

る
こ

と
に

つ
い

て
、

制
度

的
な

位
置

づ
け

の
強

化
を

図
る

。

○
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

担
う

事
業

主
体

の
支

援
体

制
の

充
実

・
強

化
（
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

、
協

議
体

の
設

置
等

）
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

が
行

う
地

域
支

援
事

業
の

枠
組

み
で

行
う

。

○
こ

れ
ら

を
通

じ
、

高
齢

者
が

積
極

的
に

社
会

参
加

し
、

生
活

支
援

の
担

い
手

と
な

っ
て

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
を

支
え

る
社

会
を

実
現

し
て

い
く
。

こ
れ

に
よ

り
、

高
齢

者
は

実
際

に
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

に
主

体
的

に
介

護
保

険
制

度
に

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
高

齢
者

が
中

心
と

な
っ

た
地

域
の

支
え

合
い

（
互

助
）
の

仕
組

み
の

構
築

）

9

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

育
成

・
研

修
や

活
動

体
の

立
ち

上
げ

支
援

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

民
間

企
業

等
の

生
活

支
援

の
担

い
手

や
関

係
機

関
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化

高
齢

者
の

社
会

参
加

・
生

き
が

い
就

労
の

支
援

例
え

ば
・
・
・

保
育

士
の

経
験

を
活

か
し

て
学

童
保

育
農

業
の

経
験

を
活

か
し

て
屋

上
農

園
事

業

市
町

村
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

し
た

い
・

退
職

後
も

働
き

た
い

・
社

会
参

加
し

た
い

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
配

置
・

協
議

体
の

設
置

高
齢

者
の

ニ
ー

ズ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

が
し

た
い

現
役

世
代

の
ニ

ー
ズ

支
援

地域のニーズの把握

地域のニーズと社会資源のマッチング
地

域
の

人
材

、
住

民
主

体
の

活
動

、
N

PO
、

民
間

企
業

等

地域資源の把握



○
現

在
の

予
防
給
付

は
、

サ
ー

ビ
ス
の
種

類
・

内
容

・
運
営
基

準
・

単
価

を
全
国
一

律
で

国
が

定
め
て
い

る
が

、
・
要

支
援

者
は

、
生

活
支

援
の

ニ
ー

ズ
が

高
く
、

そ
の

内
容

は
見

守
り

、
配

食
、

外
出

支
援

、
買

い
物

な
ど

多
様

な
サ

ー
ビ

ス
が

求
め

ら
れ

て
お

り
、

・
生

活
支

援
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

に
は

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

以
外

に
も

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

や
民

間
企

業
、

協
同

組
合

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、
社

会
福
祉
法

人
な

ど
、

多
種
多
様

な
事

業
主

体
の
参
加

に
よ

る
重

層
的
な
サ

ー
ビ

ス
提

供
が
望
ま

し
い

。

（
参
考
）
・
高
齢
者
の
い
る
世
帯
で
は
、
都
市
部
・
地
方
に
か
か
わ
ら
ず
、
買
い
物
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
世
帯
が
約
５
割

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯
が
生
活
行
動
の
中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「
家
の
中
の
修
理
、
電
球
交
換
、
部
屋
の
模
様
替
え
」
「
掃
除
」
「
買
い
物
」
「
散
歩
・
外
出
」

「
食
事
の
準
備
・
調
理
・
後
始
末
」
「
通
院
」
「
ご
み
だ
し
」
な
ど
が
上
位
に
あ
が
っ
て
お
り
、
定
型
的
な
公
的
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
な
じ
ま
な
い
も
の
が
多
い
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
多
く
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
か
要
支
援
者
。

○
一

方
で

、
そ

う
い

っ
た

軽
度

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

を
家

族
や

地
域

に
十

分
頼

る
こ

と
が

難
し

い
社

会
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
市

町
村

が
中

心
と

な
っ

て
、

地
域

で
の

多
様

な
生

活
支

援
の

基
盤

整
備

を
進

め
る

こ
と

と
あ

わ
せ

て
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
あ

り
方

に
つ
い

て
も
よ
り

効
果

的
な

も
の
に
し

て
い

く
必

要
が
あ
る

。

○
あ

わ
せ

て
、

高
齢

者
が

積
極

的
に

社
会

参
加

し
、

生
活

支
援

の
担

い
手

と
な

っ
て

支
援

が
必

要
な

高
齢

者
を

支
え

る
社

会
を

実
現

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
こ

れ
が

実
現

す
れ

ば
、

担
い

手
で

あ
っ

た
高

齢
者

が
、

実
際

に
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
が

必
要

な
状

態
に

な
っ

た
場

合
で

あ
っ

て
も

、
主

体
的

に
介

護
保

険
制

度
に

関
わ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

こ
の

よ
う

な
高

齢
者

が
中

心
と

な
っ

た
地

域
の

支
え

合
い
が

仕
組
み
の

構
築

が
重

要
で
あ
る

。

○
中

長
期

的
に

介
護

保
険

料
の

上
昇

が
見

込
ま

れ
、

介
護

保
険

制
度

の
持

続
性

を
確

保
し

て
い

く
こ

と
も

求
め

ら
れ

る
中

で
、

こ
う

し
た

取
組

を
介

護
保

険
財

源
も

活
用

し
て

地
域

住
民

を
巻

き
込

み
実

施
し

て
い

く
こ

と
等

を
通

じ
て

、
要

支
援

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
給

付
を

効
果

的
・
効

率
的
な
も

の
に

し
て

い
く
必
要

が
あ

る
。

（
２

）
予

防
給

付
の

見
直

し
に

つ
い

て

10

○
市

町
村

が
主

体
と

な
っ

て
、

よ
り

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

た
め

に
、

予
防

給
付

に
つ

い
て

は
同

じ
介

護
保

険
の

枠
組

み
で

あ
る

地
域

支
援

事
業

へ
移

行
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
そ

の
際

、
市

町
村

が
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
柔

軟
な

取
組

が
で

き
、

効
果

的
か
つ

効
率
的
に

事
業

を
行

え
る
よ
う

に
す

る
た

め
に
は
、

ど
の

よ
う

な
こ
と
に

配
慮

す
べ

き
か
。

論
点

現
状

と
課

題



第
２

部
社

会
保

障
４

分
野

の
改

革
Ⅱ

医
療

・
介

護
分

野
の

改
革

２
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

改
革

（
４

）
医

療
と

介
護

の
連

携
と

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
い

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

具
体

的
に

は
、

高
齢

者
の

地
域

で
の

生
活

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
24 時

間
の

定
期

巡
回

・

随
時

対
応

サ
ー

ビ
ス

や
小

規
模

多
機

能
型

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
を

図
る

ほ
か

、
各

地
域

に
お

い
て

、
認

知
症

高
齢

者
に

対
す

る
初

期
段

階
か

ら
の

対
応

や
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

を
図

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

こ
れ

と
併

せ
て

、
介

護
保

険
給

付
と

地
域

支
援

事
業

の
在

り
方

を
見

直
す

べ
き

で
あ

る
。

地
域

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
一

翼
を

担
う

に
ふ

さ
わ

し
い

質
を

備
え

た
効

率
的

な
事

業
（
地

域
包

括
推

進
事

業
（
仮

称
）
）
と

し
て

再
構

築
す

る
と

と
も

に
、

要
支

援
者

に
対

す
る

介
護

予
防

給
付

に
つ

い
て

、
市

町
村

が
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

住
民

主
体

の
取

組
等

を
積

極
的

に
活

用
し

な
が

ら
柔

軟
か

つ
効

率
的

に
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

受
け

皿
を

確
保

し
な

が
ら

新
た

な
地

域
包

括
推

進
事

業
（
仮

称
）
に

段
階

的
に

移
行

さ
せ

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
（
抄
）

11



○
要

支
援

者
に

対
す

る
介

護
予

防
給

付
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

が
地

域
の

実
情

に
応

じ
、

住
民

主
体

の
取

組
を

含
め

た
多

様
な

主
体

に
よ

る
柔

軟
な

取
組

に
よ

り
、

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
で

き
る

よ
う

、
地

域
支

援
事

業
の

形
式

に
見

直
す

こ
と

を
検

討
。

○
全

国
一

律
の

サ
ー

ビ
ス

の
種

類
・内

容
・運

営
基

準
・
単

価
等

に
よ

る
の

で
は

な
く
、

市
町

村
の

判
断

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

N
PO

、
民

間
企

業
、

社
会

福
祉

法
人

等
の

地
域

資
源

を
効

果
的

に
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

く
。

○
移

行
後

の
事

業
も

、
介

護
保

険
制

度
内

で
の

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
で

あ
り

、
財

源
構

成
も

変
わ

ら
な

い
。

○
事

業
へ

の
移

行
に

あ
た

っ
て

は
、

既
存

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

活
用

も
含

め
多

様
な

主
体

に
よ

る
事

業
の

受
け

皿
を

地
域

に
整

備
す

る
た

め
、

地
域

の
実

情
に

合
わ

せ
て

、
一

定
程

度
時

間
を

か
け

て
行

う
。

（見直し前）（見直し後）

介
護

予
防

給
付

の
地

域
支

援
事

業
へ

の
移

行
（
案

）

介
護

保
険

制
度

介
護

給
付

（
要

介
護

者
）

約
7
兆

1
0
0
0
億

円
（
平

成
2
3
年

度
）
＊

予
防

給
付

（
要

支
援

者
）

約
4
1
0
0
億

円
（
平

成
2
3
年

度
）
＊

地
域

支
援

事
業

約
1
5
7
0
億

円
（
平

成
2
3
年

度
）

個
別

給
付

◆
法

定
の

サ
ー

ビ
ス

類
型

（
特

養
・
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
等

）

◆
人

員
基

準
・
運

営
基

準
あ

り

個
別

給
付

◆
法

定
の

サ
ー

ビ
ス

類
型

（
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
等

）

◆
人

員
基

準
・
運

営
基

準
あ

り

事
業

化

個
別

給
付

◆
法

定
の

サ
ー

ビ
ス

類
型

（
特

養
・
訪

問
介

護
・
通

所
介

護
等

）

◆
人

員
基

準
・
運

営
基

準
あ

り

財
源

構
成

（
国

）
2
5
% : （

都
道

府
県

/
市

町
村

）
12.5

%: （
１

号
保

険
料

）
2
1%

: （
２

号
保

険
料

）
2
9%

財
源

構
成

（
国

）
3
9
.5

%
 : （

都
道

府
県

/
市

町
村

）
1
9
.7

5
%
: （

１
号

保
険

料
）
2
1
％

包
括

的
支

援
事

業
・
任

意
事

業

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

等

新
し

い
総

合
事

業
（
要

支
援

事
業

・新
し

い
介

護
予

防
事

業
）

◆
事

業
内

容
に

つ
い

て
は

市
町

村
の

裁
量

◆
人

員
基

準
・
運

営
基

準
な

し

新
し

い
包

括
的

支
援

事
業

・
任

意
事

業

◆
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

運
営

等

※
地
域
支
援
事
業
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
一
翼
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
質
を
備
え
た
効
率
的
な
事
業
と
し
て
再
構
築

介
護

予
防

事
業

・
総

合
事

業

◆
事

業
内

容
に

つ
い

て
は

市
町

村
の

裁
量

◆
人

員
基

準
・
運

営
基

準
な

し

12

新
し

い
地

域
支

援
事

業

＊
こ
れ
以
外
に
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
が
含
ま
れ
る
。



予
防

給
付

か
ら

移
行

す
る

要
支

援
事

業
（
案

）

13

○
要

支
援

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

予
防

給
付

か
ら

市
町

村
が

実
施

す
る

地
域

支
援

事
業

の
形

に
見

直
し

（
「
要

支
援

事
業

」
）
、

新
し

い
介

護
予

防
事

業
（
現

行
の

介
護

予
防

事
業

に
つ

い
て

必
要

な
見

直
し

を
行

う
⇒

(3
)へ

）
と

あ
わ

せ
て

「
新

し
い

総
合

事
業

」
と

す
る

。

〈
要

支
援

事
業

の
イ

メ
ー

ジ
〉

１
実

施
主

体
：

市
町

村
（

事
業

者
へ

の
委

託
等

）

２
対

象
者

：
要

支
援

者
に

つ
い

て
、

現
行

の
予

防
給

付
を

段
階

的
に

廃
止

し
、

新
総

合
事

業
の

中
で

実
施

３
利

用
手

続
き

：
要

支
援

認
定

を
受

け
て

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
基

づ
き

サ
ー

ビ
ス

を
利

用

４
事

業
の

内
容

：
現

行
の

予
防

給
付

、
予

防
事

業
を

移
行

し
、

予
防

サ
ー

ビ
ス

、
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

一
体

的
、

効
率

的
に

実
施

５
サ

ー
ビ

ス
基

準
等

：柔
軟

な
サ

ー
ビ

ス
提

供
を

可
能

と
し

、
柔

軟
な

人
員

配
置

等
に

応
じ

た
サ

ー
ビ

ス
内

容
、

単
価

設
定

を
可

能
と

す
る

。

６
財

源
：

１
号

保
険

料
、
２
号

保
険
料

、
国
、

都
道
府

県
、
市

町
村
（

予
防
給

付
と
同

じ
）

<
検

討
の

枠
組

み
>

○
全

国
一

律
の

サ
ー

ビ
ス

の
種

類
・

内
容

・
人

員
基

準
・

運
営

基
準

・
単

価
設

定
等

に
よ

る
の

で
は

な
く

、
市

町
村

の
判

断
で

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

NP
O
、

民
間

企
業

、
協

同
組

合
、

社
会

福
祉

法
人

等
を

積
極

的
に

活
用

す
る

な
ど

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

取
組

が
実

施
で

き
る

よ
う

な
枠

組
み

を
検

討
。

○
移

行
に

際
し

て
は

、
住

民
主

体
の

取
組

な
ど

の
基

盤
整

備
（

地
域

づ
く

り
）

が
重

要
と

な
る

が
、

地
域

で
状

況
が

異
な

る
こ

と
か

ら
、

既
存

の
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

の
活

用
も

含
め

、
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

て
一

定
程

度
時

間
を

か
け

て
移

行
で

き
る

よ
う

な
枠

組
み

を
検

討
。

○
市

町
村

に
お

け
る

効
率

的
な

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
制

度
全

体
の

効
率

化
を

図
る

。
な

お
、

地
域

支
援

事
業

に
つ

い
て

は
介

護
保

険
給

付
見

込
額

の
３

％
以

内
な

ど
、

事
業

費
の

上
限

設
定

が
市

町
村

ご
と

に
な

さ
れ

て
い

る
が

、
予

防
給

付
（

41
00

億
円

（
平

成
23年

度
）

）
の

地
域

支
援

事
業

へ
の

移
行

に
伴

い
、

こ
の

上
限

設
定

に
つ

い
て

は
見

直
す

必
要

が
あ

り
、

検
討

す
る

。

○
要

支
援

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
を

予
防

給
付

か
ら

市
町

村
が

実
施

す
る

地
域

支
援

事
業

の
形

に
見

直
し

（
「
要

支
援

事
業

」
）
、

新
し

い
介

護
予

防
事

業
（
現

行
の

介
護

予
防

事
業

に
つ

い
て

必
要

な
見

直
し

を
行

う
⇒

(3
)へ

）
と

あ
わ

せ
て

「
新

し
い

総
合

事
業

」
と

す
る

。



○
要

支
援

・
要
介
護

状
態

と
な

る
こ
と
を

予
防

す
る

と
と
も
に

、
要

介
護

状
態
等
と

な
っ

た
場

合
に
お
い

て
も

、
地

域
に
お
い

て
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む
こ
と

が
で

き
る

よ
う
支
援

す
る

こ
と

を
目
的
と

し
、

市
町

村
に
お
い

て
「

地
域

支
援
事
業

」
を

実
施

。

○
地

域
支
援

事
業
の
事

業
内

容
（
１

）
介

護
予

防
事

業
ア
二
次
予
防
事
業
（
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
に
対
す
る
事
業
）

・
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業

・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

・
二
次
予
防
事
業
評
価
事
業

イ
一
次
予
防
事
業
（
全
て
の
第
１
号
被
保
険
者
を
対
象
と
す
る
事
業
）

・
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
育
成
、
地
域
活
動
組
織
の
育
成
･支
援
等

・
一
次
予
防
事
業
評
価
事
業

※
(3)を

導
入
す
る
市
町
村
は
、

(3)の
事
業
の
中
で
実
施

（
２

）
包

括
的

支
援

事
業

ア
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

イ
総
合
相
談
支
援
業
務

※
地
域
の
高
齢
者
の
実
態
把
握
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
調
整
等

ウ
権
利
擁
護
業
務
（
虐
待
の
防
止
、
虐
待
の
早
期
発
見
等
）

エ
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

※
支
援
困
難
事
例
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

（
３

）
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
平

成
24

年
度

創
設

）
※

導
入

は
任

意

ア
要
支
援
者
及
び
二
次
予
防
事
業
対
象
者
に
係
る
事
業

・
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

(通
所
型
、
訪
問
型
等

)
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(配
食
、
見
守
り
等

)
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

・
二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
把
握
事
業

・
評
価
事
業

イ
一
次
予
防
事
業

（
４

）
任

意
事

業
介
護
給
付
等
費
用
適
正
化
事
業
、
家
族
介
護
支
援
事
業
、
配
食
・
見
守
り
等

○
地

域
支
援

事
業
の
事

業
費

市
町
村
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
地
域
支
援
事
業
の
内
容
、
事

業
費
を
定
め
る
。

※
政
令
で
事
業
費
の
上
限
を
規
定
（
市
町
村
が
介
護
保
険
事
業
計
画
に

定
め
る
介
護
給
付
見
込
額
に
対
す
る
以
下
の
割
合
を
上
限
と
す
る
。
）

地
域

支
援

事
業

３
．

０
％

以
内

「
介

護
予

防
事

業
」
又

は
「
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
」

２
．

０
％

以
内

「
包

括
的

支
援

事
業

」
＋

「
任

意
事

業
」

２
．

０
％

以
内

○
地

域
支

援
事

業
の

財
源

構
成

介
護

予
防

事
業

包
括

的
支

援
事

業
・
任

意
事

業

【
財
源
構
成
】

【
財
源
構
成
】

○
費
用
負
担
割
合
は
、
居
宅
給
付
費
の

財
源
構
成
と
同
じ
。

○
費
用
負
担
割
合
は
、
第
２
号
は
負
担
せ

ず
、
そ
の
分
を
公
費
で
賄
う
。

（
国
：
都
道
府
県
：
市
町
村
＝
２
：
１
：
１
）

１
号

２
１

％
１

号
２

１
％

２
号

２
９

％

都
道

府
県

１
２

．
５

％

国
２

５
％

市
町

村
１

２
．

５
％

市
町

村

1
9
.7

5
％

都
道

府
県

1
9
.7

5
％

国
３

９
．

５
％

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業

※
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
の
う
ち

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
上
限
の
引
上
げ
が
可
能

地
域

支
援

事
業

３
．

０
％

＋
１

％
以

内

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
２

．
０

％
＋

１
％

以
内

総
合

事
業

以
外

の
事

業
２

．
０

％
以

内

2
5
’
 

6
2
3
億

円
（
国

費
）

（
参
考
）
地
域
支
援
事
業
の
概
要

14



0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

歩行できる

移動自立

排便自立

排尿自立

食事摂取自立

着脱（ズボン）自立

着脱（上衣）自立

整髪自立

洗顔自立

口腔清潔自立

洗身自立

つめ切り自立

薬の内服自立

金銭管理自立

簡単な調理自立

買い物自立

外出頻度週1回以上

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

身
の

回
り

の
動

作
（ADL）

生
活

行
為

(IADL)

要
支

援
者

の
ほ

と
ん

ど
は

、
身

の
回

り
の

動
作

は
自

立
し

て
い

る
が

、
買

い
物

な
ど

生
活

行
為

の
一

部
が

し
づ

ら
く
な

っ
て

い
る

。

（
参
考
）
要
支
援
１
～
要
介
護
２
の
認
定
調
査
結
果

n
=
8
5
1
,7

5
6

n
=
8
5
5
,1

7
3

n
=
1
,0

4
7
,9

5
4

n
=
8
5
4
,9

9
9

※
２

平
成

23
年

度
要

介
護

認
定

に
お

け
る

認
定

調
査

結
果

（
出

典
：
認

定
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
平

成
24

年
2
月

15
日

集
計

時
点

）
）

n
=
二

次
判

定
件

数

※
１

「
歩

行
で

き
る

」
に

は
、

「
何

か
に

つ
か

ま
れ

ば
で

き
る

」
を

含
む

。
15



サ
ー

ビ
ス

準
備

・

記
録

等
7%

排
泄

・
食

事

介
助

1%

清
拭

・
入

浴
、

身
体

整
容

50%

体
位

変
換

、
移

動
・
移

乗
介

助
、

外
出

介
助

22%

服
薬

介
助

1%

自
立

生
活

支
援

の
た

め
の

見
守

り
的

援
助

18%

そ
の

他
1%

サ
ー

ビ
ス

準
備

等
2%

掃
除

64%

洗
濯

3%

ベ
ッ

ド
メ

イ
ク

1%

衣
類

の
整

理
・

被
服

の
補

修
1%

一
般

的
な

調

理
、

配
下

膳
11% 買

い
物

・
薬

の

受
け

取
り

16%

そ
の

他
2%

16

身
体

介
護

7%
生

活
援

助
93%

○
生
活
援
助
が
９
３
％
、
身
体
介
護
が
７
％

○
生
活
援
助
は
、
「
掃
除
」
６
４
％
「
買
い
物
・
薬
の
受
け
取
り
」
１
６
％
「
一
般
的
な
調
理
、
配
下
膳
」
１
１
％

○
身
体
介
護
は
、
「
清
拭
・
入
浴
・
身
体
整
容
」
が
５
０
％

介
護

予
防

訪
問

介
護

利
用

者
（
4
4
5
名

）
に

お
け

る
利

用
行

為
内

容
別

の
割

合
（
利

用
時

間
で

算
出

）
介

護
予

防
訪

問
介

護
利

用
者

（
4
4
5
名

）
に

お
け

る
利

用
行

為
内

容
別

の
割

合
（
利

用
時

間
で

算
出

）

介
護
予
防
訪
問
介
護
の
提
供
内
容

利
用

者
の

状
態

像
に

見
合

っ
た

提
供

内
容

に
な

っ
て

い
る

か
、

介
護

予
防

訪
問

介
護

の
実

態
把

握
を

実
施

し
て

い
る

と
こ

ろ

平
成

22
年

度
財

務
省

予
算

執
行

調
査

を
老

健
局

で
再

集
計

（
参

考
）
平

成
２

２
年

度
財

務
省

予
算

執
行

調
査

結
果



○
平

成
１

８
年

に
介

護
予

防
事

業
を

創
設

し
、

市
町

村
が

実
施

主
体

と
な

り
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
介

護
予

防
に

資
す

る
様

々
な

取
組

が
実

施
さ

れ
て

き
て

い
る

。
一

部
の

市
町

村
か

ら
は

、
全

国
の

推
移

と
比

較
し

て
、

要
介

護
認

定
率

の
伸

び
の

抑
制

の
効

果
が

示
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

組
織

へ
の

社
会

参
加

の
割

合
が

高
い

地
域

ほ
ど

、
転

倒
や

認
知

症
や

う
つ

の
リ

ス
ク

が
低

い
傾

向
が

み
ら

れ
て

い
る

。

○
こ

れ
ま

で
二

次
予

防
事

業
へ

の
参

加
者

数
の

目
標

を
高

齢
者

人
口

の
５

%
を

目
安

と
し

て
取

り
組

ん
で

き
た

が
、

平
成

2
3
年

度
の

実
績

は
0
.8%

と
低

調
で

あ
る

。
一

方
、

一
部

の
市

町
村

で
は

、
一

次
予

防
事

業
を

主
体

と
し

て
、

住
民

運
営

の
体

操
の

集
い

な
ど

の
活

動
を

地
域

に
展

開
し

、
元

気
高

齢
者

と
二

次
予

防
事

業
対

象
者

を
分

け
隔

て
な

く
、

人
と

人
と

の
つ

な
が

り
を

通
じ

て
活

動
が

広
が

る
よ

う
な

地
域

づ
く
り

を
実

践
す

る
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

二
次

予
防

事
業

対
象

者
の

参
加

を
実

現
し

て
い

る
。

○
自

立
支

援
に

効
果

の
高

い
支

援
手

法
を

明
ら

か
に

す
る

観
点

か
ら

、
平

成
２

４
年

度
か

ら
２

年
間

か
け

て
、

１
３

の
自

治
体

と
協

働
し

て
、

二
次

予
防

事
業

対
象

者
、

要
支

援
者

等
（
要

支
援

１
～

要
介

護
２

）
を

対
象

と
し

て
、

介
護

予
防

市
町

村
強

化
推

進
事

業
（
予

防
モ

デ
ル

事
業

）
を

実
施

し
て

い
る

。
予

防
モ

デ
ル

事
業

の
成

果
と

し
て

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

専
門

職
等

を
活

か
す

こ
と

に
よ

り
、

利
用

者
の

生
活

や
行

動
に

広
が

り
が

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。

17

（
３

）
介

護
予

防
事

業
の

見
直

し
に

つ
い

て

○
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

効
果

的
・
効

率
的

な
介

護
予

防
の

取
組

事
例

を
全

国
展

開
す

る
観

点
か

ら
、

国
は

都
道

府
県

と
連

携
し

な
が

ら
技

術
的

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

全
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

・
日

常
生

活
圏

域
別

の
特

徴
や

課
題

、
取

組
等

を
客

観
的

か
つ

容
易

に
把

握
で

き
る

よ
う

に
介

護
・
医

療
関

連
情

報
の

「見
え

る
化

」を
推

進
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

○
地

域
に

活
動

的
な

通
い

の
場

を
充

実
さ

せ
る

よ
う

な
取

組
の

方
が

、
結

果
と

し
て

二
次

予
防

事
業

対
象

者
を

含
め

た
よ

り
多

く
の

高
齢

者
の

参
加

に
つ

な
が

っ
て

い
る

実
態

を
踏

ま
え

、
効

果
的

・
効

率
的

な
介

護
予

防
を

推
進

す
る

観
点

か
ら

、
一

次
予

防
事

業
と

二
次

予
防

事
業

を
区

別
せ

ず
に

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

運
用

が
で

き
る

よ
う

に
、

介
護

予
防

事
業

を
見

直
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

○
予

防
モ

デ
ル

事
業

の
成

果
や

地
域

の
取

組
状

況
を

踏
ま

え
、

地
域

に
お

い
て

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
専

門
職

等
を

活
か

し
た

自
立

支
援

に
資

す
る

取
組

を
推

進
す

る
観

点
か

ら
、

介
護

予
防

事
業

を
機

能
強

化
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

論
点

現
状

と
課
題



介
護
予
防
事
業
の
概
要
（
現
在
）

○
介
護
予
防
事
業
は
介
護
保
険
法
第
１
１
５
条
の
４
５
の
規
定
に
よ
り
、
市
町
村
に
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

○
要
介
護
状
態
等
で
は
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
、
心
身
の
機
能
や
生
活
機
能
の
低
下
の
予
防
又
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
に
必

要
な
事
業
と
し
て
、
各
市
町
村
が
実
施
。

○
介
護
予
防
事
業
は
介
護
給
付
見
込
み
額
の
２
％
以
内
の
額
で
実
施
（
介
護
保
険
法
施
行
令
第
３
７
条
の
１
３
）

○
平
成
２
５
年
度

国
費
：
１
２
４
億
円

総
事
業
費
：
４
９
６
億
円

（
介
護
保
険
法
第
１
２
２
条
の
２
）

（
国
１
／
４
、
都
道
府
県
１
／
８
、
市
町
村
１
／
８
、
保
険
料
（
１
号
２
／
１
０
、
２
号
３
／
１
０
）
）

二
次

予
防

事
業

（
旧

：
特

定
高

齢
者

施
策

）

【
対
象
者
】
高
齢
者
全
般

【
事
業
内
容
】

○
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
、

講
演
会
、
介
護
予
防
教
室
等
の
開
催
、
啓
発
資
材
等
の
作
成
、
配
布
等

○
地
域
介
護
予
防
支
援
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
、
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
支
援

等

一
次

予
防

事
業

（
旧

：
一

般
高

齢
者

施
策

）

【
対
象
者
】
要
介
護
状
態
等
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
（
生
活
機
能
の
低
下
等
が
み
ら
れ
る
高
齢
者
）

【
事
業
内
容
】

○
通
所
型
介
護
予
防
事
業

運
動
器
の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
栄
養
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
口
腔
機
能
の
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

○
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

閉
じ
こ
も
り
、
う
つ
、
認
知
機
能
低
下
へ
の
対
応
、
通
所
が
困
難
な
高
齢
者
へ
の
対
応

等
18

18



（
参
考
）
介
護
予
防
導
入
の
経
緯
（
平
成
1
8
年
度
創
設
）

全
体

９
９

％
増

中
重

度
者

６
４

％
増

軽
度

者

１
５

５
％

増

推
計

要
介
護
者

要
支
援
者

改
善
促
進

非
該
当
者

改
善
促
進

重
度
化
防
止

重
度
化
防
止

介
護
予
防
事
業

(地
域
支
援
事
業
)

予
防
給
付

介
護
給
付

×
×

定
期

的
に

体
を

動
か

す
こ

と
な

ど
に

よ
り

予
防

が
可

能
！

→
予

防
重

視
型

シ
ス

テ
ム

の
確

立
へ

4
7
%

2
6
%

3
3
%

5
%

1
8
% 1
4
%

1
7
%

3
6
%

3
0
%

9
%

5
%

6
%2
2
%

1
6
%

1
8
%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

軽度 中重度 全体

関
節
疾
患
、
骨
折
・
転
倒
、
高
齢
に
よ
る
衰
弱

認
知
症

脳
血
管
疾
患

心
臓
病
・
糖
尿
病

そ
の
他
・
不
明

厚
生
労
働
省
「
平
成
１
６
年
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

要
介
護
度
別
の
原
因
疾
患

19

○
要
支
援
・
要
介
護
１
の
認
定
者
（
軽
度
者
）
の
大
幅
な
増
加
。

○
軽
度
者
の
原
因
疾
患
の
約
半
数
は
、
体
を
動
か
さ
な
い
こ
と
に
よ
る
心
身
の
機
能
低
下
。



（
参
考
）
介
護
予
防
（
予
防
給
付
・
介
護
予
防
事
業
）
の
全
体
像

高
齢
者

〈
要
支
援
認
定
＋
要
介
護
認
定
〉

介
護
の
手
間
に
係
る
審
査

＋
状
態
の
維
持
ま
た
は
改
善
可
能
性
の
審
査

二
次
予
防
事
業
対
象
者

（
要
支
援
・
要
介
護
状
態
と
な
る

お
そ
れ
の
あ
る
者
）

要
介
護
者

予
防
給
付

介
護
給
付

要
支
援
者

（
要
支
援
1
･2
）

（
要
介
護
１
～
５
）

（
介
護
予
防
事
業
）

一
次
予
防
事
業

対
象
者

（
す
べ
て
の
第
一
号

保
険
者
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

要
介
護
認
定
等
を
受
け
て
い
な
い
者

要
介
護
認
定
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

一
次
予
防
事
業

ニ
次
予
防
事
業

更
新
非
該
当
者

〈
対
象
者
候
補
の
積
極
的
拾
い
上
げ
〉

全
対
象
者
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
郵
送
等
に
よ
る
全
数
配
布
・
回
収
＋
未
回
収
者
に

で
き
る
限
り
電
話
・
個
別
訪
問
等
＋
様
々
な
ル
ー
ト
か
ら
の
情
報
収
集

〈
対
象
者
の
確
定
〉

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
基
準
該
当
者
＋
認
定
更
新
の
非
該
当
者

○
要
介
護
認
定
に
よ
り
要
支
援
１
・
要
支
援
２
と
認
定
さ
れ
た
方
に
予
防
給
付
を
提
供

○
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
り
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
高
齢

者
に
対
し
て
、
二
次
予
防
事
業
を
提
供

20



①
大
阪
府
大
東
市

～
住
民
主
体
の
介
護
予
防
～

○
住

民
が

主
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

介
護

予
防

事
業

を
市

内
全

域
で

展
開

し
て

い
る

。
虚

弱
高

齢
者

が
元

気
高

齢
者

の
支

え
で

元
気

を
取

り
戻

し
、

小
学

校
の

下
校

時
の

見
守

り
隊

に
参

加
す

る
な

ど
社

会
活

動
が

広
が

っ
て

い
る

。
○

介
護

予
防

活
動

を
通

し
て

、
見

守
り

や
助

け
合

い
等

地
域

の
互

助
の

力
が

育
っ

て
い

る
。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
○

平
成
16
年
度
に
地
域
ケ
ア
会
議
で
町
ぐ
る
み
の
介
護
予
防
の
必
要
性
を
提
言

○
平
成
17年

度
に
虚
弱
者
も
参
加
で
き
る
「
大
東
元
気
で
ま
っ
せ
体
操
」
を
開
発
し
、
一

次
・
二
次
予
防
対
象
者
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
治
会
、
町
内
会
単
位
で
住
民
主

体
で
の
活
動
の
場
の
普
及
に
取
り
組
む

○
老
人
会
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
介
護
予
防
に
つ
い
て
普
及
啓
発

○
住
民
主
体
の
活
動
の
場
の
育
成

及
び
世
話
役
を
養
成

○
体
操
教
室
後
に
民
生
委
員
、

校
区
福
祉
委
員
、
世
話
役
が
集
合
。

地
域
の
虚
弱
高
齢
者
情
報
を
共
有

し
、
具
体
的
な
対
策
を
検
討
す
る

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

○
介
護
予
防
の
啓
発
は
保
健
師
と
リ
ハ
職
の
ペ
ア
で
行
う

○
体
操
教
室
の
立
ち
上
げ
の
際
に
は
体
操
指
導
と
体
操
ビ
デ
オ
の
提
供
及
び
世
話
役
の
育

成
を
保
健
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
管
理
栄
養
士
が
行
っ
た

○
身
体
障
害
や
関
節
痛
に
よ
り
体
操
を
同
じ
よ
う
に
で
き
な
い

方
に
対
し
て
は
、
市
の
リ

ハ
職
が
訪
問
し
、
痛
み
が
で
な
い
運
動
法
を
指
導
し
た

○
認
知
症
や
高
次
脳
機
能
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
で
集
団
活
動
に
不
具
合
が
生
じ
た
時
に

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
出
向
い
て
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
等
を
世

話
役
に
指
導
し
た

○
世
話
役
か
ら
活
動
の
脱
落
者
に
つ
い
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
に
連
絡
が
入
っ

た
場
合
に
は
、
職
員
は
そ
の
原
因
を
明
確
に
し
た
上
で
個
別
に
対
応
す
る
（
例
：
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
、
不
仲
の
場
合
に
は
教
室
の
変
更
）

6
5
才

以
上

高
齢

者
の

う
ち

毎
月

参
加

し
て

い
る

者
の

割
合

９
．

３
％

6
5
才

以
上

高
齢

者
の

う
ち

二
次

予
防

事
業

対
象

者
で

あ
る

参
加

者
の

割
合

２
．

７
％

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

0
カ

所

委
託

3
カ

所

総
人

口
123,573

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
26,697

21.6
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
10,516

8.5
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
4,980

円

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日

1
2
.4

%

1
7
.3

%

13.4%

19.2%

1
2
.4

%

1
7
.0

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H13年
14年

15年
16年

17年
18年

19年
20年

21年
22年

23年

全
国

大
阪

府

大
東

市

21

大
東

市
奈良県

兵
庫

県
大

阪
府

※
要

支
援

1
～

要
介

護
5
の

高
齢

者
163

人
が

含
ま

れ
る

。

【
介
護
予
防
の
取
組
】
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②
岡
山
県
総
社
市
～
徒
歩
圏
内
に
住
民
運
営
の
体
操
の
集
い
～

元
気

な
高

齢
者

と
要

支
援

・
要

介
護

認
定

を
受

け
て

い
る

高
齢

者
が

一
緒

に
行

う
住

民
運

営
の

体
操

の
集

い
が

、
公

民
館

や
個

人
宅

で
、

毎
週

1
回

開
催

さ
れ

て
お

り
、

平
成

２
５

年
現

在
、

市
内

全
域

に
１

１
０

会
場

が
誕

生
し

、
徒

歩
圏

内
で

参
加

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
○

〈
平

成
12

年
〉

要
介

護
認

定
の

非
該

当
者

の
受

け
皿

と
し

て
、

「
健

康
づ

く
り

の
集

い
」

を
介

護
予

防
教

室
と

し
て

実
施

。
（

作
業

療
法

士
・

理
学

療
法

士
・

保
健

師
主

導
、

月
1回

、
17会

場
）

○
〈

平
成

17
年

〉
小

学
校

区
単

位
で

小
地

域
ケ

ア
会

議
を

開
始

。
住

民
・

社
協

・
ケ

ア
マ

ネ
・

保
険

者
等

の
意

見
交

換
の

場
と

し
て

定
着

。
○

〈
平

成
20

年
〉

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

（
当

時
直

営
）

が
、

小
地

域
ケ

ア
会

議
に

働
き

か
け

、
各

地
区

で
週

１
回

の
体

操
の

集
い

が
始

ま
る

。
○

〈
平

成
24年

〉
ケ

ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

等
の

各
種

媒
体

で
市

民
に

広
報

し
た

結
果

、
1
00

会
場

ま
で

増
え

る
。

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

３
職

種
が

事
務

局
（

H
24.

4
よ

り
委

託
）

、
行

政
の

保
健

師
・

理
学

療
法

士
は

一
委

員
と

し
て

、
市

内
21

地
区

で
1～

2
ヶ

月
に

1
回

開
催

さ
れ

る
小

地
域

ケ
ア

会
議

に
参

加
し

、
一

緒
に

地
域

の
課

題
を

話
し

合
う

。
○

体
操

の
集

い
の

立
ち

上
げ

時
に

は
、

行
政

も
し

く
は

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
専

門
職

が
体

操
を

具
体

的
に

指
導

。
○

集
い

の
全

て
の

会
場

で
年

１
回

体
力

測
定

を
実

施
。

随
時

、
利

用
者

の
変

調
に

つ
い

て
住

民
か

ら
情

報
が

入
る

の
で

、
専

門
職

が
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

助
言

指
導

を
行

う
。

H24
年

度
参

加
実

人
数

高
齢

者
人

口
に

占
め

る
割

合

1
,5

3
5
人

9
.6%

個
人

宅
で

の
体

操
の

集
い

※
要

支
援

1
～

要
介

護
4
の

高
齢

者
８

８
人

が
含

ま
れ

る
。

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

0
カ

所

委
託

6
カ

所

総
人

口
66,861

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
16,017

24.0
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
8,226

12.3
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
4,700

円

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日

22

1
2
.4

%

1
7
.3

%

14.9%

20.0%

1
5
.2

%

1
8
.1

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H13年
14年

15年
16年

17年
18年

19年
20年

21年
22年

23年

全
国

岡
山

県

総
社

市

岡
山

県

鳥
取

県

兵庫県

広島県

総
社

市



介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
○

（
平

成
1
7年

）
町

・
社

会
福

祉
協

議
会

（
社

協
）

・
大

学
が

協
働

し
、

高
齢

者
の

参
加

促
進

・
社

会
活

動
活

性
化

を
進

め
る

目
的

で
「

憩
い

の
サ

ロ
ン

」
の

事
業

計
画

を
開

始
（

H20
年

か
ら

の
町

の
総

合
計

画
に

、
政

策
評

価
の

成
果

指
標

と
し

て
サ

ロ
ン

拠
点

数
が

盛
り

込
ま

れ
る

）
○

（
平

成
1
8年

）
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
候

補
者

・
町

・
大

学
と

で
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
視

察
を

繰
り

返
し

行
い

、
各

サ
ロ

ン
の

運
営

主
体

と
な

る
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
組

織
を

形
成

し
つ

つ
、

サ
ロ

ン
の

方
向

性
・

運
営

方
法

・
サ

ロ
ン

で
実

施
す

る
内

容
を

固
め

る
○

（
平

成
19

年
）

3
会

場
か

ら
始

め
、

50
0m

圏
（

徒
歩

15
分

で
通

え
る

圏
内

）
に

サ
ロ

ン
を

設
置

す
る

こ
と

を
目

標
に

順
次

増
設

③
愛
知
県
武
豊
町

～
住
民
の
参
加
・
社
会
活
動
の
場
と
し
て
の
サ
ロ
ン
～

町
・
大

学
・
社

会
福

祉
協

議
会

が
一

体
と

な
り

住
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
対

し
て

支
援

し
（
サ

ロ
ン

立
ち

上
げ

支
援

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

成
、

運
営

支
援

）
、

徒
歩

15
分

圏
内

（500m
圏

内
）
に

サ
ロ

ン
を

設
置

。
そ

の
結

果
、

住
民

が
主

体
的

に
参

加
し

社
会

活
動

を
す

る
場

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

0
カ

所

委
託

1
カ

所

総
人

口
41,927

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
8,711

20.8
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
3519

8.4
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
4,780

円

1
2
.4

%

1
7
.3

%

10.7%

14.8%

9
.6

%

1
1
.9

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H13年
14年

15年
16年

17年
18年

19年
20年

21年
22年

23年

全
国

愛
知

県

武
豊

町

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
は

、
サ

ロ
ン

立
ち

上
げ

か
ら

1
年

間
は

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
運

営
組

織
が

自
立

し
て

金
銭

管
理

・
サ

ロ
ン

運
営

が
出

来
る

様
に

支
援

1年
経

過
後

は
2～

3
ヶ

月
に

1回
の

巡
回

と
、

各
サ

ロ
ン

会
場

の
運

営
者

連
絡

会
を

開
催

（
隔

月
）

し
サ

ポ
ー

ト
○

町
の

福
祉

課
は

、
広

報
と

新
規

会
場

の
立

ち
上

げ
支

援
、

健
康

課
（

保
健

師
）

は
各

サ
ロ

ン
に

順
次

出
向

き
、

健
康

講
話

・
健

康
相

談
を

実
施

○
共

同
研

究
協

定
を

結
ん

で
い

る
大

学
は

町
と

協
力

し
て

、
事

業
効

果
検

証
や

体
力

測
定

、
認

知
症

検
査

を
実

施
○

社
協

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

研
修

や
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
加

入
す

る
保

険
管

理
、

求
め

ら
れ

た
時

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

派
遣

調
整

な
ど

を
実

施

6
5
才

以
上

高
齢

者
に

占
め

る
参

加
者

の
割

合
9
.8

％

6
5
才

以
上

高
齢

者
の

う
ち

二
次

予
防

事
業

対
象

者
で

あ
る

参
加

者
の

割
合

1
.0

％

23

愛
知

県

岐
阜

県

静岡県

武
豊

町



④
茨
城
県
利
根
町

～
シ

ル
バ

ー
リ

ハ
ビ

リ
体

操
指

導
士

の
体

操
普

及
活

動
～

茨
城

県
立

健
康

プ
ラ

ザ
の

主
催

す
る

講
習

会
を

終
了

し
た

6
0
歳

以
上

の
世

代
の

住
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「
シ

ル
バ

ー
リ

ハ
ビ

リ
体

操
指

導
士

」
が

、
公

民
館

等
で

高
齢

者
の

た
め

の
体

操
教

室
を

立
ち

上
げ

、
自

主
活

動
と

し
て

運
営

。
町

内
1
3
箇

所
で

月
2
～

4
回

、
延

1
3
,3

9
0
人

が
参

加
し

て
お

り
、

地
域

に
定

着
し

て
い

る
。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
•

平
成

16年
利

根
町

社
会

福
祉

協
議

会
に

よ
る

定
年

男
性

の
た

め
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

講
座

と
県

立
健

康
プ

ラ
ザ

の
シ

ル
バ

ー
リ

ハ
ビ

リ
体

操
が

結
び

つ
き

、
高

齢
者

の
た

め
の

体
操

指
導

者
の

養
成

を
開

始
。

•
平

成
17年

養
成

さ
れ

た
「

シ
ル

バ
ー

リ
ハ

ビ
リ

体
操

指
導

士
（

以
下

、
指

導
士

）
」

が
国

保
診

療
所

の
一

室
で

外
来

受
診

者
も

交
え

て
、

地
域

の
高

齢
者

に
体

操
を

指
導

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
•

平
成

18年
二

次
予

防
事

業
の

サ
ポ

ー
ト

役
と

し
て

指
導

士
が

参
加

•
指

導
士

の
活

動
は

、
高

齢
世

代
が

高
齢

世
代

を
支

え
合

う
互

助
の

活
動

と
し

て
、

町
内

に
定

着
し

て
い

る
。

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

•
保

健
師

指
導

士
の

体
操

教
室

を
、

町
内

に
広

報
。

必
要

な
人

に
体

操
の

参
加

を
勧

め
る

。
•

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
主

任
ケ

ア
マ

ネ
・

社
会

福
祉

士
体

操
に

来
れ

な
く

な
っ

た
人

に
訪

問
、

状
況

把
握

•
国

保
診

療
所

の
医

師
診

療
所

の
外

来
受

診
者

に
体

操
へ

の
参

加
を

勧
め

、
指

導
士

の
活

動
を

後
押

し

H24
年

度
参

加
実

人
数

高
齢

者
人

口
に

占
め

る
割

合

5
4
4
人

1
0
.3

%

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

1
カ

所

委
託

0
カ

所

総
人

口
17,592

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
5,272

30.0
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
2,009

11.4
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
4,070

円

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日

1
2
.4

%

1
7
.3

%

9.2%

14.1%

1
0
.1

%
1
0
.9

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H
1
3
年

1
4
年

1
5
年

1
6
年

1
7
年

1
8
年

1
9
年

2
0
年

2
1
年

2
2
年

2
3
年

全
国

茨
城

県

利
根

町

24

茨
城

県

栃
木

県

千
葉

県
利

根
町



⑤
山
梨
県
北
杜
市

～
地
域
ケ
ア
会
議
を
通
じ
た
総
合
事
業
の
展
開
～

○
地

域
ケ

ア
会

議
で

関
係

者
の

合
意

形
成

を
図

り
な

が
ら

、
地

区
組

織
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
を

含
め

た
民

間
事

業
者

と
の

連
携

・
協

働
に

よ
り

、
介

護
保

険
外

サ
ー

ビ
ス

を
創

設
し

、
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
を

展
開

。
住

民
の

自
助

・
互

助
の

促
進

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
○

平
成

17年
介

護
予

防
事

業
の

中
核

機
関

と
し

て
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
を

位
置

づ
け

、
設

置
準

備
。

○
高

齢
者

の
健

康
増

進
・

介
護

予
防

・
重

度
化

予
防

の
各

段
階

に
お

い
て

、
必

要
な

対
策

を
講

じ
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
関

係
機

関
（

庁
内

関
係

課
、

社
会

福
祉

協
議

会
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
、

医
療

機
関

等
）

と
検

討
を

重
ね

る
。

○
介

護
予

防
に

関
す

る
各

種
事

業
の

評
価

を
重

視
し

、
Ｐ

Ｄ
Ｃ

Ａ
を

回
し

な
が

ら
事

業
を

進
め

る
。

○
「

自
助

・
互

助
・

共
助

・
公

助
」

の
考

え
方

を
普

及
す

る
た

め
、

講
演

会
や

地
区

組
織

等
へ

の
働

き
か

け
を

行
い

、
住

民
参

加
型

の
地

域
づ

く
り

を
め

ざ
し

た
。

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

○
地
域
ケ
ア
会
議
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
会
議
体
を
重
層
的
に
構
成
し
、
保
健
師
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
関
係
機
関
の
連
携
強
化
を
図
る
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
者
と
同
行
訪
問
）

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日

25

1
2
.4

%

1
7
.2

9
%

10.6%

15.4%

1
1
.1

%

1
1
.7

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H
1
3
年

1
4
年

1
5
年

1
6
年

1
7
年

1
8
年

1
9
年

2
0
年

2
1
年

2
2
年

2
3
年

全
国

山
梨

県

北
杜

市

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

1
カ

所

委
託

0
カ

所

総
人

口
48,823

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
15,120

31.0
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
8,135

16.7
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
3,833

円

サ
ー

ビ
ス

調
整

会
議

個
別

ケ
ー

ス
地

域
ケ

ア
会

議

小
地

域
ケ

ア
会

議
（
８

圏
域

）

地
域

包
括

ケ
ア

推
進

会
議

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
連

絡
会

保
険

外
サ

ー
ビ

ス
連

絡
会

山
梨

県

長
野

県

静
岡

県 北
杜

市



⑥
長
崎
県
佐
々
町

～
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
主
軸
に
し
た
地
域
づ
く
り
～

○
中

高
年

齢
層

を
対

象
と

し
て

介
護

予
防

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
養

成
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
が

無
理

な
く
継

続
で

き
る

よ
う

に
、

連
絡

会
を

組
織

し
て

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

い
る

。
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
に

お
い

て
も

、
介

護
予

防
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

、
生

活
支

援
や

通
所

の
場

で
、

担
い

手
と

し
て

活
躍

し
て

い
る

。

基
本

情
報
（

平
成

25年
4月

1日
現

在
）

第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
率
の

推
移

介
護

予
防
の

取
組
の
変

遷
○
平
成
18年

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
始
動
し
、
介
護
予
防
の
普
及
啓
発
を
行
う
も

の
の
、
住
民
の
主
体
的
取
組
に
つ
な
が
ら
ず
、
２
年
が
経
過
。
町
内
唯
一
の
地
域
サ
ロ

ン
は
、
職
員
の
関
与
無
し
に
は
成
り
立
た
な
い
状
況
だ
っ
た
。

○
平
成
20年

普
及
啓
発
の
あ
り
方
を
見
直
し
、
自
主
活
動
の
育
成
に
主
眼
を
置
い
た

「
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
ス
タ
ー
ト
。
修
了
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区

で
「
地
域
型
介
護
予
防
推
進
活
動
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
初
年
度
に
、
８
地
区

で
集
い
の
場
が
立
ち
上
が
る
。

○
以
後
、
毎
年
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
、
現
在
、
団
塊
世
代
を
対
象
に
「
地

域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
」
と
し
て
継
続
中
。
修
了
者
に
よ
る
集
い
の
場
は
、
現
在
14地

区
で

開
催
さ
れ
て
い
る
。
（
最
終
目
標
は
、
全
町
内
会
30地

区
）

専
門

職
の
関

与
の
仕
方

○
「
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
の
企
画
と
実
施

○
月
1回

の
定
例
会
で
、
研
修
終
了
者
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
に
っ
こ
り
会
）

○
住
民
、
関
係
団
体
と
協
議
の
機
会
を
設
け
、
課
題
や
め
ざ
す
べ
き
方
向
な
ど
を
共
有

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数

直
営

1
カ

所

委
託

0
カ

所

総
人

口
13,786

人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
3,034

22.0
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
1,626

11.8
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
5,590

円

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日
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1
2
.4

%

1
7
.2

9
%

15.4%

22.0%

1
6
.2

%

1
8
.0

%

8
.0%

1
0.0

%

1
2.0

%

1
4.0

%

1
6.0

%

1
8.0

%

2
0.0

%

2
2.0

%

2
4.0

%

H
1
3
年

1
4
年

1
5
年

1
6
年

1
7
年

1
8
年

1
9
年

2
0
年

2
1
年

2
2
年

2
3
年

全
国

長
崎

県

佐
々

町

6
5
才

以
上

高
齢

者
の

う
ち

毎
月

参
加

し
て

い
る

者
の

割
合

1
1
.6

％

6
5
才

以
上

高
齢

者
の

う
ち

二
次

予
防

事
業

対
象

者
で

あ
る

参
加

者
の

割
合

6
.6

％

介
護

予
防

推
進

連
絡

会
で

の
実

習
風

景

介
護

予
防

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

養
成

研
修

介
護

予
防

推
進

連
絡

会
（
に

っ
こ

り
会

）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

地
域

の
活

動
の

場

通
所

型
介

護
予

防
推

進
活

動
地

域
型

介
護

予
防

推
進

活
動

訪
問

型
介

護
予

防
推

進
活

動

佐
々

町

長
崎

県 佐
賀

県



社
会
参
加
と
介
護
予
防
効
果
の
関
係
に
つ
い
て

ス
ポ

ー
ツ

関
係

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
・
趣

味
関

係
の

グ
ル

ー
プ

等
へ

の
社

会
参

加
の

割
合

が
高

い
地

域
ほ

ど
、

転
倒

や
認

知
症

や
う

つ
の

リ
ス

ク
が

低
い

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

2010
年

8
月

～
2012

年
1
月

に
か

け
て

，
北

海
道

，
東

北
，

関
東

，
東

海
，

関
西

，
中

国
，

九
州

，
沖

縄
地

方
に

分
布

す
る

31
自

治
体

に
居

住
す

る
高

齢
者

の
う

ち
，

要
介

護
認

定
を

受
け

て
い

な
い

高
齢

者
169,201

人
を

対
象

に
，

郵
送

調
査

（一
部

の
自

治
体

は
訪

問
調

査
）
を

実
施

。
112,123

人
か

ら
回

答
。

（
回

収
率

66.3%
）

【
研

究
デ

ザ
イ

ン
と

分
析

方
法

】
研

究
デ

ザ
イ

ン
：
横

断
研

究
分

析
方

法
：
地

域
相

関
分

析

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

グ
ル

ー
プ

等
の

地
域

組
織

へ
の

参
加

割
合

が
高

い
地

域
ほ

ど
、

認
知

症
リ

ス
ク

を
有

す
る

後
期

高
齢

者
の

割
合

が
少

な
い

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。

図
表

に
つ

い
て

は
、

厚
生

労
働

科
学

研
究

班
（
研

究
代

表
者

：
近

藤
克

則
氏

）
か

ら
の

提
供

趣
味

関
係

の
グ

ル
ー

プ
へ

の
参

加
割

合
が

高
い

地
域

ほ
ど

、
う

つ
得

点
（
低

い
ほ

ど
良

い
）
の

平
均

点
が

低
い

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。

JAGES
（
日

本
老

年
学

的
評

価
研

究
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

ス
ポ

ー
ツ

組
織

へ
の

参
加

割
合

が
高

い
地

域
ほ

ど
、

過
去

1
年

間
に

転
倒

し
た

こ
と

の
あ

る
前

期
高

齢
者

が
少

な
い

相
関

が
認

め
ら

れ
た

。
調

査
方

法
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地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

て
、

国
民

・
地

方
自

治
体

に
と

っ
て

有
益

な
情

報
を

利
活

用
し

や
す

い
よ

う
に

、
介

護
・
医

療
関

連
情

報
の

「
見

え
る

化
」
を

推
進

○
地

方
自

治
体

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
の

特
性

に
あ

っ
た

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

○
国

民
が

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

評
価

に
基

づ
い

て
、

適
切

な
介

護
サ

ー
ビ

ス
を

選
択

で
き

る
よ

う
に

情
報

基
盤

を
構

築
す

る

将
来

像
及

び
効

果

○
国

民
・
地

方
自

治
体

に
有

益
な

情
報

を
提

供
（
＝

「見
え

る
化

」
）
す

る
た

め
に

、
介

護
保

険
総

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

活
用

し
、

以
下

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
。

①
様

々
な

情
報

を
取

り
込

め
る

よ
う

に
、

介
護

保
険

総
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
機

能
強

化
を

含
む

情
報

基
盤

の
整

備
を

行
う

②
調

査
研

究
等

を
通

じ
て

、
新

た
な

指
標

の
開

発
等

、
情

報
発

信
す

る
内

容
の

質
の

向
上

に
取

り
組

む
③

国
民

・
地

方
自

治
体

に
と

っ
て

、
安

心
し

て
、

利
用

し
や

す
い

、
情

報
提

供
手

法
を

構
築

す
る

課
題

解
決

策

○
地

域
の

特
性

に
あ

っ
た

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
た

め
に

は
、

各
地

方
自

治
体

が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
や

課
題

を
客

観
的

に
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

○
他

方
で

、
地

方
自

治
体

の
職

員
に

十
分

に
認

識
さ

れ
て

い
な

い
○

ま
た

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
向

け
て

具
体

的
な

評
価

手
法

の
確

立
が

求
め

ら
れ

て
い

る

現
状

及
び

課
題

国
民

向
け

情
報

提
供

機
能

介
護

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

介
護
・
医
療
関
連
情
報
な
ど

市
町

村
向

け
提

供
情

報
作

成
機

能
地

図
表

示
機

能

市
町

村
・
都

道
府

県
向

け
情

報
提

供
機

能

他
シ

ス
テ

ム

デ
ー

タ
取

込
厚
生
労
働
省

マ
ッ

ピ
ン

グ

市
町
村
・
都
道
府
県

デ
ー

タ
取

込

介
護

保
険

事
業

関
連

情
報

情
報

提
供

（
見

え
る

化
）

情報収集

介
護

保
険

事
業

関
連

情
報

提
供

介
護

保
険

総
合

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
機

能
強

化
を

含
む

情
報

基
盤

の
整

備

新
た

な
指

標

高低

利
用

実
人

数
：

○
人

利
用

延
人

数
：

○
人

施
策

情
報

各
種

実
績

高低

様
々

な
指

標
に

よ
る

分
析

新
た

な
指

標
の

開
発

と
ベ

ス
ト

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

の
抽

出

調
査
研
究
等

新
た

な
指

標
の

追
加

各
種
統
計
情
報
な
ど

様
々

な
指

標
に

よ
る

選
択

国
民

高低

要
介
護
認
定
デ
ー
タ
（
心
身
の
状
況
に
関
す
る
情
報
）

デ
ー

タ
の

結
合

介
護
医
療
関
連
情
報

デ
ー

タ
の

結
合

介
護

保
険
レ

セ
プ
ト

デ
ー
タ

（
介
護

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る
情

報
）

新
た

な
指

標
の

作
成

に
必

要
な

デ
ー

タ
の

取
込

み

「
見

え
る

化
」
の

将
来

像
（
イ

メ
ー

ジ
）

介
護
・
医
療
関
連
情
報
の
「
見
え
る
化
」
の
推
進
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二
次
予
防
事
業
の
実
績
の
推
移

高
齢

者
人

口
に

対
す

る
割

合

年
度

高
齢

者
人

口
*1

（
人

）

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

配
布

者
*2

（
配

布
者

数
）

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

回
収

者
*3

（
回

収
者

数
）

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
回

収
率

【
回

収
者

数
／

配
布

者
数

（%
）

二
次

予
防

事
業

対
象

者
*4

（
対

象
者

数
）

二
次

予
防

事
業

参
加

者
*5

（
参

加
者

数
）

H18
26,761,472

－
－

－
0.6%

（
157,518

人
）

0.2%
（50,965

人
）

H19
27,487,395

－
－

－
3.3%

（
898,404

人
）

0.4%
（109,356

人
）

H20 
28,291,360

52.4%
（14,827,663

人
）

30.7
％

（
8,694,702

人
）

58.6%
3.7%

（1,052,195
人

）

0.5%
（128,253

人
）

H21 
28,933,063

52.2%
（15,098,378

人
）

30.1
％

（
8,715,167

人
）

57.7%
3.4

％
（

984,795
人

）

0.5
％

（143,205
人

）

H22 
29,066,130

54.2%
（15,754,629

人
）

29.7%
（

8,627,751
人

）
54.8%

4.2
％

（1,227,956
人

）

0.5
％

（155,044
人

）

H23
29,748,674

55.8%
（16,586,054

人
）

34.9%
（10,391,259

人
）

62.6%
9.4%

（2,806,685
人

）

0.8%
（225,667

人
）

*1
高

齢
者

人
口

：
各

年
度

末
の

高
齢

者
人

口
を

計
上

*2,3
基

本
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

配
布

者
、

回
収

者
：
平

成
18

年
度

、19
年

度
に

つ
い

て
は

調
査

な
し

*4
二

次
予

防
事

業
対

象
者

：
当

該
年

度
に

新
た

に
決

定
し

た
二

次
予

防
事

業
の

対
象

者
と

前
年

度
よ

り
継

続
し

て
い

る
二

次
予

防
事

業
者

の
総

数
*5

二
次

予
防

事
業

参
加

者
：
通

所
型

介
護

予
防

事
業

、
訪

問
型

介
護

予
防

事
業

、
お

よ
び

通
所

型
・
訪

問
型

介
護

予
防

事
業

以
外

で
介

護
予

防
に

相
当

す
る

事
業

に
参

加
し

た
者

を
含

む

二
次

予
防

事
業

へ
の

参
加

者
数

の
目

標
を

高
齢

者
人

口
の

5
％

を
目

安
と

し
て

取
り

組
ん

で
き

た
が

、
平

成
2
3
年

度
の

実
績

は
0
.8

%
と

低
調

で
あ

る
。
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（
参
考
）
二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方
法

次
の
ⅰ
か
ら
ⅳ
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
、
要
介
護
・

要
支
援
状
態
と
な
る
お
そ
れ
の
高
い
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

者
と
し
て
二
次
予
防
事
業
対
象
者
と
す
る

ⅰ
１
か
ら
２
０
ま
で
の
項
目
の
う
ち
1
0
項
目
以
上
該
当
す
る
者

ⅱ
６
か
ら
１
０
ま
で
の
項
目
の
う
ち
３
項
目
以
上
該
当
す
る
者

→
運
動
器
の
機
能
が
低
下

ⅲ
１
１
か
ら
１
２
ま
で
の
項
目
の
う
ち
２
項
目
該
当
す
る
者

→
低
栄
養
状
態

ⅳ
１
３
か
ら
１
５
ま
で
の
項
目
の
う
ち
２
項
目
以
上
該
当
す
る
者

→
口
腔
機
能
が
低
下

な
お
、
上
記
に
該
当
す
る
者
の
う
ち
、
１
６
の
項
目
に
該
当
す
る
者
、
１
８

か
ら
２
０
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
、
２
１
か
ら
２
５
ま
で
の
項
目
の
う

ち
２
項
目
以
上
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
う
つ
・
閉
じ
こ
も
り
・
認
知

機
能
の
低
下
予
防
や
支
援
に
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

基
本

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト

二
次

予
防

事
業

対
象

者
の

判
別

方
法

○
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
配
布

把
握
事
業
の
全
対
象
者
に
郵
送
等
に
よ
り
配
布
・
回
収

た
だ
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
応
が
可
能

・
3
年
間
に
分
け
て
配
布

・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
を
活
用
等

○
他
部
局
か
ら
の
情
報
提
供
等

下
記
の
方
法
等
で
把
握
し
た
者
に
対
し
て
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
実
施

・
要
介
護
認
定
等
の
担
当
部
局
と
の
連
携

・
保
健
部
局
と
の
連
携

・
医
療
機
関
か
ら
の
情
報
提
供

・
地
域
住
民
か
ら
の
情
報
提
供

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
業
務
と
の
連
携

・
本
人
、
家
族
等
か
ら
の
相
談

・
特
定
健
康
診
査
等
の
担
当
部
局
と
の
連
携

・
そ
の
他
市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
方
法

配
布

対
象

・
配

布
方

法
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平
成
2
3
年
度
の
介
護
予
防
事
業
の
実
績

H
23

年
度

介
護

予
防

事
業

実
施

状
況

調
査

内
容

実
施

保
険

者
数

対
象

経
費

実
支

出
額

二次予防事業

二
次

予
防

事
業

の
対

象
者

把
握

事
業

1,550
15,009,789,382

円

通
所

型
介

護
予

防
事

業

運
動

器
機

能
向

上
1,137

11,467,101,458
円

栄
養

改
善

285
口

腔
機

能
向

上
595

認
知

機
能

低
下

予
防

・
支

援
214

複
合

816
そ

の
他

119

訪
問

型
介

護
予

防
事

業

運
動

器
機

能
向

上
212

894,200,888
円

栄
養

改
善

224
口

腔
機

能
向

上
192

認
知

機
能

低
下

予
防

・
支

援
142

閉
じ

こ
も

り
予

防
・
支

援
202

う
つ

予
防

・
支

援
176

複
合

149
二

次
予

防
事

業
評

価
事

業
931

249,221,350
円

一次予防事業

介
護

予
防

普
及

啓
発

事
業

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
の

作
成

・
配

布
1,270

10,566,271,561
円

講
演

会
・
相

談
会

1,187
介

護
予

防
教

室
等

1,467
介

護
予

防
事

業
の

記
録

等
管

理
媒

体
の

配
布

493

そ
の

他
254

地
域

介
護

予
防

活
動

支
援

事
業

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

人
材

育
成

872
5,573,533,569

円
地

域
活

動
組

織
へ

の
支

援
・
協

力
等

955
そ

の
他

216
一

次
予

防
事

業
評

価
事

業
802

181,152,153
円

合
計

1,594
43,941,270,361

円

介
護

予
防

事
業

費
の

内
訳

「
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事

業
」
が
全
体
の
3
割
強
を
占
め
る

二
次
予
防

事
業
の
対

象
者
把
握

事
業

34%

通
所
型
介

護
予
防
事

業26%
訪
問
型
介

護
予
防
事

業2%

二
次
予
防

事
業
評
価

事
業

1%

介
護
予
防

普
及
啓
発

事
業

24%

地
域
介
護

予
防
活
動

支
援
事
業

13%

一
次
予
防

事
業
評
価

事
業

0%
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市
町
村
介
護
予
防
強
化
推
進
事
業
（
予
防
モ
デ
ル
事
業
）
の
概
要

要
支

援
者

等
に

必
要

な
予

防
サ

ー
ビ

ス
及

び
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

明
ら

か
に

す
る

た
め

に
、

一
次

予
防

事
業

対
象

者
か

ら
要

介
護

２
ま

で
の

者
で

あ
っ

て
、

ADLが
自

立
又

は
見

守
り

レ
ベ

ル
か

つ
日

常
生

活
行

為
の

支
援

の
必

要
可

能
性

の
あ

る
者

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

ニ
ー

ズ
の

把
握

、
必

要
な

サ
ー

ビ
ス

（
予

防
サ

ー
ビ

ス
及

び
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
）
の

実
施

、
効

果
の

計
測

及
び

課
題

の
整

理
。

事
業

の
目

的
※

平
成

24-25
年

度
の

予
算

事
業

と
し

て
実

施

２
年
目
（
平
成

25
年
度
）

引
き

続
き

予
防

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

。

・
モ

デ
ル

市
町

村
に

お
い

て
実

施
さ

れ
た

事
業

の
内

容
・
結

果
を

厚
生

労
働

省
に

報
告

。
・
厚

生
労

働
省

に
お

い
て

、
予

防
サ

ー
ビ

ス
及

び
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

類
型

化
及

び
好

事
例

の
紹

介
。

予
防

サ
ー

ビ
ス

（
通

所
と

訪
問

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
）

１
年
目
（
平
成

24
年
度
）

モ
デ

ル
市

区
町

村
（
１

３
市

区
町

村
）に

お
い

て
、

以
下

の
流

れ
に

よ
り

事
業

を
実

施
。

通
所

訪
問

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

・
配

食
・
見

守
り

・
ご

み
出

し
・
外

出
支

援
等

Step1
事

前
評

価
（
ＩＡ

Ｄ
Ｌ

の
自

己
評

価
及

び
保

健
師

等
に

よ
る

評
価

）

Step3
事

後
評

価
（
IA

D
L
の

自
己

評
価

及
び

保
健

師
等

に
よ

る
評

価
）

専
門

職
等

が
対

応
（
委

託
可

）
・
二

次
予

防
事

業
等

専
門

職
等

が
対

応
（
委

託
可

）
・
家

事
遂

行
プ

ロ
グ

ラ
ム

等

地
域

の
社

会
資

源
や

地
域

住
民

※
を

活
用

し
て

実
施

（
※

老
人

ク
ラ

ブ
、

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

、
フ

ィ
ッ

ト
ネ

ス
ク

ラ
ブ

、
地

域
の

活
動

的
な

高
齢

者
等

）

Step2
予

防
サ

ー
ビ

ス
及

び
生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

実
施

“
卒

業
”
後

は
、

住
民

運
営

の
“
居

場
所

”
に

移
行

体
操

教
室

・
食

事
会

等

認
知

症
こ

の
事

業
で

受
け

と
め

き
れ

な
い

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
。
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①

②
③④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

⑬

⑫

①
北

海
道

下
川

町
（
し

も
か

わ
ち

ょ
う

）

②
茨

城
県

神
栖

市
（
か

み
す

し
）

③
埼

玉
県

和
光

市
（
わ

こ
う

し
）

④
東

京
都

世
田

谷
区

（
せ

た
が

や
く
）

⑤
東

京
都

荒
川

区
（
あ

ら
か

わ
く
）

⑥
三

重
県

い
な

べ
市

（
い

な
べ

し
）

⑦
奈

良
県

生
駒

市
（
い

こ
ま

し
）

⑧
岡

山
県

岡
山

市
（
お

か
や

ま
し

）

⑨
香

川
県

坂
出

市
（
さ

か
い

で
し

）

⑩
福

岡
県

大
牟

田
市

（
お

お
む

た
し

）

⑪
大

分
県

竹
田

市
（
た

け
た

し
）

⑫
長

崎
県

佐
々

町
（
さ

ざ
ち

ょ
う

）

⑬
沖

縄
県

北
中

城
村

（
き

た
な

か
ぐ

す
く
そ

ん
）
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第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
の
推

移

1
2
.4

%

1
7
.3

%

12.5%

16.6%

1
2
.0

%

1
5
.6

%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%
22.0%
24.0%

平
成

13
年

15
年

17
年

19
年

21
年

23
年

全
国

奈
良

県

生
駒

市

予
防
モ
デ
ル
事
業
の
事
例
①

～
奈
良
県
生
駒
市
～

基
本

情
報

（
平

成
25

年
4月

1日
現

在
）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数
直

営
0

カ
所

委
託

6
カ

所
総

人
口

119,910
人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
25,767

21.5
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
10,917

9.1
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
4,570

円

支
援

メ
ニ
ュ

ー
1.通

所
型

事
業

（
委

託
）

•
定

員
15，

2時
間

×
週

2回
×

3か
月

•
専

門
職

：
PT/OT、

運
動
指
導
員
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
等

2.訪
問

型
事

業
（

直
営

）
•
PT/OTが

、
市

保
健

師
・

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

と
同

行
訪

問
•
浴

室
、

ト
イ

レ
、

台
所

、
玄

関
、

周
辺

道
路

の
環

境
評

価
と

指
導

•
利

用
者

1人
に

つ
き

１
～

3
回

で
終

結
3.生

活
支

援
サ

ー
ビ

ス
（

委
託

）
•
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
家

事
、

ご
み

分
別

、
草

取
り

等
）

4.通
い

の
場

(1)自
主

活
動

へ
の

移
行

の
た

め
の

通
所

転
倒
予
防
教
室
（
直
営
）
：
保
健
師
、
運
動
指
導
士
、
ﾎ゙
ﾗﾝﾃｨｱ

ひ
ま
わ
り
の
集
い
（
委
託
）
：
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
会
食

(2)自
主

活
動

体
操

教
室

、
機

能
訓

練
教

室
、

高
齢

者
サ

ロ
ン

（
4
3箇

所
)

支
援

計
画

○
要

支
援

者
等

に
対

し
、

住
環

境
調

整
や

外
出

練
習

等
を

行
う

こ
と

で
生

活
機

能
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

運
動

を
主

体
と

し
た

集
団

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

仲
間

づ
く
り

や
体

力
づ

く
り

を
行

い
活

動
性

を
高

め
て

い
る

（
訪

問
型

・
通

所
型

事
業

の
一

体
的

提
供

）
。

そ
の

後
、

徒
歩

圏
内

に
あ

る
体

操
や

会
食

の
通

い
の

場
を

利
用

し
て

も
ら

う
こ

と
で

、
活

動
的

な
状

態
を

維
持

し
て

い
る

。

○
リ

ハ
職

等
を

活
か

す
こ

と
に

よ
り

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
等

の
職

員
に

自
立

支
援

の
具

体
的

手
法

が
定

着
し

て
き

て
い

る
。

自
立

支
援
の

流
れ

訪
問

型
事

業

通
所

終
了

後
の

自
主

活
動

を
念

頭
に

置
い

た
集

団
ﾌ
ﾟﾛ

ｸ
ﾞﾗ

ﾑ

生
活

環
境

の
評

価
・
指

導

ｹ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾝ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝ
ｽ

（
多

職
種

協
働

）

通
所

型
事

業

予
防

サ
ー

ビ
ス

の
終

了
判

定

ニ
ー

ズ
の

絞
り

込
み

目
標

設
定

・
支

援
方

針

要
支

援
者

等

地
域

包
括

支
援

ｾﾝﾀー

訪
問

（ニ
ー

ズ
把

握
）

通
い

の
場

通
所

型
事

業
か

ら
サ

ロ
ン

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
に

円
滑

に
移

行
す

る
た

め
の

橋
渡

し
の

場

（概
ね

3ヶ
月

）

日
課

だ
っ

た
野

菜
づ

く
り

が
再

開
(84

歳
、

要
支

援
1)

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
到

達
水

準
を

見
極

め
て

、
一

定
期

間
の

予
防

サ
ー

ビ
ス

で
自

立
の

道
筋

を
つ

け
た

後
、
自

主
活

動
へ

の
移

行
の

た
め

の
通

所
を

経
て

、
地

域
の

通
い

の
場

へ
移

行

予
防

サ
ー

ビ
ス

移
行

の
た

め
の

通
所

大阪府

京
都

府

奈
良

県 生
駒

市

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日
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第
1号

被
保

険
者

に
お
け

る
要

介
護

認
定
の
推

移

予
防
モ
デ
ル
事
業
の
事
例
②

～
東
京
都
世
田
谷
区
～

基
本

情
報

（
平

成
25

年
4月

1日
現

在
）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

設
置

数
直

営
0

カ
所

委
託

27
カ

所
総

人
口

842,323
人

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
159,112

18.9
人％

7
5
歳

以
上

高
齢

者
人

口
81,777

9.7
人％

第
5
期

1
号

保
険

料
5,100

円

1
2
.4

%

1
7
.3

%

11.9%

17.0%
1
2
.5

%

1
9
.7

%

8.0%
10.0%
12.0%
14.0%
16.0%
18.0%
20.0%
22.0%
24.0%

H13
年

15
年

17
年

19
年

21
年

23
年

全
国

東
京

都

世
田

谷
区

大
学

と
協
働

し
た
通
所

事
業

新
た

な
「
通

所
型

予
防

サ
ー

ビ
ス

」
の

試
行

（
高

齢
者

が
通

え
る

・
通

い
た

く
な

る
場

の
創

出
）

太
子

堂
あ

ん
し

ん
す

こ
や

か
セ

ン
タ

ー

若
林

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

池
尻

あ
ん

し
ん

す
こ

や
か

セ
ン

タ
ー

協
働

世
田

谷
区

1.［
施

設
提

供
］
⇒

生
涯

学
習

施
設

の
提

供
2.［

専
門

支
援

］
⇒

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
（多

世
代

交
流

、
野

菜
ソ

ム
リ
エ

に
よ

る
健

康
教

育
）、

学
生

の
指

導
助

言
3.［

人
的

支
援

］
⇒

学
生

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

、
イ

ベ
ン

ト
協

力

Ｓ
女

子
大

学

利
用

者
の

紹
介

支
援

メ
ニ
ュ

ー
1.通

所
型

事
業

（
委

託
）

•
概

ね
2時

間
×

週
1回

×
3か

月
，

4会
場

•
専

門
職

：
PT/OT、

運
動
指
導
員
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
栄
養
士
等

2.訪
問

型
事

業
（

委
託

）
•
PT/OT・

管
理

栄
養

士
が

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

同
行

訪
問

•
浴

室
、

ト
イ

レ
、

台
所

、
玄

関
、

周
辺

道
路

の
環

境
評

価
と

指
導

•
利

用
者

1人
に

つ
き

１
～

3
回

で
終

結

3.生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

（
委

託
）

•
社
会
福
祉
協
議
会
（
家

事
、

ご
み

分
別

、
草

取
り

等
）

•
区

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（

福
祉

施
設

の
送

迎
車

両
の

遊
休

時
間

帯
を

利
用

し
た

買
物

ツ
ア

ー
）

4.通
い

の
場

(1)地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
資

源
開

発
（

喫
茶
店
等
の
活
用
）

(2)社
会

福
祉

協
議

会
・

Ｎ
Ｐ

Ｏ
・

区
民

に
よ

る
サ

ロ
ン

活
動

区
が

、
大

学
の

施
設

の
使

用
を

調
整

し
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
通

所
事

業
を

運
営

。
大

学
は

、
学

生
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
の

人
的

支
援

の
他

、
子

育
て

世
代

と
の

交
流

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

提
案

な
ど

運
営

を
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
。

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

、
日

常
業

務
を

通
じ

て
顔

見
知

り
の

関
係

を
築

き
、

大
学

や
喫

茶
店

な
ど

の
地

域
資

源
を

活
用

し
て

、
通

い
の

場
や

買
物

ツ
ア

ー
を

立
ち

上
げ

、
区

民
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

協
力

を
得

て
運

営
し

て
い

る
。

○
さ

ま
ざ

ま
な

立
場

の
区

民
が

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

呼
び

か
け

で
集

ま
り

、
ま

ち
の

困
り

ご
と

な
ど

を
話

し
合

っ
て

い
る

。

（
民

生
委

員
、

町
会

、
警

察
、

商
店

、
社

会
福

祉
協

議
会

、
金

融
機

関
、

消
防

、
介

護
保

険
事

業
者

、
学

校
、

医
療

機
関

な
ど

）

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

が
添

乗

世
田

谷
区

東
京

都 埼
玉

県

神
奈

川
県

※
人

口
は

平
成

２
４

年
３

月
３

１
日
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予
防
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
利
用
者
の
変
化

モ
デ

ル
事

業
の

利
用

者
（
要

支
援

１
～

要
介

護
２

）
は

、
家

事
や

散
歩

の
他

、
地

域
の

集
い

な
ど

に
参

加
す

る
人

の
割

合
が

高
く
な

っ
て

お
り

、
生

活
や

行
動

に
広

が
り

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

参
加

：
介

入
群

で
は

、
地

域
の

集
い

や
趣

味
活

動
に

参
加

す
る

人
の

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
た

。

家
事

：
介

入
群

で
は

、
自

分
で

料
理

や
ご

み
出

し
を

す
る

人
の

割
合

が
高

く
な

っ
て

い
た

。
調

査
方

法
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
す

る
１

１
市

区
町

村
に

お
い

て
、

新
規

要
介

護
認

定
を

受
け

た
要

支
援

１
か

ら
要

介
護

２
ま

で
の

高
齢

者
の

う
ち

、
保

険
給

付
の

利
用

者
245

人
（
比

較
群

）
と

モ
デ

ル
事

業
の

利
用

者
229

人
（介

入
群

）
に

対
し

，
サ

ー
ビ

ス
開

始
時

、
3
ｶ
月

、
6
ｶ
月

、
12

ｶ
月

の
4
時

点
に

お
け

る
ＩＡ

Ｄ
Ｌ

、
社

会
参

加
等

の
評

価
を

実
施

。

2012
年

比
較

群
（245

人
）

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

2013
年

介
入

群
（229

人
）

モ
デ

ル
事

業
開

始

新
規

認
定

者
の

全
数

に
事

業
の

説
明

を
行

い
、

同
意

の
得

ら
れ

た
者

全
て

に
調

査
を

実
施

3
ヶ

月
後

評
価

を
実

施
で

き
た

の
は

、
比

較
群

212
人

、
介

入
群

196
人

で
あ

っ
た

。

追
跡

調
査

の
実

施

体
操

散
歩

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ

介
入

群
比

較
群

47.1%
55.6%

39.5%
42.4%

開
始

時
3
月

後

料
理

ご
み

出
し

介
入

群
比

較
群

介
入

群
比

較
群

地
域

の
集

い
や

趣
味

活
動

へ
の

参
加

36

37.1%
47.9%

35.1%
37.2%

開
始

時
3
月

後

21.8%

42.3%

20.8%

32.0%

開
始

時
3
月

後

34.0%

43.8%

29.3%
33.0%

開
始

時
3
月

後

31.0%

44.3%

21.6%
21.6%

開
始

時
3
月

後

活
動

：
体

操
や

散
歩

・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
を

す
る

人
の

割
合

が
、

介
入

群
の

方
で

よ
り

高
く
な

っ
て

い
た

。



予
防

モ
デ

ル
事

業
を

通
じ

て
み

え
て

き
た

リ
ハ

職
の

役
割

①
～

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

～

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
概

要

リ
ハ

職
の

役
割

：
難

し
く
な

っ
て

い
る

行
為

に
つ

い
て

要
因

の
検

討
、

疾
患

特
有

の
症

状
と

AD
L
・IAD

L
の

関
連

の
整

理
、

不
足

し
て

い
る

情
報

・
矛

盾
点

の
有

無
、

リ
ハ

職
に

よ
る

二
次

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
必

要
性

の
判

断
、

改
善

可
能

性
の

見
当

づ
け

職
種

構
成

：保
健

師
・
看

護
師

・ケ
ア

マ
ネ

・
介

護
福

祉
士

・管
理

栄
養

士
・歯

科
衛

生
士

・
理

学
療

法
士

・作
業

療
法

士
・薬

剤
師

所
要

時
間

・処
理

件
数

：
３

時
間

程
度

（
１

件
10

～
1
5分

程
度

×
1
5
～

16
件

）

訪
問
型
事
業

ｹ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾝ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝ
ｽ

（
多

職
種

共
同

）

通
所

型
事

業

初
回

検
討

対
象

者

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝﾀー

訪
問

（ニ
ー

ズ
把

握
）

目
標

到
達

確
認

・
卒

業
の

判
断

目
標

設
定

・
達

成
可

能
な

目
標

・
段

階
づ

け

支
援

方
針

・
二

次
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ

・
期

間
の

見
通

し

今
後

の
見

直
し

・
疾

患
特

有
の

注
意

点

ニ
ー

ズ
の

絞
り

込
み

・
要

因
、

因
果

関
係

・
改

善
可

能
性

の
見

極
め

最
終

検
討

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

の
実

際

リ
ハ

職
が

、
ケ

ー
ス

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

参
加

す
る

こ
と

に
よ

り
、

疾
患

の
特

徴
を

踏
ま

え
た

生
活

行
為

の
改

善
の

見
通

し
を

立
て

る
こ

と
が

可
能

と
な

り
、

要
支

援
者

等
の

有
す

る
能

力
を

最
大

限
に

引
き

出
す

た
め

の
方

法
を

検
討

し
や

す
く
な

る
。

37



予
防

モ
デ

ル
事

業
を

通
じ

て
み

え
て

き
た

リ
ハ

職
の

役
割

②
～

通
所

事
業

～

通
所

事
業

の
概

要

リ
ハ

職
の

役
割

：
機

能
評

価
、

疾
患

固
有

の
症

状
（疼

痛
・
変

形
等

）に
配

慮
し

た
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

示
（PT

）
、

興
味

・関
心

を
引

き
出

す
活

動
種

目
の

選
定

と
導

入
（O

T
）
、

運
動

指
導

員
・介

護
職

員
・ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

へ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
上

の
助

言
、

訪
問

で
明

ら
か

に
な

っ
た

動
作

上
の

課
題

に
つ

い
て

個
別

指
導

職
種

構
成

：通
所

ス
タ

ッ
フ

（
介

護
職

員
・運

動
指

導
員

等
）

&
理

学
療

法
士

（
作

業
療

法
士

）

対
応

の
頻

度
：

１
ク

ー
ル

３
か

月
（週

２
回

×
１

２
週

）の
場

合
⇒

利
用

者
１

人
に

つ
き

３
回

程
度

の
評

価
（
初

回
・中

間
・最

終
）

通
所

の
実

際

訪
問
事
業

ｹ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾝ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝ
ｽ

（
多

職
種

共
同

）

通
所

事
業

最
終

検
討

目
標

到
達

確
認

今
後

の
見

通
し

初
回

検
討

ニ
ー

ズ
の

絞
り

込
み

目
標

設
定

支
援

方
針

対
象

者

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝﾀー

訪
問

（ニ
ー

ズ
把

握
）

初
回

評
価

•
体

力
測

定
•

疾
患

固
有

の
症

状
•

リ
ス

ク
管

理
•

運
動

メ
ニ

ュ
ー

中
間

評
価

•
状

態
変

化
に

応
じ

て
メ

ニ
ュ

ー
・
運

動
量

の
見

直
し

訪
問

で
明

ら
か

に
な

っ
た

動
作

上
の

課
題

は
、

通
所

で
練

習

最
終

評
価

•
体

力
測

定

•
改

善
結

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
と

自
己

管
理

の
動

機
付

け

通
所

終
了

後
も

、
定

期
的

な
運

動
を

習
慣

づ
け

る
。

（
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
、

体
操

の
集

い
等

）

集
団
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心

（
自
主
活
動
へ
の
円
滑
な
移
行
を
念
頭
に
置
い
た
仲
間
づ
く
り
）

O
B
（
通

所
終

了
者

）
が

記
録

係
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

※
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
、

か
か

り
つ

け
医

に
遵

守
事

項
を

確
認

（
心

疾
患

等
に

よ
る

運
動

負
荷

の
制

限
等

）

○
リ

ハ
職

が
、
利

用
者

の
身

体
機

能
に

応
じ

た
運

動
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
提

示
や

段
階

的
進

め
方

に
つ

い
て

、
介

護
職

員
等

に
ア

ド
バ

イ
ス

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
運

動
を

主
体

と
し

た
集

団
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
効

果
的

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○
ま

た
、
通

所
と

訪
問

の
双

方
に

一
貫

し
て

関
わ

り
、
支

障
を

き
た

し
て

い
る

生
活

行
為

（風
呂

の
ま

た
ぎ

や
荷

物
を

持
っ

た
歩

行
な

ど
）の

改
善

に
必

要
な

運
動

メ
ニ

ュ
ー

を
提

示
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

活
機

能
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
。
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予
防

モ
デ

ル
事

業
を

通
じ

て
み

え
て

き
た

リ
ハ

職
の

役
割

③
～

訪
問

事
業

～

訪
問

事
業

の
概

要

リ
ハ

職
の

役
割

：
生

活
の

場
に

お
け

る
動

作
・環

境
の

評
価

、
改

善
策

の
提

案
、

本
人

・家
族

・地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
の

助
言

職
種

構
成

：市
町

村
保

健
師

or地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

職
員

&
作

業
療

法
士

or理
学

療
法

士
（ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

担
う

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
と

の
同

行
訪

問
が

基
本

。
）

対
応

の
頻

度
：
１

回
1
時

間
程

度
、

対
象

者
一

人
に

つ
き

１
～

３
回

程
度

で
終

結

【
腰

痛
を

き
っ

か
け

に
外

出
し

な
く
な

っ
た

例
】

訪
問

事
業

の
実

際

訪
問
事
業

ｹ
ｰ

ｽ
ｶ
ﾝ
ﾌ
ｧ
ﾚ
ﾝ
ｽ

（
多

職
種

共
同

）

通
所

事
業

最
終

検
討

目
標

到
達

確
認

今
後

の
見

通
し

初
回

検
討

ニ
ー

ズ
の

絞
り

込
み

目
標

設
定

支
援

方
針

対
象

者

地
域

包
括

支
援

ｾ
ﾝﾀー

訪
問

（ニ
ー

ズ
把

握
）

神
社

の
参

拝
が

日
課

だ
っ

た
＝

参
拝

の
復

活
〔
初

期
目

標
〕

・
玄

関
の

上
が

り
框

が
動

作
の

支
障

→
踏

み
台

設
置

・
自

宅
周

辺
に

坂
が

多
い

→
歩

行
補

助
具

の
変

更

1
回
目

外
出

行
動

の
拡

大
＝

バ
ス

の
利

用
〔
最

終
目

標
〕

・
バ

ス
停

ま
で

の
徒

歩
移

動
の

確
認

→
休

憩
地

点
の

設
定

・
バ

ス
利

用
動

作
の

確
認

→
乗

降
、

着
席

・
立

ち
上

が
り

2
回
目

O
T

の
評

価
と

改
善

提
案

助
言

（
動

作
・
日

常
生

活
の

留
意

点
等

）

※
筋

力
向

上
や

疼
痛

緩
和

等
の

機
能

へ
の

は
た

ら
き

か
け

は
PT

が
、

生
活

場
面

の
評

価
と

動
作

の
応

用
は

O
T

が
適

し
て

お
り

、
対

象
者

の
状

態
に

応
じ

て
選

択
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

初
期

目
標

が
達

成
さ

れ
る

ま
で

は
、

地
域

包
括

等
が

訪
問

※
利

用
者

の
状

態
に

応
じ

て
、

か
か

り
つ

け
医

に
遵

守
事

項
を

確
認

（
心

疾
患

等
に

よ
る

運
動

負
荷

の
制

限
等

）

リ
ハ

職
が

、
要

支
援

者
等

の
自

宅
を

訪
問

す
る

こ
と

に
よ

り
、
難

し
く
な

っ
て

い
る

生
活

行
為

が
明

ら
か

と
な

り
、
動

き
や

す
い

住
環

境
に

調
整

（家
具

の
配

置
換

え
、
物

干
し

台
の

高
さ

調
整

な
ど

の
生

活
上

の
工

夫
）す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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○
地
域

包
括
ケ
ア

シ
ス
テ

ム
の

構
築

に
向
け

て
、

重
度

な
要
介

護
状

態
で

あ
っ
て

も
、

在
宅

で
の
生

活
を

継
続

す
る
た

め
に

は
、

医
療

専
門
職

の
み

な
ら

ず
全
て

の
従

事
者

と
高
齢

者
本

人
・

家
族
が

、
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
の

理
念
を

共
有

す
る

こ
と
が

重
要
で
あ

る
。

○
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

は
、

単
な

る
機
能

回
復

訓
練

で
は
な

く
、

日
常

生
活
の

活
動

を
高

め
、
家

庭
や

社
会

へ
の
参

加
を

促
す

も
の

で
あ
る

。
そ

の
た

め
に
は

、
本

人
へ

の
ア
プ

ロ
ー

チ
だ

け
で
は

な
く

、
自

宅
に
お

け
る

生
活

環
境
の

調
整

や
、

地
域

の
中

に
生

き
が

い
・

役
割

を
も
っ

て
生

活
で

き
る
よ

う
な

居
場

所
と
出

番
づ

く
り

等
、
本

人
を

取
り

巻
く
環

境
へ

の
ア

プ
ロ
ー

チ
が
重
要

で
あ
る

。

○
現
状

で
は
、
Ａ

Ｄ
Ｌ
が

比
較

的
自

立
し
て

い
る

要
支

援
者
に

対
す

る
通

所
・
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
機
能

回
復

訓
練

に
偏

っ
て
い

る
。

ま
た

、
要
介

護
４

、
５

の
重
度

者
に

対
す

る
通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン

は
、

そ
も
そ

も
利

用
に

つ
な
が

っ
て
い
な

い
。

○
生
活

機
能
の
低

下
し
た

高
齢
者
が

、
生
き

が
い
・
役

割
を
も

っ
て
生
活

で
き
る

よ
う
な
居

場
所
と

出
番
を
創

出
す
る

た
め

に
は
、

地
域
の
実

情
を
よ

く
理
解
し

て
い
る

市
町
村
が

、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

の
理
念
を

踏
ま
え

な
が
ら
地

域
づ
く

り
を
推
進

す
べ
き
で

は
な
い

か
。

○
Ａ
Ｄ

Ｌ
が
比
較

的
自
立

し
て
い
る

要
支
援

者
に
対
し

て
は
、

既
存
の
居

宅
サ
ー

ビ
ス
に
よ

る
ア
プ

ロ
ー
チ
だ

け
で
は

な
く

、
地
域

の
多
様
な

主
体
に

よ
る
様
々

な
活
動

を
創
出
す

る
ア
プ

ロ
ー
チ
の

方
が
、

社
会
へ
の

参
加
す

る
機
会
が

増
え
る

の
で
は
な

い
か
。

○
重
度

の
要
介
護

状
態
で

あ
っ
て
も

在
宅
で

の
生
活
を

継
続
す

る
た
め
に

は
、
地

域
か
ら
孤

立
し
た

状
態
に
陥

ら
な
い

よ
う

に
、
通

所
・
訪
問

リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ

ョ
ン
が

積
極
的
に

は
た
ら

き
か
け
る

と
と
も

に
、
地
域

と
の
架

け
橋
と
し

て
の
機

能
を
果
た

す
べ
き
で

は
な
い

か
。

（
４

）
高

齢
者

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

現
状

と
課
題

論
点
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【
出

典
】
平

成
16

年
1
月

高
齢

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会
の

報
告

書

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
は

、
単

な
る

機
能

回
復

訓
練

で
は

な
く

、
心

身
に

障
害

を
持

つ
人

々
の

全
人

間
的

復
権

を
理

念
と

し
て

、
潜

在
す

る
能

力
を

最
大

限
に

発
揮

さ
せ

、
日

常
生

活
の

活
動

を
高

め
、

家
庭

や
社

会
へ

の
参

加
を

可
能

に
し

、
そ

の
自

立
を

促
す

も
の

で
あ

る
。

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
求
め
ら
れ
る
も
の

生
活

機
能

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

個
々

の
働

き
か

け
を

連
動

し
て

総
合

的
に

提
供

す
る

と
と

も
に

、
日

常
生

活
や

地
域

社
会

に
お

け
る

制
限

や
制

約
を

最
小

限
に

し
、

利
用

者
本

人
が

望
ん

で
い

る
生

活
を

支
え

て
い

く
こ

と
注

）
個

々
の

働
き

か
け

と
は

・・
・心

身
機

能
、

日
常

生
活

活
動

、
社

会
参

加
、

物
理

的
環

境
な

ど
へ

の
働

き
か

け
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健
康

状
態

心
身

機
能

・
構

造
活

動
参

加

個
人

因
子

環
境

因
子

【
出

典
】
平

成
16

年
1
月

高
齢

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

研
究

会
の

報
告

書

国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ
Ｃ
Ｆ
）

機
能

障
害

活
動

制
限

参
加

制
約

生
活

機
能

人
が
生
き
て
い
く
た
め
の
機
能
全
体
を
「
生
活
機
能
」
と
し
て
と
ら
え
、

①
体
の
働
き
や
精
神
の
働
き
で
あ
る
「
心
身
機
能
」

②
Ａ
Ｄ
Ｌ
・
家
事
・
職
業
能
力
や
屋
外
歩
行
と
い
っ
た
生
活
行
為
全
般
で
あ
る
「
活
動
」

③
家
庭
や
社
会
生
活
で
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
「
参
加
」

の
３
つ
の
構
成
要
素
か
ら
な
る
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時
間

軸

生活のレベル

脳
卒

中
・
骨

折
な

ど
（
脳

卒
中

モ
デ

ル
）

虚
弱

高
齢

者
（
廃

用
症

候
群

モ
デ

ル
）

閉
じ

こ
も

り
対象者例

高
齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
べ
き
方
向
の
全
体
像
（
イ
メ
ー
ジ
）

食
事

・
起

き
上

が
り

・
移

乗
・
歩

行
・
着

替
え

・
排

泄
・

入
浴

等
、

が
で

き
る

よ
う

に
訓

練
す

る

急
性

期
・
回

復
期

リ
ハ

生
活

期
リ

ハ

心
身

機
能

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

＜
ADL訓

練
＞

活
動

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

＜
IADL訓

練
＞

・
環

境
整

備
（
電

球
交

換
・
草

取
り

）
・
運

搬
（
ご

み
・
荷

物
・
寝

具
）

・
生

活
管

理
（
金

銭
・
食

品
）

・
家

事
等

、
が

で
き

る
よ

う
に

訓
練

す
る

筋
力

増
強

訓
練

、
関

節
可

動
域

訓
練

、
呼

吸
理

学
療

法
、

筋
緊

張
緩

和
、

嚥
下

訓
練

、
言

語
訓

練
等

＜
機

能
回

復
訓

練
＞

参
加

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

＜
参

加
の

動
機

付
け

、
住

民
主

体
の

通
い

の
場

を
充

実
＞

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
・
体

操
教

室
な

ど
へ

の
参

加
が

で
き

る
よ

う
な

取
組

・
患

者
会

（
脳

卒
中

・
失

語
症

の
会

等
）
の

設
置

と
参

加
へ

の
取

組
・
復

職
へ

の
取

組
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0.0
20.0

40.0
60.0

80.0
100.0

関
節
可
動
域
訓
練

筋
緊

張
緩

和
（
リ

ラ
ク

ゼ
ー

…

リ
ン

パ
マ

ッ
サ

ー
ジ

摂
食

・
嚥

下
訓

練

起
居

・
移

乗
動

作
訓

練

Ａ
Ｄ

Ｌ
訓

練

外
出

訓
練

福
祉

用
具

の
選

定

そ
の

他

言
語

聴
覚

士

作
業

療
法

士

理
学

療
法

士

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
100

介
護

予
防

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
100

介
護

予
防

訪
問

・
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
利

用
状

況

○
要

支
援

者
に

対
す

る
サ

ー
ビ

ス
提

供
内

容
は

、
機

能
回

復
訓

練
に

偏
っ

て
い

る
。

○
月

間
利

用
者

総
数

に
占

め
る

終
了

者
の

割
合

は
、

５
％

未
満

で
あ

る
。

n
=
1
3
8
0

n
=
1
3
4
6

心
身

機
能

活
動

そ
の

他
心

身
機

能
活

動
そ

の
他

＜
サ

ー
ビ

ス
提

供
内

容
＞

＜
月

間
の

終
了

状
況

＞

対
象

：
要

支
援

1
・2

 

訪
問

リ
ハ

1
0
0
0
、

通
所

リ
ハ

1
0
0
0
事

業
所

を
無

作
為

抽
出

し
、

調
査

（
回

答
）

訪
問

リ
ハ

3
8
0
事

業
所

(1
3
8
0
人

)
通

所
リ

ハ
3
0
1
事

業
所

(1
3
4
6
人

)
（
回

収
率

3
4
.0

%
）

出
典

：
平

成
24

年
度

厚
生

労
働

省
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

「
要

支
援

者
・
要

介
護

者
の

IADL等
に

関
す

る
状

態
像

と
サ

ー
ビ

ス
利

用
内

容
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
査

」

終
了

継
続

終
了

継
続

介
護

予
防

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
介

護
予

防
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

終
了

者
の

割
合

4
.2

%
(終

了
者

：
1
20

人
、

月
間

利
用

者
数

：
2
8
4
3
人

)
終

了
者

の
割

合
1
.2

%
(終

了
者

：
9
2人

、
月

間
利

用
者

数
：

7
6
3
6
人

)
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出
典

：
介

護
保

険
事

業
状

況
報

告
介

護
給

付
費

実
態

調
査

（
平

成
2
5
年

3
月

）

要
介

護
度

別
の

居
宅

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
数

に
占

め
る

通
所

・
訪

問
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

受
給

者
数

の
割

合

（
％

）

＊
居

宅
サ

ー
ビ

ス
受

給
者

：
介

護
保

険
で

の
居

宅
サ

ー
ビ

ス
（

訪
問

、
通

所
、

短
期

入
所

、
居

宅
療

養
管

理
指

導
、

特
定

施
設

入
居

者
生

活
介

護
、

居
宅

介
護

支
援

）
を

受
給

し
た

要
介

護
者

○
居

宅
サ

ー
ビ

ス
受

給
者

数
に

占
め

る
通

所
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

受
給

者
数

の
割

合
は

、
要

介
護

２
を

ピ
ー

ク
と

し
て

減
少

し
、

要
介

護
4
で

は
1
5
.4

％
、

要
介

護
5
で

は
1
0
.9

％
で

あ
る

。
○

居
宅

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
数

に
占

め
る

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
受

給
者

数
の

割
合

は
、

要
介

護
度

が
高

く
な

る
に

つ
れ

て
、

増
加

し
て

い
る

。

45

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

合
計

居
宅

サ
ー

ビ
ス

受
給

者
数

（人
）

430099
531333

747113
728423

449353
314662

221424
3422407

通
所

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

（人
）

46600
74900

119200
129600

76400
46900

22900
516500

訪
問

リハ
ビ

リテ
ー

シ
ョン

（人
）

2600
7400

11100
17900

14100
13300

12700
79100

10.8 

14.1 

16.0 

17.8 
17.0 

14.9 

10.3 

0.6 
1.4 

1.5 
2.5 

3.1 
4.2 

5.7 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

通
所

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
受

給
者

訪
問

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
受

給
者



○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

数
は

4
,3

28か
所

、
サ

ブ
セ

ン
タ

ー
・

ブ
ラ

ン
チ

を
合

わ
せ

て
7
,0

72か
所

。
日

常
生

活
圏

域
ご

と
に

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

て
い

る
保

険
者

の
割

合
は

6
5％

。
（

サ
ブ

セ
ン

タ
ー

等
も

含
め

る
と

7
5％

）

○
業

務
の

状
況

（
１

）
セ

ン
タ

ー
の

1
/4は

、
業

務
量

が
過

大
と

認
識

・
業

務
量

過
大

の
内

訳
は

、
「

総
合

相
談

支
援

業
務

」
2
1.

2％
、

「
要

支
援

者
の

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

」
2
0.

7％
、

「
二

次
予

防
事

業
対

象
者

の
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」

1
7.

7％
の

順
・

相
談

内
容

は
、

「
医

療
・

介
護

全
般

に
関

す
る

相
談

」
「

認
知

症
に

関
す

る
相

談
」

が
圧

倒
的

に
多

い
・

業
務

量
全

体
に

占
め

る
、

要
支

援
者

・
二

次
予

防
事

業
対

象
者

の
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

割
合

は
４

割
以

上

（
２

）
セ

ン
タ

ー
の

約
半

数
は

、
地

域
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
か

し
た

ケ
ア

マ
ネ

支
援

を
し

て
い

な
い

と
回

答
・

地
域

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

や
権

利
擁

護
業

務
に

つ
い

て
は

、
2割

以
上

の
セ

ン
タ

ー
が

「
職

員
の

力
量

不
足

」
を

認
識

・
連

携
に

課
題

を
感

じ
る

関
係

機
関

は
、

医
療

機
関

、
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

サ
ー

ビ
ス

機
関

の
順

に
割

合
が

高
い

。

（
３

）
相

談
件

数
は

、
１

セ
ン

タ
ー

あ
た

り
1
,7

45件
（

平
成

2
1年

度
）

が
、

2
,2

64件
（

平
成

24年
度

）
と

1
.3倍

に
増

加
。

○
平

成
24年

度
制

度
改

正
の

実
施

状
況

・
委

託
型

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

市
町

村
の

委
託

方
針

の
提

示
に

つ
い

て
は

、
全

セ
ン

タ
ー

で
実

施
。

・
介

護
予

防
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
外

部
委

託
制

限
の

廃
止

に
伴

い
、

そ
の

対
応

と
し

て
「

外
部

委
託

を
増

や
し

た
い

」
4
0.

6％
、

「
既

に
委

託
率

が
高

い
た

め
現

状
ど

お
り

」
1
9.

8％
、

「
受

け
皿

が
無

い
た

め
外

部
委

託
を

増
や

せ
な

い
」
1
9.

3%

○
市

町
村

に
お

け
る

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

評
価

の
実

施
は

、
「

評
価

し
て

い
な

い
6
8.

6%」
、

「
評

価
し

て
い

る
3
0.

2%」

○
他

の
公

的
相

談
機

関
に

比
べ

、
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
が

約
3割

弱
と

低
い

状
況

。

２
．
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

現
状

と
課

題
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○
高

齢
者

の
増

加
、

中
で

も
支

援
が

必
要

な
7
5
歳

以
上

の
高

齢
者

、
認

知
症

高
齢

者
の

増
加

、
さ

ら
に

こ
れ

に
伴

う
相

談
件

数
の

増
加

等
を

勘
案

し
、

市
町

村
は

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

職
員

体
制

を
業

務
量

に
応

じ
て

適
切

に
配

置
す

べ
き

で
は

な
い

か
。

○
今

後
、

現
在

の
業

務
に

加
え

、
地

域
ケ

ア
会

議
の

推
進

、
在

宅
医

療
・

介
護

の
連

携
強

化
、

認
知

症
施

策
の

推
進

を
図

る
中

で
、

セ
ン

タ
ー

間
の

役
割

分
担

や
、

連
携

を
強

化
し

、
ま

た
従

来
の

枠
組

み
に

よ
る

人
員

配
置

な
ど

の
体

制
と

は
別

に
、

人
員

体
制

の
強

化
を

図
る

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。

○
セ

ン
タ

ー
が

よ
り

充
実

し
た

機
能

を
果

た
し

て
い

け
る

よ
う

に
、

委
託

型
セ

ン
タ

ー
に

対
し

て
、

市
町

村
が

提
示

す
る

委
託

方
針

に
つ

い
て

、
よ

り
強

化
し

た
内

容
を

提
示

す
る

よ
う

促
す

こ
と

が
必

要
で

は
な

い
か

。

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
協

議
会

に
お

い
て

、
セ

ン
タ

ー
の

事
業

内
容

等
を

評
価

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

が
、

実
施

方
法

に
つ

い
て

は
市

町
村

の
裁

量
と

な
っ

て
お

り
、

セ
ン

タ
ー

が
よ

り
充

実
し

た
機

能
を

果
た

し
て

い
け

る
よ

う
効

果
的

な
評

価
の

実
施

を
促

す
こ

と
が

必
要

で
は

な
い

か
。

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
を

構
築

し
て

い
く

中
で

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
利

用
等

の
起

点
と

な
る

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

向
上

を
図

る
こ

と
が

重
要

で
は

な
い

か
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者

包
括

的
・
継

続
的

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

業
務

（
ケ
ア
マ
ネ
支
援
な
ど
）

指
定
介
護
予
防
支
援

（
予
防
給
付
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

地域支援事業交付金

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
支
援
業
務

権
利
擁
護
業
務

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者

介
護
予
防

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

包
括
的
支
援

事
業

介
護
予
防

支
援
費

（
介
護
報
酬
）

介
護
予
防
事
業

◎
地
域
支
援
事
業
交
付
金

※
包

括
的

支
援

事
業

及
び

任
意

事
業

の
上

限

・
事

業
費

の
上

限
は

、
介

護
給

付
費

の
２

％
以

内

・
財

源
構

成
国

39.5%
、

都
道

府
県

19.75%
、

市
町

村
19.75%

第
１

号
保

険
料

21.0%

◎
介
護
報
酬

・
予

防
給

付
の

ケ
ア

プ
ラ

ン
経

費

・
４

，
１

２
０

円
×

件
数

。

・
初

回
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

３
，

０
０

０
円

加
算

。
＋

〔
財

源
〕

（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

と
財

源
○

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

は
、

地
域

支
援

事
業

に
お

け
る

包
括

的
支

援
事

業
と

、
指

定
介

護
予

防
支

援
事

業
者

と
し

て
の

顔
が

あ
る

。

○
運

営
に

か
か

る
経

費
は

、
「
地

域
支

援
事

業
交

付
金

」
と

介
護

予
防

支
援

業
務

（
予

防
給

付
の

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
に

対
す

る
「
介

護
報

酬
」

の
２

つ
が

あ
る

。
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（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

状
況

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
す
べ
て
の
保
険
者
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
4
,3
2
8
カ
所

○
ブ
ラ
ン
チ
・
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
を
合
わ
せ
る
と
設
置
数
は
7
,0
7
2
カ
所
と
な
る
。

○
前
年
比
で
、
セ
ン
タ
ー
は
1
0
4
カ
所
増
え
、
ブ
ラ
ン
チ
・
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
が
2
0
5
カ
所
減
っ
た
た
め
、
全
体
で
1
0
1
カ
所
減
少

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
主
体
は
、
直
営
が
約
３
割
、
委
託
が
約
７
割
で
、
委
託
が
増
加
し
て
い
る
。

地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
設
置
数

４
,３
２
８
か
所

ブ
ラ
ン
チ
設
置
数

２
,３
９
１
か
所

サ
ブ
セ
ン
タ
ー
設
置
数

３
５
３
か
所

セ
ン
タ
ー
・
ブ
ラ
ン
チ
・
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

合
計

７
,０
７
２
か
所

◎
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
数

平
成
２
４
年
度
老
健
事
業
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
業
務
実
態
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」
（平
成
2
４
年
４
月
現
在
）

直
営

29.9

委
託

70.3

◎
委
託
割
合
（
％
）

社
会
福
祉

法
人

53.3
%

社
会

福
祉

協
議

会
19%

医
療

法
人

16%

社
団

法
人

3%

財
団

法
人

2%

株
式

会
社

2%
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法

人1%
そ

の
他

2%

無
回

答
1%

◎
委
託
法
人
の
構
成
割
合

63.2
63.7

64.6
67.3

69.1
69.1

70.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80
委

託

直
営

不
明
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6082
5990

6265
6496

5467
5584

6099
6486

4529
4493

4804
5045

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

H
２

１
年

度
Ｈ

２
２

年
度

Ｈ
２

３
年

度
H
２

４
年

度

（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

職
員

の
状

況

6590
6468

6966
7311

6021
6124

6826
7324

7769
8335

9087
9552

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

H
２

１
年

度
Ｈ

２
２

年
度

Ｈ
２

３
年

度
H
２

４
年

度

保
健

師
社

会
福

祉
士

主
任

介
護

支
援

専
門

員

平
成

2
４

年
度

老
健

事
業

「地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

業
務

実
態

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

」
（
三

菱
総

研
）

○
セ

ン
タ

ー
従

事
者
数

は
年

々
増

加
し
て
お

り
、

特
に

主
任
介
護

支
援

専
門

員
が
増
え

て
い

る
○

セ
ン

タ
ー
の

平
均
職

員
数

は
5.6人

（
Ｈ
2
3年

度
調
査

は
5.4人

）
○

包
括

的
支
援

業
務
の

従
事

者
数

は
、
主
任

介
護

支
援

専
門
員
よ

り
保

健
師

・
社
会
福

祉
士

が
多

い
○

包
括

的
支
援

業
務
の

平
均

従
事

者
数
は
セ

ン
タ

ー
あ

た
り
約
４

人
で

、
う

ち
3.5人

が
介

護
予
防

支
援
業
務

を
兼

務

◎
セ
ン
タ
ー
従
事
者
数

◎
1
セ
ン
タ
ー
当
た
り
の

平
均
職
員
数

◎
包
括
的
支
援
業
務
の
従
事
者
数

職
種

平
均
人
数

保
健

師
（
準
ず

る
者

を
含
む

）
1
.5(

1.2
)人

社
会

福
祉
士

（
準

ず
る

者
を

含
む
）

1
.5(

1.2
)人

主
任

介
護
支

援
専
門
員

1
.2(

1.0
)人

計
4
.2(

3.5
)人

◎
包
括
的
支
援
業
務
の

平
均
従
事
者
数

※
（

）
内

は
介

護
予

防
支

援
業

務
を

兼
務

す
る

職
員

の
平

均
人

数

職
種

平
均
人
数

保
健

師
（
準
ず

る
者

を
含
む

）
1
.7人

社
会

福
祉
士

（
準

ず
る

者
を

含
む
）

1
.7人

主
任

介
護
支

援
専
門
員

2
.2人

計
5
.6人

※
セ
ン
タ
ー
職
員
数
は
す
べ
て

常
勤
換
算
に
よ
る
も
の

50

（
参
考
）
３
職
種
以
外
の
配
置

28%
28%

36%
8%

保
健

師
社

会
福

祉
士

介
護
支
援
専
門
員

そ
の

他

看
護

師
9%

理
学

療
法

士1%
作

業
療

法

士1%

精
神

保
健

福
祉

士
1%

そ
の

他
88%

（
内

訳
）

※
保

健
師

・
社

会
福

祉
士

・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

は
そ

れ
ぞ

れ
準

ず
る

者
を

含
む

。



（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

業
務

実
態

40.6 

42.0 

40.3 

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

100%

全
体

直
営

委
託

総
合
相
談
支
援
業
務

権
利
擁
護
業
務

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

地
域
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
係
る
業
務

任
意
事
業

そ
の
他
の
業
務

○
１

か
月

の
総

労
働
時

間
数

は
平

均
158.

7時
間

（
１
日

あ
た
り

8.
35ｈ

）
。

→
約

８
割
の
セ

ン
タ

ー
に

お
い
て
超

過
勤

務
を

行
っ
て
い

る
。

○
業

務
別

時
間

数
は
、

直
営

と
委

託
と
も
に

、
介

護
予

防
ケ
ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
業
務
が

全
体

の
4割

以
上

を
占

め
る

。
（

４
割

の
う
ち
、

要
支

援
者

に
か
か
る

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

業
務

が
約

３
割
を
占

め
て

い
る

）

2.7 
全

体
二
次
予
防
対
象
者
把
握

二
次
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

要
支
援
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（直
接
実
施
）

要
支
援
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（委
託
）

そ
の
他

2
8
.7

◎
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
内
訳

2
.0

5
.0

（
グ

ラ
フ

左
か

ら
）

平
成

2
1
年

度
老

健
事

業
「
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
コ

ス
ト

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

」
（
三

菱
総

研
）

10.8 
全

体

～
1
4
0
時
間

～
1
6
0
時
間

～
1
8
0
時
間

～
2
0
0
時
間

そ
れ
以
上

1
5
.1

3
7
.5

（
グ

ラ
フ

左
か

ら
）

3
0
.0

◎
業
務
別
時
間
数
の
割
合

◎
１
か
月
の
総
労
働
務
時
間
（
1
人
当
た
り
）

※
2
0
0
9
年
1
1
月
の
１
か
月
（
稼
働
日
1
9
日
）
の
調
査
で
あ
る
た
め
、
法
定
の
労
働
時
間
は
1
4
7
.2
5
h
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
１
ヶ
所
あ
た
り
の

総
合
相
談
件
数
の
推
移

2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

数
※

ブ
ラ

ン
チ

等
を

除
く
。

【C
】

4
,0

5
6

4
,0

6
5

4
,2

2
4

4
,3

2
8

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

１
カ

所
あ

た
り

総
合

相
談

件
数

【A
／

C
】

1
,7

4
5

1
,9

8
3

2
,2

4
7

2
,2

6
4

う
ち

権
利

擁
護

（
成

年
後

見
人

、
高

齢
者

虐
待

に
関

す
る

こ
と

）
【B

／
C
】

5
6

6
7

8
3

8
4

（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

総
合

相
談

件
数

に
つ

い
て

出
典

：
平

成
2
4
年

度
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

業
務

実
態

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

（
三

菱
総

合
研

究
所

）

総
合
相
談
件
数
の
推
移

2
1
年

度
2
2
年

度
2
3
年

度
2
4
年

度

全
体

総
合

相
談

件
数

（
年

間
）

【A
】

7
,0

7
9
,5

2
0

8
,0

6
3
,6

3
8

9
,4

9
5
,5

0
0

9
,7

9
7
,6

5
5

う
ち

権
利

擁
護

（
成

年
後

見
人

、
高

齢
者

虐
待

に
関

す
る

こ
と

）
【B

】
2
2
5
,6

1
7

2
7
2
,8

7
5

3
5
2
,2

0
9

3
6
5
,4

8
1

N
=
各

年
度

の
地

域
包

括
視

線
セ

ン
タ

ー
数
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※
平

成
２

４
年

度
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

「
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
業

務
実

態
や

機
能

の
あ

り
方

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

」
三

菱
総

合
研

究
所

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
抱

え
る

課
題

：
そ

の
他

の
内

容
（
自

由
記

述
）
よ

り

（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
が

抱
え

る
課

題
（
セ

ン
タ

ー
実

態
調

査
に

お
け

る
自

由
記

述
よ

り
）

業
務

量
等

○
困

難
事

例
の

対
応

に
要

す
る

た
め

の
時

間
が

増
え

て
い

る
。

○
要

支
援

認
定

者
が

増
え

、
そ

の
プ

ラ
ン

数
も

増
加

傾
向

に
あ

り
、

他
の

業
務

に
支

障
が

出
て

い
る

。

職
員

体
制

等
○

専
門

職
の

確
保

が
難

し
い

。
○

３
名

で
土

日
を

含
む

対
応

を
し

て
い

る
た

め
、

勤
務

の
調

整
が

難
し

い
。

認
知

度
○

一
般

に
は

セ
ン

タ
ー

を
知

ら
な

い
人

も
多

く
活

動
に

支
障

を
感

じ
る

。

業
務

内
容

・
役

割
○

行
政

と
セ

ン
タ

ー
の

役
割

分
担

が
不

明
確

。

○
セ

ン
タ

ー
は

多
職

種
で

解
決

で
き

る
た

め
丸

投
げ

の
ケ

ー
ス

が
多

く
、

他
機

関
と

の
役

割
分

担
が

課
題

精
神

疾
患

に
対

す
る

対
応

○
セ

ル
フ

ネ
グ

レ
ク

ト
や

精
神

疾
患

を
持

っ
て

い
る

方
の

対
応

が
難

し
い

。

行
政

と
の

連
携

○
何

で
も

セ
ン

タ
ー

任
せ

の
風

潮
が

強
く
、

行
政

の
協

力
が

弱
い

。

○
本

来
あ

る
べ

き
行

政
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

が
無

い
の

で
、

解
決

し
が

た
い

問
題

が
増

え
た

り
、

ど
の

よ
う

に
動

い
て

良
い

か
わ

か
ら

な
い

こ
と

も
多

く
あ

る
。

社
会

資
源

○
認

知
症

や
権

利
擁

護
関

係
の

課
題

に
つ

い
て

、
つ

な
ぐ

資
源

（機
関

）
が

ほ
と

ん
ど

無
い

。

○
認

知
症

高
齢

者
の

増
加

と
支

え
手

の
減

少
か

ら
、

新
た

な
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
サ

ー
ビ

ス
を

生
む

こ
と

が
難

し
い

。

委
託

型
の

課
題

○
委

託
型

に
は

、
利

用
者

や
擁

護
者

に
対

す
る

措
置

の
権

限
が

無
く
、

直
営

包
括

に
立

ち
会

い
等

を
求

め
る

た
め

、
ス

ピ
ー

ド
が

求
め

ら
れ

る
業

務
に

支
障

。

相
談

件
数

の
増

加
、

複
雑

化

○
独

居
、

身
寄

り
の

無
い

高
齢

者
が

増
加

し
、

安
否

確
認

、
生

活
支

援
、

入
院

、
万

が
一

の
場

合
ま

で
全

て
に

関
わ

ら
ざ

る
を

得
な

い
が

、
ど

こ
ま

で
や

る
べ

き
か

判
断

で
き

な
い

。

○
認

知
症

、
精

神
疾

患
、

虐
待

の
ケ

ー
ス

な
ど

、
専

門
的

な
知

識
、

技
術

が
必

要
な

相
談

が
増

え
て

き
て

い
る

。
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（
実

施
の
委

託
）

第
11

5条
の

47
市

町
村

は
、

老
人

福
祉
法
第

20条
の

７
の

２
第
１

項
に

規
定
す

る
老
人

介
護

支
援

セ
ン
タ
ー

の
設

置
者

そ
の
他
の

厚
生

労
働

省
令
で

定
め
る
者

に
対

し
、

包
括
的
支

援
事

業
の

実
施
に
係

る
方

針
を

示
し
て
、

当
該

包
括

的
支
援
事

業
を

委
託

す
る
こ
と

が
で

き
る

。
２

～
８

（
略

）

【
解

説
】

■
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
業

務
の

性
質

上
、

保
険

者
た

る
市

町
村

の
関

与
の

も
と

で
運

営
さ

れ
る

べ
き

で
あ

る
が

、
委

託
型

の
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
市

町
村

が
十

分
に

関
与

で
き

て
い

な
い

の
で

は
な

い
か

、
と

の
指

摘
が

あ
る

こ
と

か
ら

規
定

を
新

設

■
直

営
の

場
合

で
も

、
運

営
方

針
を

定
め

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

■
方

針
の

内
容

は
、

設
置

運
営

要
綱

で
例

示

（
地

域
包
括

支
援
セ
ン

タ
ー

）

第
11

5条
の

46（
略

）

２
～

４
（
略

）

５
地

域
包

括
支
援
セ

ン
タ

ー
の

設
置
者
は

、
包

括
的

支
援
事
業

の
効

果
的

な
実
施
の

た
め

に
、

介
護
サ
ー

ビ
ス

事
業

者
、
医
療

機
関

、
民

生
委

員
法

(昭
和

23年
法

律
第

198号
)に

定
め

る
民
生

委
員
、
高

齢
者

の
日

常
生
活
の

支
援

に
関

す
る
活
動

に
携

わ
る

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア

そ
の

他
の

関
係
者
と

の
連

携
に

努
め
な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

【
解

説
】

■
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

介
護

事
業

者
、

医
療

機
関

、
民

生
委

員
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
関

係
者

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

十
分

に
構

築
で

き
て

い
な

い
の

で
は

な
い

か
、

と
の

指
摘

が
あ

る
こ

と
か

ら
規

定
を

新
設

■
こ

の
条

項
の

新
設

の
趣

旨
は

、
単

に
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

形
成

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

の
で

は
な

く
、

地
域

ケ
ア

会
議

な
ど

の
場

を
活

用
し

て
、

迅
速

に
関

係
者

の
共

通
認

識
と

合
意

形
成

を
図

る
た

め
の

前
提

条
件

の
重

要
性

を
意

識
し

て
規

定
し

た
こ

と
に

留
意

（
参
考
）
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
策
（
平
成
2
4
年
4
月
施
行
）

◆
平

成
２

４
年

度
よ

り
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

が
本

来
業

務
を

十
分

行
え

る
よ

う
に

、
介

護
予

防
支

援
に

か
か

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

へ
の

委
託

制
限

（
介

護
支

援
専

門
員

１
人

当
た

り
の

担
当

件
数

８
件

ま
で

）を
廃

止
。
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60.6%

31.3%

69.9%

56.7%63.0%

50.5%

23.0%

13.7%

①
市

町
村

の
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

方
針

②
区

域
ご

と
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

て
重

点
的

に
行

う
べ

き
業

務
の

方
針

③
介

護
事

業
者

・
医

療
機

関
・
民

生
委

員
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

の
関

係
者

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
地

域
社

会
と

の
連

携
及

び
専

門
職

と
の

連
携

）
構

築
の

方
針

④
介

護
支

援
専

門
員

に
対

す
る

支
援

・
指

導
の

実
施

方
針

⑤
市

町
村

と
の

連
携

方
針

⑥
公

正
・
中

立
性

確
保

の
た

め
の

方
針

⑦
そ

の
他

地
域

の
実

情
に

応
じ

て
、

運
営

協
議

会
が

必
要

で
あ

る
と

判
断

し
た

方
針

そ
の

他

（
参

考
）
市

町
村

か
ら

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

へ
提

示
さ

れ
て

い
る

実
施

方
針

の
内

容

出
典

：
平

成
2
4
年

度
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

業
務

実
態

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

（
三

菱
総

合
研

究
所

）

市
町

村
は

、
包

括
的

支
援

事
業

を
セ

ン
タ

ー
に

委
託

す
る

場
合

は
、

法
律

上
、

委
託

先
に

対
し

て
、

当
該

包
括

的
支

援
事

業
の

実
施

に
係

る
方

針
を

示
さ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

と
さ

れ
て

お
り

、
通

知
に

お
い

て
以

下
の

７
項

目
の

方
針

を
例

と
し

て
示

し
て

い
る

。
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a
地

域
の

中
核

的
医

療
機

関
や

地
区

医
師

会
と

利
用

者
情

報
の

共
有

化
の

ツ
ー

ル
（
地

域
連

携
パ

ス
・情

報
提

供
シ

ー
ト

な
ど

）
が

開
発

さ
れ

活
用

さ
れ

て
い

る
か

b
認

知
症

の
的

確
な

診
断

や
治

療
が

可
能

な
認

知
症

専
門

医
療

機
関

と
日

常
的

な
連

携
が

で
き

て
い

る
か

c
認

知
症

や
も

の
忘

れ
に

つ
い

て
相

談
・
対

応
で

き
る

地
域

の
診

療
所

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

な
ど

を
把

握
し

て
い

る
か

d
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
実

施
な

ど
に

よ
り

セ
ン

タ
ー

内
の

業
務

情
報

の
共

有
化

が
図

ら
れ

て
い

る
か

e
地

域
の

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
な

サ
ー

ビ
ス

も
含

め
介

護
保

険
外

の
サ

ー
ビ

ス
の

把
握

と
情

報
提

供
が

さ
れ

て
い

る
か

f
地

域
の

自
治

会
、

町
内

会
、

民
生

委
員

な
ど

と
情

報
交

換
を

行
い

、
担

当
地

域
の

高
齢

者
の

実
態

把
握

を
進

め
て

い
る

か

g
地

域
の

介
護

支
援

専
門

員
が

抱
え

る
支

援
困

難
事

例
等

に
つ

い
て

、
適

宜
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
各

専
門

職
が

地
域

の
関

係
者

、
関

係
機

関
と

の
連

携
の

う
え

で
、

具
体

的
な

支
援

方
針

を
検

討
し

、
適

切
な

指
導

・助
言

を
し

て
い

る
か

h
そ

の
他

（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

評
価

○
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

評
価

を
行

っ
て

い
る

保
険

者
は

3
3
.9

％
。

○
評
価
の
視
点
項
目
割
合

※
第

5
期

市
町

村
介

護
保

険
事

業
計

画
の

策
定

過
程

等
に

係
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
に

つ
い

て
（
厚

生
労

働
省

調
べ

）

評
価

し
て

い
る

評
価

し
て

い
な

い

保
険

者
数

5
3
1

（
3
3
.9

％
）

1
,0

3
3

（
6
5
.9

％
）

16.2%

32.2%

51.2%

75.3%

69.1%77.0%84.4%

5.6%

abcdefgh

N
=
１

，
５

６
８

保
険

者
。

う
ち

４
保

険
者

は
無

回
答

。

○
セ
ン
タ
ー
の
評
価
を
行
う
保
険
者
数

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
評
価
項
目
）

N
=
5
3
1
保

険
者

。
（
セ

ン
タ

ー
評

価
を

行
っ

て
い

る
保

険
者

）
複

数
回

答
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（
参

考
）
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
に

つ
い

て

「
社

会
保

障
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

」
の

結
果

に
つ

い
て

（
厚

生
労

働
省

平
成

23
年

8
月

）
○

調
査

対
象

者
：

全
国

約
８

万
人

の
モ

ニ
タ

ー
か

ら
、

居
住

地
（
全

国
６

ブ
ロ

ッ
ク

を
さ

ら
に

政
令

指
定

都
市

と
そ

れ
以

外
に

区
分

）、
年

齢
、

性
別

に
よ

る
構

成
比

に

応
じ

て
2
,3

00
人

を
無

作
為

抽
出

し
､郵

送
配

布
・郵

送
回

収
に

よ
り

実
施

。
○

調
査

対
象

期
間

：
平

成
2
3
年

２
月

1
0日

～
平

成
23

年
２

月
2
2日

○
回

答
者

の
年

代
：

年
齢

2
0
歳

代
3
0
歳

代
4
0
歳

代
5
0
歳

代
6
0
歳

代
7
0
歳

代
合

計

配
布

数
3
3
7

4
4
0

3
9
5

3
9
5

4
3
0

3
0
3

2
,3

0
0

回
収

数
1
4
6

2
1
7

2
3
0

2
3
4

2
9
7

2
1
8

1
,3

4
2

回
収

率
4
3
.3

0
%

4
9
.3

0
%

5
8
.2

0
%

5
9
.2

0
%

6
9
.1

0
%

7
1
.9

0
%

5
8
.3

0
%

26.3%

16.8%

24.7%

10.1%15.2%

6.9%

市
民

向
け

広
報

誌
・
回

覧
板

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

の
更

新
に

よ
る

情
報

公
開

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

配
布

自
治

会
へ

の
説

明

運
営

協
議

会
の

構
成

団
体

へ
の

説
明

そ
の

他

（
参
考
）
市
町
村
に
よ
る
セ
ン
タ
ー
の
広
報
方
法

出
典

：
平

成
2
4
年

度
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

業
務

実
態

に
関

す
る

調
査

研
究

事
業

（
三

菱
総

合
研

究
所

）
N

=4467
複

数
回

答
可

） 57



○
地

域
支

援
事
業
の

事
業

内
容

は
以
下
の

と
お

り
。

○
平

成
２

５
年
度
予

算
：

６
２

３
億
円
（

国
費

）
※
１
，

７
６

１
億

円
（
事
業

費
）

○
地

域
支

援
事

業
の

事
業

費
は

、
市

町
村

の
介

護
保

険
事

業
計

画
に

定
め

る
介

護
給

付
及

び
予

防
給

付
の

給
付

見
込

額
に

対
す

る
割

合
を

上
限

と
す

る
こ
と
を

政
令

で
定

め
て
い
る

。

※
介

護
予

防
・

日
常

生
活

支
援

総
合

事
業

を
実

施
す

る
市

町
村

の
う

ち
厚

生
労

働
大

臣
の

認
定

を
受

け
た

と
き

は
、

１
％

の
上

限
の

引
き

上
げ

を
可
能
と

し
て

い
る

。

○
平

成
２

５
年

度
財

務
省

予
算

執
行

調
査

に
お

い
て

、
任

意
事

業
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

想
定

さ
れ

る
事

業
内

容
や

他
施

策
と

の
区
別
の

考
え

方
等

を
よ
り
具

体
的

に
示

す
こ
と
な

ど
、

見
直

し
が
指
摘

さ
れ

て
い

る
。

地
域

支
援

事
業

３
．

０
％

以
内

介
護

予
防

事
業

又
は

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
２

．
０

％
以

内

包
括

的
支

援
事

業
＋

任
意

事
業

２
．

０
％

以
内

３
．
地
域
支
援
事
業
に
つ
い
て

58

現
状

と
課

題

事
業

内
容

の
区

分
財

源
構

成
備

考

①
介

護
予

防
事

業
又

は
介

護
予

防
・

日
常
生

活
支

援
総

合
事
業

1号
保

険
料

21％
2号

保
険

料
29％

国
25％

都
道

府
県

12
.5％

市
町

村
12.

5％
財

源
構

成
は

、
居
宅

給
付

費
と
同

じ

②
包

括
的

支
援

事
業

1号
保

険
料

21％
、

国
39

.5％
、

都
道
府
県

19
.75％

、
市

町
村
1
9.7

5％

２
号

保
険

料
を

含
ま

ず
、

そ
の

分
を

国
、

都
道

府
県

、
市

町
村

で
負

担
③

任
意

事
業



○
前

回
（

第
46回

）
の

在
宅
医

療
・
介
護

連
携

及
び

地
域
ケ
ア

会
議

、
今

回
の
生
活

支
援

・
介

護
予
防
、

地
域

包
括

支
援
セ
ン

タ
ー

及
び

認
知
症

施
策
の
論

点
を

踏
ま

え
、
地
域

支
援

事
業

に
つ
い
て

は
、

以
下

の
事
項
に

係
る

見
直

し
が
必
要

で
は

な
い

か
。

・
医

療
、

介
護

連
携
の

充
実

・
認

知
症

施
策

の
充
実

・
生

活
支

援
の

充
実

・
予

防
給

付
の

見
直
し

・
介

護
予

防
事

業
の
見

直
し

・
そ

の
他

（
財

務
省
予

算
執

行
調

査
へ
の
対

応
）

（
検

討
内
容

）
・

地
域

支
援

事
業
の
柱

立
て

※
現
在

は
、
介
護

予
防

事
業

（
介
護
予

防
・

日
常

生
活
支
援

総
合

事
業

）
、
包
括

的
支

援
事

業
、
任
意

事
業

・
充

実
分
に

係
る
財
源

・
上

限
の
あ

り
方

・
任

意
事
業

の
見
直
し

等

59
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○
要

支
援

・
要
介
護

状
態

と
な

る
こ
と
を

予
防

す
る

と
と
も
に

、
要

介
護

状
態
等
と

な
っ

た
場

合
に
お
い

て
も

、
地

域
に
お
い

て
自

立
し

た
日

常
生

活
を

営
む
こ
と

が
で

き
る

よ
う
支
援

す
る

こ
と

を
目
的
と

し
、

市
町

村
に
お
い

て
「

地
域

支
援
事
業

」
を

実
施

。

○
地

域
支
援

事
業
の
事

業
内

容
（
１

）
介

護
予

防
事

業
ア
二
次
予
防
事
業
（
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
に
対
す
る
事
業
）

・
二
次
予
防
事
業
の
対
象
者
把
握
事
業

・
通
所
型
介
護
予
防
事
業

・
訪
問
型
介
護
予
防
事
業

・
二
次
予
防
事
業
評
価
事
業

イ
一
次
予
防
事
業
（
全
て
の
第
１
号
被
保
険
者
を
対
象
と
す
る
事
業
）

・
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

・
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
育
成
、
地
域
活
動
組
織
の
育
成
･支
援
等

・
一
次
予
防
事
業
評
価
事
業

※
(3)を

導
入
す
る
市
町
村
は
、

(3)の
事
業
の
中
で
実
施

（
２

）
包

括
的

支
援

事
業

ア
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

イ
総
合
相
談
支
援
業
務

※
地
域
の
高
齢
者
の
実
態
把
握
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
の
調
整
等

ウ
権
利
擁
護
業
務
（
虐
待
の
防
止
、
虐
待
の
早
期
発
見
等
）

エ
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務

※
支
援
困
難
事
例
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
助
言
、

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

（
３

）
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
（
平

成
24

年
度

創
設

）
※

導
入

は
任

意

ア
要
支
援
者
及
び
二
次
予
防
事
業
対
象
者
に
係
る
事
業

・
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

(通
所
型
、
訪
問
型
等

)
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

(配
食
、
見
守
り
等

)
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

・
二
次
予
防
事
業
対
象
者
の
把
握
事
業

・
評
価
事
業

イ
一
次
予
防
事
業

（
４

）
任

意
事

業
介
護
給
付
等
費
用
適
正
化
事
業
、
家
族
介
護
支
援
事
業
、
配
食
・
見
守
り
等

○
地

域
支
援

事
業
の
事

業
費

市
町
村
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
地
域
支
援
事
業
の
内
容
、
事
業
費

を
定
め
る
。

※
政
令
で
事
業
費
の
上
限
を
規
定
（
市
町
村
が
介
護
保
険
事
業
計
画
に

定
め
る
介
護
給
付
見
込
額
に
対
す
る
以
下
の
割
合
を
上
限
と
す
る
。
）

地
域

支
援

事
業

３
．

０
％

以
内

「
介

護
予

防
事

業
」
又

は
「
介

護
予

防
・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
」

２
．

０
％

以
内

「
包

括
的

支
援

事
業

」
＋

「
任

意
事

業
」

２
．

０
％

以
内

○
地

域
支

援
事

業
の

財
源

構
成

介
護

予
防

事
業

包
括

的
支

援
事

業
・
任

意
事

業

【
財
源
構
成
】

【
財
源
構
成
】

○
費
用
負
担
割
合
は
、
居
宅
給
付
費
の

財
源
構
成
と
同
じ
。

○
費
用
負
担
割
合
は
、
第
２
号
は
負
担
せ

ず
、
そ
の
分
を
公
費
で
賄
う
。

（
国
：
都
道
府
県
：
市
町
村
＝
２
：
１
：
１
）

１
号

２
１

％
１

号
２

１
％

２
号

２
９

％

都
道

府
県

１
２

．
５

％

国
２

５
％

市
町

村
１

２
．

５
％

市
町

村

1
9
.7

5
％

都
道

府
県

1
9
.7

5
％

国
３

９
．

５
％

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業

※
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
の
う
ち

厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
上
限
の
引
上
げ
が
可
能

地
域

支
援

事
業

３
．

０
％

＋
１

％
以

内

介
護

予
防

・
日

常
生

活
支

援
総

合
事

業
２

．
０

％
＋

１
％

以
内

総
合

事
業

以
外

の
事

業
２

．
０

％
以

内60
60

2
5
’
 

6
2
3
億

円
（
国

費
）

（
参
考
）
地
域
支
援
事
業
の
概
要



473

539

626
638

641
622

642
623

380

442

583
600

613
615

624

350

450

550

650

１
８

年
度

１
９

年
度

２
０

年
度

２
１

年
度

２
２

年
度

２
３

年
度

２
４

年
度

２
５

年
度

予
算
額
（
補
正
後
）

実
績

（
参

考
）
地

域
支

援
事

業
交

付
金

の
予

算
及

び
交

付
決

定
実

績
の

推
移

（国
費

）

億
円

61



（
参

考
）
地

域
支

援
事

業
に

お
け

る
任

意
事

業
の

概
要

○
事

業
の

目
的

地
域

の
高

齢
者

が
、

住
み

慣
れ

た
地

域
で

安
心

し
て

そ
の

人
ら

し
い

生
活

を
継

続
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

、
介

護
保

険
事

業
の

運
営

の
安

定
化

を
図

る
と

と
も

に
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
必

要
な

支
援

を
行

う

○
事

業
の

対
象

者
被

保
険

者
、

要
介

護
被

保
険

者
を

現
に

介
護

す
る

者
そ

の
他

個
々

の
事

業
の

対
象

者
と

し
て

市
町

村
が

認
め

る
者

○
事

業
の

内
容

地
域

の
実

情
に

応
じ

、
創

意
工

夫
を

生
か

し
た

多
様

な
事

業
形

態
が

可
能

※
介

護
保

険
事

業
の

運
営

の
安

定
化

お
よ

び
被

保
険

者
の

地
域

に
お

け
る

自
立

し
た

日
常

生
活

の
支

援
の

た
め

に
必

要
な

事
業

介
護

給
付

費
適

正
化

事
業

家
族

介
護

支
援

事
業

そ
の

他
の

事
業

利
用

者
に

適
切

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

で
き

る
環

境
の

整
備

を
図

る
と

と
も

に
、

介
護

給
付

等
に

要
す

る
費

用
の

適
正

化
の

た
め

の
事

業
を

実
施

【
主

な
適

正
化

事
業

】
①

認
定

調
査

状
況

チ
ェ

ッ
ク

②
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
点

検
③

住
宅

改
修

等
の

点
検

④
医

療
情

報
と

の
突

合
・縦

覧
点

検
⑤

介
護

給
付

費
通

知

介
護

方
法

の
指

導
そ

の
他

の
要

介
護

被
保

険
者

を
現

に
介

護
す

る
者

の
支

援
の

た
め

必
要

な
事

業
を

実
施

①
家

族
介

護
支

援
事

業
要

介
護

被
保

険
者

の
状

態
の

維
持

・改
善

を
目

的
と

し
た

教
室

の
開

催
等

②
認

知
症

高
齢

者
見

守
り

事
業

地
域

に
お

け
る

認
知

症
高

齢
者

の
見

守
り

体
制

の
構

築
等

③
家

族
介

護
継

続
支

援
事

業
家

族
の

身
体

的
・
精

神
的

・経
済

的
負

担
の

軽
減

（
要

介
護

被
保

険
者

を
介

護
す

る
者

に
対

す
る

ヘ
ル

ス
チ

ェ
ッ

ク
、

介
護

用
品

の
支

給
、

介
護

慰
労

金
の

贈
呈

、
介

護
者

相
互

の
交

流
会

等
の

開
催

等
）

介
護

保
険

事
業

の
運

営
の

安
定

化
及

び
被

保
険

者
の

地
域

に
お

け
る

自
立

し
た

日
常

生
活

の
支

援
の

た
め

必
要

な
事

業
の

実
施

①
成

年
後

見
制

度
利

用
支

援
事

業
②

福
祉

用
具

・
住

宅
改

修
支

援
事

業
③

認
知

症
対

応
型

共
同

生
活

介
護

事
業

所
の

家
賃

等
助

成
事

業
④

地
域

自
立

生
活

支
援

事
業

ア
高

齢
者

の
安

心
な

住
ま

い
の

確
保

に
資

す
る

事
業

イ
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
資

す
る

事
業

ウ
地

域
資

源
を

活
用

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

に
資

す
る

事
業

（
配

食
・
見

守
り

等
）

エ
家

庭
内

の
事

故
等

へ
の

対
応

の
体

制
整

備
に

資
す

る
事

業

オ
高

齢
者

の
生

き
が

い
と

健
康

づ
く
り

推
進

事
業

62



（
参

考
）
財

政
制

度
等

審
議

会
財

政
制

度
分

科
会

に
お

け
る

指
摘

（
抜

粋
）

（
平

成
2
4
年

1
0
月

1
5
日

）

介
護

予
防

事
業

同
様

、
事

業
の

効
果

の
検

証
が

不
十

分
で

あ
る

可
能

性
が

高
く
、

よ
り

効
果

的
・
効

率
的

に
事

業
を

行
う

と
い

う
観

点
か

ら
、

制
度

改
正

を
含

め
、

予
算

の
見

直
し

を
行

う
べ

き
で

は
な

い
か

。

※
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
、

多
く
の

市
町

村
が

運
営

方
針

の
提

示
・指

導
や

評
価

を
実

施
し

て
い

な
い

と
の

調
査

結
果

（運
営

方
針

を
提

示
・
指

導
し

て
い

な
い

保
険

者
が

約
６

割
、

評
価

を
実

施
し

て
い

な
い

保
険

者
が

約
７

割
）
。

様
々

な
事

業
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

全
て

の
事

業
に

つ
い

て
国

の
補

助
事

業
と

し
て

行
う

必
要

が
あ

る
の

か
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
は

な
い

か
。

事
業

仕
分

け
で

の
指

摘
も

踏
ま

え
な

が
ら

、
よ

り
効

果
的

・
効

率
的

に
事

業
を

行
う

と
い

う
観

点
か

ら
、

制
度

改
正

を
含

め
、

予
算

の
見

直
し

を
行

う
べ

き
で

は
な

い
か

。

介
護

予
防

事
業

包
括

的
支

援
事

業

任
意

事
業
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②
調

査
の

視
点

 
 

③
調

査
結

果
及

び
そ

の
分

析
 

 
④

今
後

の
改

善
点

・
検

討
の

方
向

性
 

          

総
 

 
括

 
 

調
 

 
査

 
 

票
 

事
案

名
 

(
2
1
)
高

齢
者

の
た

め
の

地
域

支
援

事
業

（
う

ち
任

意
事

業
）

 

◎
 

厚
生

労
働

省
に

お
い

て
、

市
町

村
が

行
っ

て
い

る

個
々

の
事

業
の

実
態

を
把

握
し

、
事

業
内

容
を

精
査

す
べ

き
。

 

 ◎
 

国
費

負
担

の
適

正
化

の
観

点
も

踏
ま

え
つ

つ
、

事

業
の

あ
り

方
に

つ
い

て
、

 

・
 

事
業

と
し

て
想

定
さ

れ
る

内
容

や
他

施
策

と
の

区
別

の
考

え
方

等
を

よ
り

具
体

的
に

示
す

こ
と

で
、

介
護

保
険

制
度

上
の

上
乗

せ
給

付
や

横
出

し

給
付
（

市
町

村
特

別
給

付
）
、
保

健
福

祉
事

業
、
介

護
予

防
事

業
等

の
他

の
補

助
事

業
、

更
に

は
地

方

単
独

事
業

と
の

明
確

な
差

別
化

を
図

り
つ

つ
、

 

・
 

厚
生

労
働

省
に

お
い

て
、

任
意

事
業

と
し

て
行

う
事

業
の

妥
当

性
を

審
査

す
る

仕
組

み
と

す
る

と

と
も

に
、

 

・
 

各
市

町
村

に
お

け
る

事
業

費
を

介
護

予
防

事
業

や
包

括
的

支
援

事
業

の
一

定
割

合
以

下
と

し
、

こ

れ
ら

の
事

業
に

対
す

る
補

完
的

な
事

業
と

し
て

の

位
置

づ
け

を
明

確
化

す
る

 

な
ど

、
抜

本
的

な
見

直
し

を
行

う
べ

き
。

 

２
．

事
業

内
容

に
つ

い
て

 

・
 
介

護
給

付
等

費
用

適
正

化
事

業
に

つ
い

て
は

、
給

付
費

の

通
知

の
み

を
行

い
、
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
点

検
等

を
行

っ
て

い
な

い
な

ど
、
給

付
費

の
適

正
化

と
い

う
本

来
の

目
的

に
ふ

さ
わ

し
い

事
業

を
行

っ
て

い
る

と
は

必
ず

し
も

言
い

難
い

市
町

村
が

1
1
あ

っ
た

。
 

 

・
 
調

査
先

に
お

い
て

、
介

護
予

防
事

業
（

国
庫

負
担

率
2
5
%
）

と
し

て
実

施
す

る
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
介

護
予

防
教

室
や

講
演

会
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

の
配

布
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
育

成
な

ど
を

任
意

事
業
（

国
庫

負
担

率
3
9
.
5
%
）
と

し
て

実
施

し
て

い
る

市
町

村
が

6
2
あ

り
、
地

域
支

援
事

業
の

中
で

も

事
業

の
仕

分
け

が
十

分
で

な
い

。
 

 

介
護

予
防

類
似

の
事

業
 

市
町

村
数

 

高
齢

者
に

対
す

る
介

護
予

防
教

室
 

1
0
 

講
演

会
・

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

作
成

・
啓

発
事

業
 

2
2
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
の

育
成

 
4
1
 

 

・
 
更

に
は

、
介

護
保

険
法

上
の

サ
ー

ビ
ス

利
用

限
度

額
を

超
過

し
た

場
合

に
そ

の
費

用
の

一
部

を
本

事
業

に
て

助
成

し
て

い
る

自
治

体
、

小
学

生
な

ど
も

対
象

と
す

る
地

方
単

独
事

業
と

一
体

的
に

事
業

（
公

衆
浴

場
の

利
用

助
成

）
を

行
っ

て
い

る
自

治
体

、
介

護
用

品
の

支
給

事
業

の
う

ち
軽

度
者

の
み

を
本

事
業

の
対

象
と

し
、

重
度

者
に

つ
い

て
は

市
町

村
単

独
事

業
と

し
て

い
る

自
治

体
、

高
齢

者
の

交
流

 

○
調

査
の

視
点

 

１
．

事
業

規
模

に
つ

い
て

 

⇒
事

業
規

模
は

過
大

な
も

の
と

な
っ

て
い

な
い

か
。
 

 

２
．

事
業

内
容

に
つ

い
て

 

⇒
介

護
保

険
制

度
上

の
上

乗
せ

給
付

等
や

地
域

支

援
事

業
に

お
け

る
介

護
予

防
事

業
な

ど
の

他
施

策

と
の

仕
分

け
や

支
援

対
象

等
は

適
切

か
。

 

 ○
調

査
対

象
・

方
法

 

地
域

支
援

事
業

交
付

金
の

交
付

申
請

額
の

上
位

1
0
0

市
町

村
を

調
査

対
象

と
し

、
交

付
申

請
書

類
よ

り
、

事

業
規

模
及

び
事

業
内

容
を

精
査

。
 

 

の
場

（
サ

ロ
ン

）
の

運
営

（
2
0
0

数
十

箇
所

）
に

事
業

費
の

7

割
以

上
を

支
出

し
て

い
る

自
治

体
な

ど
も

あ
り

、
介

護
保

険
制

度
上

の
上

乗
せ

給
付

等
の

第
1
号

保
険

料
で

賄
わ

れ
る

施
策

や

地
方

単
独

事
業

と
の

仕
分

け
や

支
援

対
象

に
つ

い
て

見
直

す

余
地

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
例

が
見

受
け

ら
れ

た
。

 

１
．

事
業

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
 

 
・

 
2
9
の

市
町

村
（

約
3
割

）
に

お
い

て
、
本

来
主

体
と

な

っ
て

取
り

組
む

べ
き

介
護

予
防

事
業

よ
り

も
事

業
費

が

多
く

な
っ

て
お

り
、
ま

た
、
包

括
的

支
援

事
業

よ
り

も
事

業
費

が
多

く
な

っ
て

い
る

市
町

村
が

1
市

町
村

あ
っ

た
。
 

事
業

費
比

較
 

市
町

村
数

 

任
意

事
業

 
＞

 
介

護
予

防
事

業
 

2
9
 

任
意

事
業

 
＞

 
包

括
的

支
援

事
業

 
1
 

 

（
参

考
）
平

成
２

５
年

度
財

務
省

予
算

執
行

調
査

の
概

要
（地

域
支

援
事

業
（任

意
事

業
））
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認
知
症
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

社
会
保
障
審
議
会

介
護
保
険
部
会
（
第
4
7
回
）

資
料
２

平
成
2
5
年
９
⽉
４
⽇



○
高

齢
者

人
口

の
約

１
割

が
、

要
介

護
認

定
を

受
け

た
も

の
の

う
ち

認
知

症
日

常
生

活
自

立
度

Ⅱ
以

上
の

認
知

症
高

齢
者

で
、

要
介

護
認

定
者

の
約

６
割

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

今
後

も
認

知
症

高
齢

者
は

増
加

が
予

測
さ

れ
て

い
る

。
（
注
）
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
が
認
知
症
日
常
生

活
自
立
度
Ⅰ
の
者
や
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
者
を
合
わ
せ
た
認
知
症
有
病
者
数
は
約

4
3
9
万
人
と
推
計
さ
れ
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ（
正
常
と
認
知
症
の
中
間
の
者
）
の
有
病
者
数
は
約
3
8
0
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
（
い
ず
れ
も
平
成
2
2
年
）

○
こ

れ
ま
で

の
主
な

認
知
症

施
策

は
、

➀
早

期
受
診

・
対
応

の
遅

れ
に
よ

る
認
知

症
状
の
悪

化
、

➁
認

知
症
の

人
が
住

み
慣

れ
た
地

域
で
可

能
な
限
り

生
活
を

続
け
て

い
く
た

め
の
介

護
サ

ー
ビ
ス

が
量
、

質
の
両

面
か
ら

不
足

、
➂
地

域
で
認

知
症
の

人
と

そ
の
家

族
を
支

援
す
る
体

制
が
不

十
分
、

➃
医

療
・
介

護
従
事

者
が

現
場
で

連
係
が

と
れ
た
対

応
が
で

き
て
い

な
い
ケ

ー
ス
が

あ
る

、
な

ど
、

様
々
な

課
題
が

指
摘

さ
れ
て

き
た
。

○
厚

生
労

働
省

と
し

て
は

、
こ

れ
ら

の
課

題
に

対
応

し
「

認
知

症
に

な
っ

て
も

本
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き
る

限
り

住
み

慣
れ

た
地

域
の

よ
い

環
境

で
暮

ら
し

続
け

る
こ

と
が

で
き

る
社

会
」

の
実

現
を

目
指

す
た

め
、

認
知

症
施

策
推

進
５
か

年
計

画
を

策
定
し

、
平
成
２

５
年
度

か
ら

取
組

を
実
施

し
て
い

る
。

○
ま

た
、

各
介

護
サ

ー
ビ

ス
利

用
者

に
も

多
く

認
知

症
の

方
が

含
ま

れ
て

い
る

こ
と

や
、

認
知

症
日

常
生

活
自

立
度

Ⅱ
以

上
の

認
知

症
高

齢
者

の
う

ち
半

数
が

在
宅

で
生

活
し

て
い

る
実

態
か

ら
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
対

応
が

必
要

。

現
状

・
課

題

1

認
知

症
施
策

に
つ
い
て



○
今

後
、

増
加

す
る

認
知

症
高

齢
者

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

「
認

知
症

施
策

推
進

５
か

年
計

画
」

を
着

実
に

推
進

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
認

知
症

に
関

す
る

取
組

は
、

こ
れ

ま
で

も
地

域
支

援
事

業
の

一
般

高
齢

者
対

策
の

一
環

と
し

て
行

わ
れ

て
い

る
が

、
認

知
症

日
常

生
活

自
立

度
Ⅱ

以
上

の
認

知
症

高
齢

者
が

要
介

護
等

認
定

者
の

約
６

割
と

な
っ

て
お

り
、

介
護

施
策

の
重

要
課

題
と

な
っ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

認
知

症
施

策
は

全
て

の
市

町
村

に
お

い
て

今
後

重
点

的
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
支
援
事
業
に
お
い
て
認
知
症
施
策
を
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
特

に
、

早
期

診
断

・
早

期
対

応
が

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
の

職
員

が
認

知
症

の
初

期
の

段
階

で
認

知
症

の
人

や
そ

の
家

族
に

対
し

て
個

別
の

訪
問

を
行

い
適

切
な

支
援

を
行

う
仕

組
み

と
し

て
、

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

」
を
地
域
支
援
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た

、
早

期
診

断
等

を
行

う
た

め
に

は
、

認
知

症
の

専
門

医
療

機
関

の
整

備
を

積
極

的
に

促
進

し
、

医
療

サ
ー

ビ
ス
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
切
れ
目
な
い
対
応
や
連
携
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
ま
た
、
地

域
の

実
情

に
応
じ
た
認

知
症
施

策
の
企

画
調
整

等
を
行

う
た
め
に
、
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
「
認

知
症

地
域

支
援

推
進
員
」を

設
置
す
る
こ
と
を
地
域

支
援
事
業
に
位
置
づ
け
て
、
体
制
の
強
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
認

知
症

の
人

へ
の

支
援

に
と

ど
ま

ら
ず

、
そ

の
家

族
に

対
す

る
支

援
を

地
域

住
民

と
共

に
行

う
と

と
も

に
、

認
知

症
の
普
及
・
啓
発
を
更
に
推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
認

知
症

施
策

を
担

う
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
人

材
に

つ
い

て
は

、
認

知
症

対
応

力
を

更
に

向
上

さ
せ

る
べ

き
で

は
な
い
か
。

○
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

る
た

め
に

は
、

イ
ン

フ
ォ

ー
マ

ル
サ

ー
ビ

ス
や

他
制

度
等

も
用

い
て

、
認

知
症
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
認
知
症
に
関
す
る
予
防
、
診
断
、
治
療
、
ケ
ア
技
術
等
の
確
立
に
向
け
た
研
究
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

2

論
点



医
療

・
介

護
分

野

２
．
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ
ス
の

提
供

体
制

改
革

（
４
）
医
療

と
介

護
の
連

携
と
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

今
後

、
認

知
症

高
齢

者
の

数
が

増
大

す
る
と
と
も
に
、
高

齢
の

単
身

世
帯

や
夫

婦
の

み
世

帯
が

増
加

し
て

い
く
こ

と
も
踏

ま
え
れ

ば
、
地

域
で
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
様

々
な
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
や

住
ま
い
が

、

そ
の

人
の

意
向

と
生

活
実

態
に
合

わ
せ

て
切

れ
目

な
く
継

続
的

に
提

供
さ
れ

る
こ
と
も
必

要
で
あ
り
、
地

域
ご

と
の

医
療

・
介

護
・
予

防
・
生

活
支

援
・
住

ま
い
の

継
続

的
で
包

括
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
す
な
わ

ち
地

域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が

あ
る
。

（
中

略
）

具
体

的
に
は

、
高

齢
者

の
地

域
で
の

生
活

を
支

え
る
た
め
に
、
介

護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
２
４
時

間
の

定
期

巡
回

・
随

時
対

応
サ

ー
ビ
ス
や

小
規

模
多

機
能

型
サ

ー
ビ
ス
の

普
及

を
図

る
ほ

か
、
各

地
域

に
お
い
て
、

認
知

症
高

齢
者

に
対

す
る
初

期
段

階
か

ら
の

対
応

や
生

活
支

援
サ

ー
ビ
ス
の

充
実

を
図

る
こ
と
が

必
要

で
あ
る
。

社
会

保
障
制

度
改
革
国

民
会

議
報

告
書
（

抄
）

3



認
知

症
施

策
推

進
５
か

年
計

画

で
対

応

・
早

期
診

断
・
早

期
対
応

・
認

知
症

の
普

及
・
啓
発

・
見

守
り
な
ど
の

生
活

支
援

の

充
実

な
ど

→
地

域
で
の

生
活

継
続
を
可

能
に
す
る
。

認
知

症
高

齢
者

の
現

状
（

平
成

２
２

年
）

○
全

国
の

6
5
歳

以
上

の
高

齢
者

に
つ
い
て
、
認

知
症

有
病

率
推

定
値

1
5
％

、
認

知
症

有
病

者
数

約
4
3
9
万

人
と
推

計
（
平

成
2
2
年

）
。
ま
た
、
全

国
の

M
C
I（
正

常
で
も
な
い
、
認

知
症

で
も
な
い
（
正

常
と
認

知
症

の
中

間
）
状

態
の

者
）
の

有
病

率
推

定
値

1
3
％

、
M
C
I有

病
者

数
約

3
8
0
万

人
と
推

計
（
平

成
2
2
年

）
。

○
介

護
保

険
制

度
を
利

用
し
て
い
る
認

知
症

高
齢

者
は

約
2
8
0
万

人
（
平

成
2
2
年

）
。

健
常

者

約
３
８
０
万

人
（
注

）

約
１
６
０
万

人

約
２
８
０
万

人

介
護
保
険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
認
知
症

高
齢
者
（
日
常
生
活
自
立
度
Ⅱ
以
上
）

日
常
生
活
自
立
度
Ⅰ
又
は
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人

Ｍ
Ｃ
Ｉの

人
（
正
常
と

認
知
症
の
中
間
の

人
）

（
注

）
M

C
Iの

全
て
の

者
が
認

知
症

に
な
る
わ

け
で
は

な
い
こ
と
に
留

意

出
典

：
「
都

市
部

に
お
け
る
認

知
症

有
病
率

と
認

知
症

の
生
活

機
能
障

害
へ
の

対
応
」
（H

25.5報
告

）及
び
『
「認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
」Ⅱ

以
上
の

高
齢
者

数
に
つ
い
て
』
（H

24
.8
公
表

）を
引

用

6
5
歳

以
上

高
齢

者
人
口

2,8
74万

人

持
続

可
能

な
介

護
保

険
制

度
を
確

立
し
、
安

心
し
て
生

活
で
き
る
地

域
づ
く
り
。

一
部

の
人

4



※
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
)を
推
計
す
る
と
、
３
０
５
万
人
と
な
る
。

※
下
段
は
6
5
歳
以
上
⼈
⼝
に
対
す
る
⽐
率

将
来
推
計
（
年
）

平
成

1
4
年

(2
0
0
2
)

平
成

2
2
年

(2
0
1
0
)

平
成

2
7
年

(2
0
1
5
)

平
成

3
2
年

(2
0
2
0
)

平
成

3
7
年

(2
0
2
5
)

⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度

Ⅱ
以
上

1
4
9

2
0
8

2
5
0

2
8
9

3
2
3

6
.3

%
7
.2

%
7
.6

%
8
.4

%
9
.3

%

（
参
考
：
平
成
1
5
年

高
齢
者
介
護
研
究
会
報
告
書
）

将
来
推
計
（
年
）

平
成

2
2
年

(2
0
1
0
)

平
成

2
7
年

(2
0
1
5
)

平
成

3
2
年

(2
0
2
0
)

平
成

3
7
年

(2
0
2
5
)

⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度

Ⅱ
以
上

2
8
0

3
4
5

4
1
0

4
7
0

9
.5

%
1
0
.2

%
1
1
.3

%
1
2
.8

%

（
参

考
）

「
認

知
症

高
齢

者
の

日
常

生
活

自
立

度
」

Ⅱ
以

上
の

高
齢

者
数

に
つ

い
て

〔
算
出
方
法
〕

①
平
成
2
2
年
１
年
間
の
要
介
護
認
定
デ
ー
タ
を
基
に
、
「
認
知
症
⾼
齢
者
の
⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度
」
Ⅱ
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
割
合
を
算

出
し
た
。

②
年
間
デ
ー
タ
で
は
同
⼀
⼈
物
で
複
数
回
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
者
が
い
る
の
で
、
平
成
１
５
年
と
同
⽉
で
あ
る
平
成
2
2
年
9
月
の

要
介
護
認
定
デ
ー
タ
に
上
記
①
の
割
合
（
性
別
・
年
齢
階
級
別
・
要
介
護
度
別
認
知
症
⾼
齢
者
割
合
）
を
乗
じ
て
算
出
し
た
。

（
単
位
：
万
人
）

（
単
位
：
万
人
）

１
．
認
知
症
高
齢
者
数

○
平
成
2
2
年
（
2
0
1
0
）
で
「
認
知
症
⾼
齢
者
の
⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度
」
Ⅱ
（
※
）
以
上
の
高
齢
者
数
は

2
8
0
万
人
で
あ
っ
た
。

※
た
だ
し
、
こ
の
推
計
で
は
、
要
介
護
認
定
申
請
を
⾏
っ
て
い
な
い
認
知
症
⾼
齢
者
は
含
ま
れ
な
い

※
日
常
⽣
活
⾃
⽴
度
Ⅱ
と
は
、
⽇
常
⽣
活
に
⽀
障
を
来
す
よ
う
な
症
状
・
⾏
動
や
意
志
疎
通
の
困
難
さ
が
多
少
⾒
ら
れ
て
も
、
誰
か
が
注
意
す
れ
ば
⾃
⽴
で

き
る
状
態
。
（
次
⾴
の
参
考
「
認
知
症
⾼
齢
者
の
⽇
常
⽣
活
⾃
⽴
度
」
参
照
）

２
．
将
来
推
計

〔
算
出
方
法
〕

○
将
来
推
計
⼈
⼝
（
国
⽴
社
会
保
障
・
⼈
⼝
問
題
研
究
所
：
H
2
4
.1
推
計
。
死
亡
中
位
出
生
中
位
）
に
、
上
記
１
の
算
出
方
法
に
よ
る
平

成
2
2
年
9
⽉
の
認
知
症
⾼
齢
者
割
合
を
性
別
年
齢
階
級
別
に
乗
じ
て
推
計
し
た
。

5



認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

判
定

基
準

見
ら
れ

る
症

状
・
行

動
の

例

何
ら
か

の
認

知
症

を
有
す
る
が

、
日
常

生
活
は

家
庭

内
及

び
社

会
的

に
ほ

ぼ
自

立
し

て
い
る
。

日
常
生

活
に
支
障

を
来

す
よ
う
な
症

状
・
行
動

や
意
志

疎
通

の
困

難
さ
が

多
少

見
ら

れ
て
も
、
誰
か

が
注

意
し
て
い
れ

ば
自

立
で
き
る
。

Ⅱ
ａ

家
庭
外

で
上

記
Ⅱ

の
状

態
が

見
ら
れ

る
。

た
び
た
び
道

に
迷

う
と
か

、
買

い
物
や

事
務

、
金

銭
管

理
な
ど
そ
れ
ま
で
で
き
た
こ
と

に
ミ
ス
が

目
立

つ
等

Ⅱ
ｂ

家
庭
内

で
も
上
記

Ⅱ
の

状
態

が
見

ら
れ
る
。

服
薬
管

理
が
で
き
な
い
、
電
話

の
対
応

や
訪

問
者

と
の

対
応
な
ど
ひ
と
り
で
留
守

番
が

で
き
な
い
等

日
常
生

活
に
支
障

を
来

す
よ
う
な
症

状
・
行
動

や
意
志

疎
通

の
困

難
さ
が

と
き
ど
き
見

ら
れ
、
介

護
を
必

要
と
す
る
。

Ⅲ
ａ

日
中
を
中
心

と
し
て
上

記
Ⅲ

の
状

態
が
見

ら
れ

る
。

着
替
え
、
食
事

、
排

便
・
排
尿

が
上

手
に
で
き
な
い
・
時
間

が
か

か
る
、
や
た
ら
に
物

を
口
に
入
れ

る
、
物
を
拾
い
集
め
る
、
徘

徊
、
失
禁

、
大

声
・
奇
声

を
上

げ
る
、
火

の
不

始
末
、
不
潔

行
為

、
性

的
異

常
行

為
等

Ⅲ
ｂ

夜
間
を
中
心

と
し
て
上

記
Ⅲ

の
状

態
が
見

ら
れ

る
。

ラ
ン
ク
Ⅲ

ａ
に
同

じ

日
常
生

活
に
支
障

を
来

す
よ
う
な
症

状
・
行
動

や
意
志

疎
通

の
困

難
さ
が

頻
繁

に
見

ら
れ
、
常

に
介

護
を
必
要

と
す
る
。

ラ
ン
ク
Ⅲ

に
同

じ

著
し
い
精

神
症
状

や
問

題
行

動
あ
る
い
は
重

篤
な
身
体

疾
患

が
見
ら
れ
、
専

門
医

療
を
必
要

と
す
る
。

せ
ん
妄

、
妄
想

、
興

奮
、
自

傷
・
他

害
等

の
精

神
症

状
や
精

神
症

状
に
起
因

す
る
問

題
行
動

が
継
続

す
る
状
態

等
Ｍ

ラ
ン
ク

ⅠⅡⅢⅣ

（
参

考
）

居
宅

特
定
施
設

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム

介
護
老
人

福
祉
施
設

介
護
老
人

保
健
施
設
等

医
療
機
関

合
計

日
常

生
活

自
立

度

Ⅱ
以

上
1
4
0

1
0

1
4

4
1

3
6

3
8

2
8
0

（
単
位
：
万
人
）

3
．
認
知
症
高
齢
者
の
居
場
所
別
内
訳
（
平
成
2
2
年
９
⽉
末
現
在
）

※
端
数
処
理
の
関
係
に
よ
り
合
計
は
一
致
し
な
い
。

※
介
護
老
人
保
健
施
設
等
に
は
、
介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
含
ま
れ
て
い
る
。

6



要
支

援
１

要
支

援
２

要
介

護
１

要
介

護
２

要
介

護
３

要
介

護
４

要
介

護
５

合
計

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

Ⅱ
以

上
の

者
の

割
合

（
一

次
判

定
時

）

8
.
0
%

7
.
7
%

6
7
.
7
%

6
6
.
9
%

7
8
.
5
%

8
3
.
3
%

9
2
.
4
%

5
9
.
9
%

（
出

典
）
介

護
保

険
総
合

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（平

成
2

5
年

8
月

1
5
日

集
計

時
点

）

（
注
）

平
成

24年
度
末

に
お

け
る

要
支
援
・

要
介

護
認

定
結
果
を

平
成

25年
8月

15日
時

点
で

集
計

し
た
も
の

。
（

1,5
80保

険
者
中

1,4
17保

険
者

か
ら

国
に

報
告

さ
れ
た
も

の
）

（
参

考
）

６
５

歳
以

上
の

要
支

援
・
要

介
護
認

定
者
の

う
ち
、

一
次

判
定

時
の

認
定

調
査

結
果

に
お

け
る

認
知

症
高
齢

者
の
日

常
生
活

自
立
度

Ⅱ
以

上
の

者
の

割
合

○
二

次
判

定
に

お
け

る
要

支
援

２
と

要
介

護
１

の
判

定
で

は
、

認
知

症
高

齢
者

の
日

常
生

活
自

立
度

Ⅱ
以

上
は

、
要

介
護

１
と

判
定

す
る

こ
と
と
さ

れ
て

お
り

、
理
論
的

に
は

要
支

援
２
で
自

立
度

Ⅱ
以

上
は
存
在

し
な

い
。

○
二

次
判

定
時

に
介

護
認

定
審

査
会

が
判

断
し

た
自

立
度

自
体

は
記

録
さ

れ
て

い
な

い
。

ま
た

、
二

次
判

定
に

お
け

る
要

支
援

２
と

要
介

護
１
以
外

の
判

定
で

は
、
自
立

度
の

判
定

を
す
る
こ

と
に

な
っ

て
い
な
い

。

○
こ

の
た

め
、
参
考

値
と

し
て

、
一
次
判

定
時

の
認

定
調
査
結

果
に

お
け

る
自
立
度

に
つ

い
て

集
計
し
た

も
の

で
あ

る
。
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○
「
認

知
症

の
人

は
、
精

神
科
病

院
や
施

設
を
利
用

せ
ざ
る
を
得
な
い
」と

い
う
考
え
方

を
改

め
、
｢認

知
症

に
な
っ
て
も
本
人

の
意
思

が
尊

重
さ
れ

、
で
き
る
限

り
住

み
慣

れ
た
地
域

の
よ
い
環

境
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
社

会
」
の
実

現
を
目
指

す
。

○
こ
の

実
現

の
た
め
、
新

た
な
視

点
に
立

脚
し
た
施

策
の
導

入
を
積
極

的
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の

「ケ
ア
の
流

れ
」を

変
え
、
む
し
ろ
逆

の
流
れ

と
す
る
標

準
的
な
認

知
症
ケ
ア
パ

ス
（状

態
に
応

じ
た
適

切
な
サ

ー
ビ
ス
提

供
の
流

れ
）を

構
築
す
る
こ
と
を
、

基
本

目
標

と
す
る
。

8

【
基
本
的
な
考
え
方
】

《
こ
れ
ま
で
の
ケ
ア
》

認
知
症
の
人
が
行
動
・
心
理
症
状
等
に
よ
り
「
危
機
」
が

発
生
し
て
か
ら
の
「
事
後
的
な
対
応
」
が
主
眼
。

《
今
後
目
指
す
べ

き
ケ
ア
》

「
危
機
」
の
発
生
を
防
ぐ
「
早
期
・
事
前
的
な
対
応
」

に
基
本

を
置
く
。

「
認
知
症
施
策
推
進
５
か
年

計
画
」
（
平
成

2
4
年

9
月
厚

生
労
働
省
公
表
）
の
概
要

事
項

５
か

年
計

画
で
の
目
標

○
標
準
的
な
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
・
普
及

※
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
（
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
）

平
成
２
７
年
度
以
降
の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映

○
「
認

知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
の
設
置

※
認
知
症
の
早
期
か
ら
家
庭
訪
問
を
行
い
、
認
知
症
の
人
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
、

家
族
の
支
援
な
ど
を
行
う
チ
ー
ム

平
成
２
６
年
度
ま
で
全
国
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

平
成
２
７
年
度
以
降
の
制
度
化
を
検
討

○
早
期
診
断
等
を
担
う
医
療
機
関
の
数

平
成
２
４
年
度
～
２
９
年
度
で
約
５
０
０
カ
所
整
備

○
か
か
り
つ
け
医
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
の
受
講
者
数

平
成
２
９
年
度
末

５
０
，
０
０
０
人

○
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
養
成
研
修
の
受
講
者
数

平
成
２
９
年
度
末

４
，
０
０
０
人

○
「
地

域
ケ
ア
会
議
」
の
普
及

・
定
着

平
成
２
７
年
度
以
降

す
べ
て
の
市
町
村
で
実
施

○
認

知
症

地
域
支
援
推
進
員
の
人
数

平
成
２
９
年
度
末

７
０
０
人

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
数

平
成
２
９
年
度
末

６
０
０
万
人
（
現
在
３
４
０
万
人
）

～
ケ

ア
の

流
れ

を
変

え
る

～
今

後
の
認

知
症
施

策
の

方
向

性



連
携
（
診
断
）

⑦
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

引
き
継

ぎ
後

連
携

（
情
報
提
供
・
助
言
）

本
人

家
族

近
隣
地
域

認
知

症
初
期
集
中

支
援

チ
ー
ム

地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等

連
携

（
紹
介
）

連
携

（
診
断
）

か
か

り
つ
け
医

認
知

症
疾

患
医

療
セ
ン
タ
ー

連
携
（
紹
介
）

④
初

回
家

庭
訪
問
の
実
施

（
認
知
症
へ
の
理
解
、
専
門
的
医
療

機
関

等
の

利
用
の
説
明
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利

用
の
説
明
、
本
人
・家

族
へ
の
心

理
的

サ
ポ
ー
ト
）

連
携

地
域

の
実

態
に
応
じ
た

認
知

症
施

策
の

構
築

（
認

知
症
施

策
や

事
業

の
企

画
調

整
等

）

認
知

症
地
域

支
援

推
進
員

③
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
認
知
機
能
障
害
、
生
活
機
能
能
障

、
行

動
・
心
理
症
状
、
家
族
の
介
護
負

担
度
、

身
体

の
様
子
の
チ
ェ
ッ
ク
）

②
情

報
収

集
（
本

人
の
生
活
情
報
や
家
族
の
状
況
な
ど
）

①
訪

問
支

援
対
象
者
の
把
握

以
下

の
体

制
を
地

域
包

括
支
援

セ
ン
タ
ー
等

に
配

置
○

認
知

症
初

期
集

中
支
援

チ
ー
ム
－
複

数
の
専

門
職
が
認
知

症
が
疑
わ

れ
る
人
、
認
知
症

の
人

と
そ
の

家
族
を
訪
問

し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

家
族

支
援
な
ど
の
初

期
の
支

援
を
包
括

的
・
集
中

的
に
行
い
、
自

立
生

活
の
サ

ポ
ー
ト
を
行

う
。

○
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
－

認
知

症
の
人
が

で
き
る
限

り
住
み

慣
れ
た
良

い
環
境

で
暮

ら
し
続

け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知

症
施
策

や
事

業
の
企

画
調
整

等
を
行
う
。

⑤
チ
ー
ム
員

会
議
の
開
催

（
ｱ
ｾ
ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄ内

容
の
確
認
、
支
援
の
方
針
・

内
容

・
頻
度
等
の
検
討
）

⑥
初

期
集

中
支
援
の
実
施

（
専
門
的
医
療
機
関
等
へ
の
受
診

勧
奨
、

本
人
へ
の
助
言
、
身
体

を
整
え
る
ケ
ア
、

生
活

環
境
の
改
善
な
ど
）

複
数

の
専

門
職

に
よ
る

個
別

の
訪

問
支

援

（
受

診
勧
奨

や
本

人
・
家

族
へ

の
サ

ポ
ー
ト
等
）

（
個

別
の

訪
問

支
援
）

（
専

任
の

企
画

調
整
担

当
者

）

医
療
系
職
員

（
保

健
師

等
）

介
護
系
職
員

（
介

護
福

祉
士

等
）

保
健
師
・
看
護
師
等

連
携

9

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ

ー
ム

と
認

知
症

地
域

支
援

推
進

員
に

つ
い

て

専
門
医

（
嘱

託
可

）



（
参
考
）
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
に
つ
い
て

【
目

的
】

認
知

症
に

な
っ

て
も

本
人

の
意

思
が

尊
重

さ
れ

、
で

き
る

限
り

住
み

慣
れ

た
地

域
の

よ
い

環
境

で
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
た

め
に

、
認

知
症

の
人

や
そ

の
家

族
に

早
期

に
関

わ
る

「
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
」

を
配

置
し

、
早

期
診

断
・

早
期

対
応

に
向

け
た

支
援

体
制

を
構

築
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

【
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
と

は
】

複
数

の
専

門
職

が
家

族
の

訴
え

等
に

よ
り

認
知

症
が

疑
わ

れ
る

人
や

認
知

症
の

人
及

び
そ

の
家

族
を

訪
問

し
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
家

族
支

援
な

ど
の

初
期

の
支

援
を

包
括

的
、

集
中

的
（

お
お

む
ね

６
ヶ

月
）

に
行

い
、

自
立

生
活

の
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

チ
ー

ム
を

い
う

。

配
置

場
所

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

等
診

療
所

、
病

院

認
知

症
疾

患
医

療
セ

ン
タ

ー
市

町
村

の
本

庁

【
対

象
者

】

４
０

歳
以

上
で

、
在

宅
で

生
活

し
て

お
り

、
か

つ
認

知
症

が
疑

わ
れ

る
人

又
は

認
知

症
の

人
で

以
下

の
い

ず
れ

か
の

基
準

に
該

当
す

る
人

と
す

る
。

◆
医

療
サ

ー
ビ

ス
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

い
な

い
人

、
ま

た
は

中
断

し
て

い
る

人
で

以
下

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

人
（

ア
）

認
知

症
疾

患
の

臨
床

診
断

を
受

け
て

い
な

い
人

（
イ

）
継

続
的

な
医

療
サ

ー
ビ

ス
を

受
け

て
い

な
い

人
（

ウ
）

適
切

な
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
に

結
び

付
い

て
い

な
い

人

（
エ

）
診

断
さ

れ
た

が
介

護
サ

ー
ビ

ス
が

中
断

し
て

い
る

人

◆
医

療
サ

ー
ビ

ス
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
て

い
る

が
認

知
症

の
行

動
・

心
理

症
状

が
顕

著
な

た
め

、
対

応
に

苦
慮

し
て

い
る

医
療

と
介

護
の

専
門

職
（
保

健
師

、
看

護
師

、
作
業

療
法
士

、
社

会
福

祉
士

、
介

護
福

祉
士

等
） 専

門
医

認
知

症
初

期
集

中
支

援
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ

ー

1
0



基
幹

型
地

域
型

認
知

症
医

療
支

援
診
療

所
（仮

称
）

考
え
方

・
都

道
府

県
毎

の
拠

点
・
空

床
確

保
に
よ
り
、
都

道
府
県

圏
域

内
で
の

、
周

辺
症

状
・
身
体

合
併
症

に
対

す
る
急

性
期

医
療

対
応

を
担

う

二
次
医
療
圏
域
毎
の
拠
点

・
6
5
歳

以
上

人
口

比
率

や
地
理

的
状

況
に
応

じ
て
設

置
・
診

療
所

に
設

置

機能
鑑

別
診

断
実

施
実

施
実

施

画
像

検
査

Ｃ
Ｔ
：

実
施

Ｍ
Ｒ
Ｉ：
実

施
Ｃ
Ｔ
：

実
施

Ｍ
Ｒ
Ｉ：
な
い
場

合
は

連
携

先
で
可

。
Ｃ
Ｔ
：

な
い
場

合
は

連
携

先
で
可

。
Ｍ
Ｒ
Ｉ：

な
い
場

合
は

連
携

先
で
可
。

早
期

診
断

・
早

期
対

応
－

実
施

実
施

危
機

回
避

支
援

研
修

等
実

施
－

－

早
期

診
断

・
早

期
対

応
を

担
う

医
療

機
関

の
整

備
に

つ
い

て

「
精

神
疾
患

の
医
療

体
制
の

構
築
に
係

る
指

針
の
改

正
に
つ
い
て
」

（
平
成
2
4
年
1
0
月
9
日

医
政
指
発
1
0
0
9
第
1
号
、
障
精
発
1
0
0
9
第
1
号
、
老
高
発

1
0
0
9
第
2
号

3
部
局
課
長
連
名
通
知
）

～
抄
～

[第
2

医
療

機
関

と
そ
の

連
携
]

[2
各

医
療

機
能

と
連

携
]

(5
)
認

知
症

に
対

し
て
進

行
予

防
か
ら
地

域
生
活

の
維
持

ま
で
必

要
な
医
療

を
提

供
で
き
る
機
能

【認
知

症
】

①
目

標
・

認
知

症
疾

患
医

療
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、
認
知

症
の
鑑

別
診
断

を
行

え
る
医

療
機

関
を
含
め
て
、
少

な
く
と
も

二
次

医
療
圏

に
1
カ
所

以
上
、
人

口
の
多
い
二
次
医
療
圏
で
は
概
ね

65
歳
以

上
人
口

6万
人

に
1カ

所
程
度

（
特

に
6
5

歳
以

上
人

口
が

多
い
二

次
医
療

圏
で
は

、
認
知

症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
を
複

数
カ
所

が
望

ま
し
い
。
）を

確
保

す
る
こ
と

「
認

知
症
施

策
推
進

５
か

年
計
画

（オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」

２
．
早

期
診

断
・
早

期
対
応

○
早

期
診

断
等

を
担

う
医

療
機

関
の

数
・

平
成

2
4
～

2
9
年

度
認

知
症

の
早

期
診

断
等

を
行

う
医

療
機

関
を

、
約

5
0
0
か

所
整

備
す

る
。

（
参

考
）
認

知
症
疾
患

医
療

セ
ン

タ
ー
等
の

機
能

比
較

1
1



認
知

症
カ
フ
ェ
の

取
組

の
一

例

○
１
～

２
回

／
月

程
度

の
頻

度
で
開

催
（２

時
間

程
度

／
回
）

○
通

所
介

護
施

設
や

公
民

館
の

空
き
時
間

を
活

用
○

活
動

内
容

は
、
特

別
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
用

意
さ
れ

て
い
な
く
、
利

用
者
が

主
体
的

に
活

動
。

○
効

果
・
認

知
症

の
人

→
自

ら
活

動
し
、
楽

し
め
る
場

所
・
家

族
→

わ
か

り
合

え
る
人

と
出

会
う
場

所
・
専

門
職

→
人

と
し
て
ふ

れ
あ
え
る
場

所
（
認
知

症
の
人

の
体
調

の
把
握

が
可
能

）
・
地

域
住

民
→

つ
な
が

り
の

再
構

築
の

場
所

（住
民

同
士

と
し
て
の

交
流
の

場
や
、
認
知

症
に
対

す
る
理

解
を

深
め
る
場

）

（
Ｋ
市

地
域

包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の

取
組

）

認
知

症
カ
フ
ェ
の

様
子

夜
の

カ
フ
ェ
の

様
子

認
知

症
の

人
の

家
族

に
対

す
る

支
援

の
推

進
－

認
知

症
カ
フ
ェ
の

取
組

み
－

1
2



認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

養
成

研
修

認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
か

か
り
つ
け
医

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

病
院

勤
務

の
医

療
従

事
者

向
け

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

（
新

）

実
施

主
体

都
道

府
県

・
指

定
都

市
(国

立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
に
委
託

)
都

道
府

県
・
指

定
都

市

補
助

率
国

１
／

２
，
都

道
府

県
・
指
定

都
市

１
／

２

研
修

対
象

者

実
施

主
体

の
長

が
、
都

道
府

県
・

指
定

都
市

医
師

会
と
相

談
の
上

、
下

記
の

い
ず
れ

か
の

条
件
を
満

た
し
適

当
と
認

め
た
医

師
ア

地
域

に
お
い
て
認
知

症
の
治

療
（
早

期
発

見
等

）
に
携

わ
っ
て

い
る
医

師
イ

認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

の
役

割
を
担

え
る
医

師

認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

及
び
地

域
に

お
い
て
か

か
り
つ
け
医

認
知
症

対
応

力
向

上
研

修
等

の
企

画
・立

案
等

に
協

力
し
て
い
る
医

師
、
そ
の

他
地

域
に
お
い
て
認
知

症
医
療
体

制
構

築
に
向

け
て
取

り
組

ん
で
い

る
医

師
と
し
て
実

施
主

体
の

長
が

適
当

と
認

め
た
者

診
療

科
名

を
問

わ
ず
、
各

都
道

府
県

及
び
指

定
都

市
管

内
で
勤

務
(開

業
含

む
)す

る
医

師

各
都

道
府

県
及

び
指

定
都

市
管

内
の

一
般

病
院

等
で
勤

務
す
る
医

師
、
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者

想
定

さ
れ

る
講

師
国

立
長

寿
医

療
研

究
セ
ン
タ
ー

各
実

施
主

体
に
お
い
て
選

定
認

知
症

サ
ポ
ー
ト
医

認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

、
認

知
症

ケ
ア
に
精

通
し
た
看

護
師

等

研
修

内
容

ア
か

か
り
つ
け
医

等
に
対
す
る

認
知

症
対

応
力

向
上

研
修

の
企

画
立

案
に
必

要
な
知

識
及
び
効

果
的

な
教

育
訓

練
イ

地
域

に
お
け
る
認

知
症

の
人

を
支

え
る
た
め
に
必

要
な
介
護

分
野

の
知

識
、
地

域
医

師
会

・
地

域
包

括
支

援
セ
ン
タ
ー
等

の
関

係
機

関
と
の

連
携

づ
く
り
並

び
に
連

携
を
推

進
す
る
た
め
に
必

要
な
知

識
・
技

術
な
ど
の

修
得

に
資

す
る
も
の

地
域

に
お
け
る
医

療
と
介

護
が

一
体

と
な
っ
た
認

知
症

の
人
へ

の
支

援
体

制
の

構
築

と
い
う
認
知

症
サ

ポ
ー
ト
医

の
役

割
を
適

切
に
果

た
す
た
め
の

も
の

か
か

り
つ
け
医

と
し
て
必
要

で
適

切
な
認

知
症

診
療

の
知

識
・
技

術
な
ど
の

修
得

に
資

す
る
も
の

病
院

勤
務

の
医

療
従

事
者

と
し
て

必
要

な
認

知
症

ケ
ア
の

原
則
等
の

知
識

の
修

得
に
資

す
る
も
の

研
修

時
間

４
３
０
分

(講
義

２
２
０
分

＋
演

習
２
１
０
分

)
各

実
施

主
体

に
お
い
て
判

断
２
５
０
分

９
０
分

認
知

症
の

医
療

に
か

か
る

研
修

対
象

者
の

う
ち
、
医

師
、
看

護
師

の
よ
う

な
、
直

接
患

者
に
接

す
る
機

会
が

多
い
医

療
従

事
者

に
つ
い
て
、
優

先
的

に
研

修
を

実
施

す
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
他

の
医

療
従

事
者

の
受

講
を

妨
げ
る
も
の

で
は

な
い
た
め
、
都

道
府

県
・

指
定

都
市

に
お
い
て
は

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
て
研

修
を
実

施
す
る
こ
と
。

1
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実
践

者
研
修

(1
5
7
,9
9
0
人

)

実
践

ﾘｰﾀ
ﾞｰ研

修

（
2
4
,2
5
1
人

）

指
導

者
研
修

（
1
,5
6
4
人

）

認知症介護実践研修

認
知

症
介
護

実
践
研

修
の
企

画
立
案

、
介

護
の

質
の
改

善
に
対
す
る
指
導

者
役

事
業

所
内
の

ケ
ア
チ
ー

ム
に
お
け
る
指
導

者
役

認
知

症
介
護

の
理

念
、
知

識
及
び
技

術
の

修
得

研
修

の
目

的
受

講
要

件

ステップアップ

現
場

経
験

概
ね

２
年
程

度
の
者

概
ね
５
年
以

上
の

現
場

経
験
を
有

し
て
お
り
、
実

践
者
研

修
受
講

後
1
年

以
上
経

過
し
た
者

認
知
症

介
護
に
つ
い
て
1
0
年
以

上
の

現
場

実
践
を
経

て
い
る
者

で
あ
っ

て
、
実
践

リ
ー
ダ
ー
研

修
を
修
了

し
て

い
る
者

※
「
現
場

経
験

」
と
は
、
認

知
症

高
齢
者

の
介

護
に
従
事

し
た
経
験
を
い
う
。

【
認

知
症

介
護

研
修

の
概
要

に
つ
い
て
】

※
括

弧
内
は

平
成

2
3
年
度

ま
で
の

累
計
修

了
者
数

（
認

知
症
・
虐
待

防
止
対

策
推
進

室
調
べ

）

認
知

症
の

介
護

に
か

か
る

研
修

1
4

都
道
府
県
・
指
定

都
市
が
認
知
症

介
護
研
究
・
研
修

セ
ン
タ
ー
に
委
託

都
道
府
県
・
指
定
都
市

都
道
府
県
・
指
定
都
市



《
キ

ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
養

成
研

修
》

○
実

施
主

体
：
都

道
府
県

、
市
町

村
、
全

国
的
な

職
域
団

体
等

○
目

的
：

地
域

、
職

域
に

お
け
る
「

認
知

症
サ

ポ
ー
タ
ー

養
成

講
座

」
の
講
師

役
で

あ
る

「
キ
ャ
ラ

バ
ン

メ
イ

ト
」

を
養

成
○

内
容

：
認
知

症
の

基
礎

知
識
等
の

ほ
か

、
サ

ポ
ー
タ
ー

養
成

講
座

の
展
開
方

法
、

対
象

別
の
企
画

手
法

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、
等

を
グ
ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
学
ぶ
。

○
メ

イ
ト
数

：
８
６

，
２

１
７

人
（
平
成

２
５

年
６

月
３
０
日

現
在

）

《
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
》

○
実

施
主

体
：
都

道
府
県

、
市
町

村
、
職

域
団
体

等

○
対

象
者

：
〈
住
民
〉

自
治
会
、

老
人

ｸﾗﾌﾞ､民
生

委
員

、
家
族

会
、
防
災

・
防

犯
組

織
等

〈
職
域

〉
企
業
、

銀
行

等
金

融
機
関
、

消
防

、
警

察
、
ス
ー

パ
ｰマ

ー
ケ
ッ

ト
コ

ン
ビ

ニ
エ

ン
ス

ス
ト
ア
、

宅
配

業
、

公
共
交
通

機
関

等
〈

学
校

〉
小
中
高

等
学

校
、

教
職
員
、

Ｐ
Ｔ

Ａ
等

○
サ

ポ
ー
タ

ー
数
：

４
，

１
９

３
，
０
９

３
人

（
平
成
２

５
年

６
月

３
０
日
現

在
）

※
メ

イ
ト

・
サ

ポ
ー

タ
ー

合
計

４
，

２
７

９
，

３
１

０
人

（
平

成
２

５
年

６
月

３
０

日
現

在
）

（
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
）

○
認
知

症
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
理

解
を
持
ち
、
地
域

や
職
域

で
認
知

症
の
人
や

家
族

に
対

し
て
で
き
る
範

囲
で
の
手

助
け
を
す
る
人

認
知

症
サ

ポ
ー

タ
ー

キ
ャ

ラ
バ

ン
の

実
施

状
況

1
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○
社

会
全

体
で
認

知
症

の
人

び
と
を
支

え
る
た
め
、
介

護
サ

ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地

域
の

自
助

・
互

助
を
最

大
限

活
用

す
る
こ
と
が

必
要

。

関
係

団
体

や
民

間
企

業
な

ど
の

協
力

も
得

て
、

社
会

全
体

で
認

知
症

の
人

び
と

を
支

え
る

取
組

を
展

開

地
域

包
括

支
援

セ
ン
タ
ー

認
知
症

疾
患
医

療
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

役
所

見
守

り

認
知

症
に
な
っ
て
も

安
心

し
て
暮

ら
せ
る
地
域 認
知
症

ｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ医

か
か

り
つ
け
医

交
番

見
守

り
・
配

食

地
域

で
は

多
様

な
主
体

、
機

関
が
連

携
し
て
認

知
症
の

人
び
と
を
含

め
た
高

齢
者
を
支

え
て
い
く
こ
と
が

必
要
。

関
係

府
省

と
連

携
し
、
地

域
の

取
組

を
最

大
限

支
援

交
通

手
段

の
確

保

交
通

機
関

（
小

・
中

・
高

・
大

）

生
涯

学
習

見
守

り
、
買

い
物

支
援

IC
Tを

活
用

し
た
見

守
り

（
イ
メ
ー
ジ
）

成
年

後
見

金
融

機
関

市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
日
常
生
活
圏
域
等
で
認
知
症
の
人
び
と
の

見
守
り
等
を
含
め
た
自
助
・
互
助
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る 介
護

サ
ー
ビ
ス
事

業
者

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
）

宅
配

、
新

聞
配

達
ス
ー
パ

ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、
商

店

見
守

り
認

知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
、
民

生
委

員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

認
知

症
教

育

薬
局

社
会

全
体

で
認

知
症

の
人

び
と

を
支

え
る

1
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認
知

症
患

者
に
対

す
る
医

療
分

野
と
福

祉
分

野
の

連
携

に
よ
る
総

合
的

な
対

策
を
一

層
推

進
す

る
た
め
の

実
態

把
握

及
び
予

防
、
診

断
、
治

療
、
ケ
ア
技

術
等

の
確

立
に
向

け
た
研

究

認
知

症
対

策
総

合
研

究
事

業
２
５
年
度
当

初
予
算

額
（
推
進

事
業
含

む
）

4
8

8
,0

1
9
千

円

実
態

把
握
及
び
予
防

診
断

治
療

発
症

後
対
応

・
大

規
模

な
疫

学
調

査
、
ゲ

ノ
ム
研

究
に
よ
り
、
認

知
症

の
発

症
促

進
因

子
や

抑
制

因
子

を
調

べ
る

・
認

知
症

の
経

済
学

的
影
響

な
ど
を
調

べ
る

・
超

早
期

の
発

見
や

診
断
の

た
め
の

ツ
ー
ル

開
発

・
血

液
を
含

め
様

々
な
試

料
で
の

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
研

究

・
根

本
的

治
療

法
の

開
発
、

病
態

の
解

明
・

B
P

SD
の

予
防

と
発

現
機

序

に
基

づ
い
た
治

療
法
・
対
応

法
の

開
発

・
認

知
症

の
ケ
ア
や

看
護

技
術

の
開

発

・
病

・
診

・
介

護
の
連

携
に
よ
る
認

知
症

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築

・
認

知
機

能
低

下
高

齢
者
へ

の
自

立
支

援
機

器
を
用

い
た
地

域
包

括
的

シ
ス
テ
ム
の

開
発

1
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認
知

症
国

家
戦
略

に
関

す
る

国
際

政
策
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

平
成

2
5
年

1
月

2
9
日

（
九

段
）

認
知

症
国

家
戦

略
を
打
ち
出
し
、
サ
ー
ビ
ス
改
革

等
を
強
力
に
推
進
す
る
国
々
か
ら
政
策
関
係
者

を
招
聘
。
認

知
症

政
策

の
国

際
動

向
を
把
握
。

共
通
す
る
理
念
と
推
進
体
制

認
知

症
の

人
の

思
い
を
尊

重
し
住

み
慣

れ
た
地

域
で
の

生
活

の
継

続
を
目

指
す

＜
参

加
6
カ
国

＞
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
、
日

本

基
本

的
理

念

首
相

・
大

統
領

レ
ベ
ル

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
当

事
者

・
市

民
の

積
極

的
関

与
推

進
体

制

地
域
生
活
を
可
能
と
す
る
た
め
の
共
通
戦
略
（
例
）

本
人

の
意
思

や
希
望
を
初

期
に
確
認

し
、
そ
れ

を
尊
重

し
た
ケ
ア
の

提
供

事
前

の
意

思
表
示

早
期
の
タ
イ
ム
リ
ー
で
適
切
な
診
断
と
支
援
に
よ
り
危
機
を
事
前
に
防
ぐ
予
防
的
ケ
ア
体
制

レ
ス
パ

イ
ト
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
家

族
介
護

者
（
ケ
ア
ラ
ー
）
支

援
を
強

化

行
動

・
心

理
症
状
等

へ
の
心

理
・
社
会
的
ケ
ア
の

強
化

、
抗

精
神
病

薬
使
用

の
低
減

ケ
ア
ラ
ー
支

援

行
動

・
心

理
症

状
行

動
・
心

理
症

状
へ
の

対
応

早
期

・
事

前
的
対

応

認
知
症
に
対
す
る
理
解
と
意
識
の
向
上
を
図
る

普
及

・
啓

発
1
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介
護

人
材

の
確

保
に

つ
い

て

社
会

保
障

審
議

会
介

護
保

険
部

会
（
第

4
7
回

）
資

料
３

平
成

2
5
年

９
月

４
日



介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

2

○
団

塊
の

世
代

が
７

５
歳

以
上

と
な

っ
て

く
る

２
０

２
５

年
度

に
向

け
、

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

を
構

築
し

、
在

宅
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

し
て

い
く
に

あ
た

り
、

介
護

人
材

は
、

２
３

７
～

２
４

９
万

人
が

必
要

と
推

計
さ

れ
て

お
り

、
現

在
の

１
４

９
万

人
か

ら
毎

年
６

．
８

～
７

．
７

万
人

の
人

材
を

確
保

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

○
そ

の
た

め
に

は
、

学
卒

就
職

者
や

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

な
ど

を
通

じ
て

新
た

に
入

職
し

て
く
る

者
を

維
持

・
増

加
さ

せ
る

と
と

も
に

、
離

職
し

て
他

産
業

へ
流

出
し

て
い

く
者

が
介

護
分

野
に

定
着

す
る

よ
う

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
。

○
そ

こ
で

、
介

護
人

材
の

確
保

に
あ

た
っ

て
は

、
人

材
の

新
規

参
入

の
促

進
と

定
着

を
図

る
取

組
が

必
要

で
あ

り
、

他
の

産
業

に
比

べ
て

離
職

率
が

高
い

こ
と

や
平

均
賃

金
が

低
い

こ
と

な
ど

の
課

題
を

踏
ま

え
、

以
下

の
視

点
で

取
組

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

①
参

入
の

促
進

②
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

③
職

場
環

境
の

整
備

・
改

善
④

処
遇

改
善

２
医

療
・
介

護
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

体
制

改
革

（
４

）
医

療
と

介
護

の
連

携
と

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

と
い

う
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

（
中

略
）
地

域
包

括
ケ

ア
を

支
え

る
サ

ー
ビ

ス
を

確
保

し
て

い
く
た

め
に

は
、

介
護

職
員

等
の

人
材

確
保

が
必

要
で

あ
り

、
処

遇
の

改
善

や
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

な
ど

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
報
告
書
（
抄
）

現
状
と
課
題



3

○
以

下
の

４
つ

の
視

点
か

ら
の

取
組

み
は

、
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

が
役

割
分

担
し

つ
つ

そ
れ

ぞ
れ

が
積

極
的

に
関

与
す

る
こ

と
が

重
要

。
①

参
入

の
促

進
⇒

８
・
９

ペ
ー

ジ
参

照
②

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
⇒

１
１

ペ
ー

ジ
参

照
③

職
場

環
境

の
整

備
・
改

善
⇒

１
４

ペ
ー

ジ
参

照
④

処
遇

改
善

⇒
１

７
ペ

ー
ジ

参
照

○
具

体
的

に
は

、
・
国

は
、

介
護

報
酬

改
定

を
通

じ
た

処
遇

改
善

の
取

組
の

推
進

や
認

定
介

護
福

祉
士

な
ど

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
確

立
に

向
け

た
取

組
の

推
進

・
都

道
府

県
は

、
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
を

活
用

し
つ

つ
、

人
材

確
保

に
向

け
た

さ
ま

ざ
ま

な
取

組
の

推
進

・
市

町
村

は
、

単
身

高
齢

者
な

ど
が

増
加

す
る

中
、

必
要

性
が

高
ま

る
生

活
支

援
に

つ
い

て
担

い
手

を
増

や
す

こ
と

な
ど

を
中

心
に

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。

○
特

に
、

都
道

府
県

に
つ

い
て

は
、

人
材

確
保

に
関

す
る

事
項

が
介

護
保

険
事

業
支

援
計

画
の

記
載

事
項

と
な

っ
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

積
極

的
な

政
策

展
開

が
求

め
ら

れ
る

。
地

域
に

よ
っ

て
高

齢
化

等
人

口
構

成
の

状
況

が
異

な
る

こ
と

、
介

護
労

働
市

場
は

地
域

密
着

型
で

あ
る

こ
と

、
地

域
の

関
係

者
が

協
力

し
て

対
策

を
講

じ
て

い
く
こ

と
が

効
果

的
で

あ
る

こ
と

な
ど

も
勘

案
す

る
と

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

都
道

府
県

が
広

域
的

な
視

点
か

ら
総

合
的

な
取

組
を

推
進

す
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。

○
こ

の
た

め
に

は
、

ま
ず

、
必

要
と

な
る

介
護

人
材

の
推

計
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

が
、

現
在

推
計

を
実

施
し

て
い

る
都

道
府

県
は

少
数

で
あ

り
、

推
計

手
法

が
示

さ
れ

て
い

な
い

た
め

に
実

施
で

き
て

い
な

い
と

こ
ろ

も
あ

る
。

※
平
成
2
4
年
度
に
調
査
研
究
事
業
（
社
会
福
祉
推
進
事
業
）
と
し
て
実
施
し
た
「
介
護
人
材
の
見
通
し
策
定
に
関
す
る
調
査
・
研
究
事
業
報
告
書
」
に
よ

る
と
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
に
お
い
て
、
介
護
人
材
の
需
給
推
計
を
実
施
し
て
い
る
の
は
約
2
割
。

○
こ

の
こ

と
か

ら
、

国
で

は
、

都
道

府
県

で
必

要
と

な
る

介
護

人
材

の
推

計
が

可
能

と
な

る
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

整
備

し
提

供
す

る
な

ど
、

都
道

府
県

の
人

材
確

保
の

取
組

を
支

援
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

。

論
点



平
成

1
2

年
度

(2
0

0
0

年
度

)

平
成

2
4

年
度

(2
0

1
２

年
度

)

（
推

計
値

）

平
成

2
7

年
度

(2
0

1
5

年
度

)

（
推

計
値

）

平
成

3
7

年
度

(2
0

2
5

年
度

)

（
推

計
値

）

介
護

職
員

5
5

万
人

1
4

9
万

人
1

6
7

～
1

7
6

万
人

（
1

6
4

～
1

7
2

万
人

）

2
3

7
～

2
4

9
万

人

（
2

1
8

～
2

2
9

万
人

）

【
出

典
】
厚

生
労

働
省

「
介

護
サ

ー
ビ

ス
施

設
・
事

業
所

調
査

」
、

「
医

療
・
介

護
に

係
る

長
期

推
計

」

（
注

１
）

平
成

2
7
年

度
・
平

成
3
7
年

度
の

数
値

は
社

会
保

障
・
税

一
体

改
革

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

改
革

を
前

提
と

し
た

改
革

シ
ナ

リ
オ

に
よ

る
。

（
）
内

は
現

状
を

そ
の

ま
ま

将
来

に
当

て
は

め
た

現
状

投
影

シ
ナ

リ
オ

に
よ

る
数

値
。

（
注

２
）

２
０

１
５

年
、

２
０

２
５

年
の

推
計

値
に

幅
が

あ
る

の
は

、
非

常
勤

比
率

の
変

動
を

見
込

ん
で

い
る

こ
と

に
よ

る
も

の
。

○
介

護
保

険
制

度
の

施
行

後
、

介
護

職
員

数
は

増
加

し
、
1

0
年

間
で

倍
以

上
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
2

0
2

5
年

に
は

、

介
護

職
員

は
更

に
1

.5
倍

以
上

必
要

と
推

計
さ

れ
て

い
る

。

(平
成

2
3
年

10
月

１
日

現
在

)
介

護
保

険
施

設
居

宅
サ

ー
ビ

ス
等

合
計

常
勤

非
常

勤
合

計
常

勤
非

常
勤

合
計

常
勤

非
常

勤

介
護

職
員

1
3
9
.9

万
人

8
5
.1

万
人

5
4
.8

万
人

3
5
.4

万
人

2
9
.5

万
人

5
.9

万
人

1
0
4
.5

万
人

5
5
.6

万
人

4
8
.9

万
人

6
0
.8

％
3
9
.2

％
8
3
.3

％
1
6
.7

％
5
3
.2

％
4
6
.8

％

【
出

典
】

厚
生

労
働

省
「
介

護
サ

ー
ビ

ス
施

設
・
事

業
所

調
査

」

介
護

職
員

の
推

移
と

見
通

し

4

（
１

）
介

護
職

員
の

状
況



離
職

者
２

２
．

４
万

人

※
H

2
3
の

離
職

率
（
1
6
.1

%
）で

は
2
4
.0

万
人

と
な

る
。

↓
※

当
面

1
5
％

程
度

を
目

標
。

産
業

平
均

は
約

1
5
％

で
あ

り
、

H
1
9
→

2
3
の

４
年

間
で

5
.5

%
低

下
。

１
年

あ
た

り
６

．
８

～
７

．
７

万
人

増
介

護
職

員
１

４
９

万
人

（H
24

年
）

介
護

職
員

２
３

７
～

２
４

９
万

人
（H

37
年

）

入
職

者
２

３
．

７
～

２
４

．
６

万
人

○
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
１

６
．

０
万

人
○

他
の

入
職

ル
ー

ト
（
民

間
、

口
コ

ミ
な

ど
）

６
．

６
～

７
．

５
万

人
○

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

１
．

１
万

人

※
入

職
者

は
現

状
＋
α
を

目
標

（H
23

年
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
約

15.4
万

人
、

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

約
1.0

万
人

｡）

学
卒

就
職

者
５

．
４

万
人

（H
23

年
）

介
護

人
材

確
保

に
お

け
る

当
面

の
見

通
し

に
つ

い
て

高
卒

・
専

修
・
短

大
・
大

卒
の

介
護

分
野

等
へ

就
職

し
た

者

離
職

者
の

う
ち

介
護

業
界

に
お

い
て

転
職

す
る

者
９

．
０

万
人

離
職

者
の

う
ち

他
産

業

へ
出

て
行

く
者

13.4
万

人

※
他

産
業

へ
出

て
行

く
者

、
無

職
と

な
る

者
の

率
を

10.7
％
→

9
％

目
標

⇒
研

修
充

実
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

促
進

、
魅

力
あ

る
職

場
作

り
に

よ
る

定
着

促
進

→
学

生
等

の
参

入
促

進
対

策

※
学

卒
者

数
は

現
状

維
持

目
標

⇒
参

入
促

進
対

策
、

マ
ッ

チ
ン

グ
機

能
強

化
、

魅
力

あ
る

職
場

づ
く
り

5



11.5 

23.4 

11.3 

34.2 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

産業計

介護職員

常
勤

労
働

者
の

離
職

率
・
入

職
率

（
％

）

25.1 

16.7 

26.0 
22.9 

産業計

介護職員

短
時

間
労

働
者

の

離
職

率
・
入

職
率

離
職

率
・

入
職

率
の

状
況

（
就

業
形

態
別

、
推

移
等

）

○
介

護
職

員
の

離
職

率
は

、
産

業
計

と
比

べ
て

、
常

勤
労

働
者

で
は

高
い

が
、

短
時

間
労

働
者

で
は

低
く

な
っ

て
い

る
。

○
産

業
計

・
介

護
職

員
と

も
に

離
職

率
は

低
下

傾
向

に
あ

る
。

【
出

典
】
産

業
計

の
離

職
（
入

職
）
率

：
厚

生
労

働
省

「
平

成
2
4
年

雇
用

動
向

調
査

」
、

介
護

職
員

の
離

職
（
入

職
）
率

：
（
財

)介
護

労
働

安
定

セ
ン

タ
ー

「
平

成
2
4
年

度
介

護
労

働
実

態
調

査
」

（
注

１
) 離

職
（
入

職
）
率

＝
１

年
間

の
離

職
（
入

職
）
者

数
÷

労
働

者
数

（
注

２
）
産

業
計

の
常

勤
労

働
者

：
雇

用
動

向
調

査
に

お
け

る
一

般
労

働
者

（
「
常

用
労

働
者

（
期

間
を

定
め

ず
雇

わ
れ

て
い

る
者

等
）
」
の

う
ち

、
「
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働
者

」
以

外
の

労
働

者
）
。

（
注

３
）
産

業
計

の
短

時
間

労
働

者
：
雇

用
動

向
調

査
に

お
け

る
パ

ー
ト

タ
イ

ム
労

働
者

（
常

用
労

働
者

の
う

ち
、

１
日

の
所

定
労

働
時

間
が

そ
の

事
業

所
の

一
般

の
労

働
者

よ
り

短
い

者
等

）
。

（
注

４
）
訪

問
介

護
員

と
は

介
護

労
働

実
態

調
査

に
お

け
る

「
訪

問
介

護
員

」
を

い
い

、
施

設
介

護
職

員
等

と
は

同
調

査
に

お
け

る
「
介

護
職

員
（
訪

問
介

護
以

外
の

介
護

保
険

の
指

定
事

業
所

で
働

き
、

直
接

介
護

を
行

う
者

）
」
を

い
う

。
介

護
職

員
と

は
「
訪

問
介

護
員

」
及

び
「
施

設
介

護
職

員
等

」
の

２
職

種
全

体
を

い
う

。
（
注

５
）
介

護
職

員
・
施

設
介

護
職

員
等

・
訪

問
介

護
員

の
常

勤
労

働
者

・
短

時
間

労
働

者
は

、
介

護
労

働
実

態
調

査
に

お
け

る
常

勤
労

働
者

・
短

時
間

労
働

者
を

い
う

。
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29.0 
27.4 

22.6 

25.2 
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介
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職
員

の
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率
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率

の
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移
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職

率
入

職
率

（
％

）
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15.9
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14.2 

14.8 

10 12 14 16 18 20

平
成

18
年

度
平

成
19

年
度

平
成

20
年

度
平

成
21

年
度

平
成

22
年

度
平

成
23

年
度

平
成

24
年

度

産
業

計
の

離
職

率
と

入
職

率
の

推
移

離
職

率
入

職
率

（
％

）

左
側

（
濃

い
色

）
：
離

職
率

右
側

（
薄

い
色

）
：
入

職
率
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18.3 
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24.7 

19.9 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

施設介護
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訪問介護員

施
設

介
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職
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等
・

訪
問

介
護

員
別
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職

率
・
入

職
率

の
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況
（
％

）



0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

職
業

計

介
護
関
係
職
種

（
参

考
）

都
道

府
県

別
有

効
求

人
倍

率
(平

成
2

5
年

６
月

)

○
介

護
関

係
職

種
の

有
効

求
人

倍
率

は
、

地
域

ご
と

に
、

大
き

な
差

異
が

あ
る

。
○

基
本

的
に

は
、

職
業

計
の

場
合

と
同

様
、

介
護

関
係

職
種

の
有

効
求

人
倍

率
も

、
地

方
よ

り
も

都
市

部
の

方
が

高
く

な
っ

て
い

る
。

介
護

平
均

1.64
倍

全
体

平
均

0.75
倍

都
道

府
県

別
有

効
求

人
倍

率
（
平

成
25

年
6
月

）

7
【

出
典

】
厚

生
労

働
省

「
職

業
安

定
業

務
統

計
」

( 注
)

介
護

関
連

職
種

は
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
、

介
護

支
援

専
門

員
、

介
護

福
祉

士
等

の
こ

と
。



8

視
点

①
：

参
入

の
促

進
（

そ
の

１
）

①
学

校
、

学
生

、
保

護
者

等
に

対
す

る
介

護
職

の
魅

力
の

広
報

、
入

職
を

促
進

す
る

た
め

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

を
図

る
取

組
の

推
進

②
地

域
の

生
活

支
援

（
高

齢
者

の
見

守
り

・
配

食
等

）
の

担
い

手
を

増
や

す
な

ど
す

そ
野

を
広

げ
る

③
介

護
分

野
で

働
こ

う
と

し
て

い
る

方
が

、
事

前
に

事
業

所
の

状
況

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

情
報

公
表

制
度

を
活

用
し

た
介

護
職

員
の

労
働

条
件

な
ど

の
公

表
を

推
奨

④
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
や

都
道

府
県

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

で
の

介
護

分
野

へ
の

就
職

支
援

の
取

組
⑤

潜
在

的
有

資
格

者
等

の
再

就
業

を
促

進
す

る
た

め
の

研
修

等
実

施

参
入

を
促

進
し

て
い

く
た

め
の

取
組

を
強

化
し

て
い

く
方

向
性

介
護

福
祉

士
等

修
学

資
金

貸
付

事
業

【
貸

付
内

容
】

○
貸

付
額

（
上

限
）

・
学

費
５

万
円

(月
額

)
・
入

学
準

備
金

２
０

万
円

・
就

職
準

備
金

２
０

万
円

・
生

活
費

４
万

２
千

円
（
月

額
）

→
生

保
世

帯
等

の
子

ど
も

に
貸

与
す

る
場

合
に

上
乗

せ

○
貸

付
利

子
：
無

利
子

５
年

間
継

続
し

て
福

祉
・介

護
分

野
の

事
業

所
で

就
労

し
た

場
合

に
、

返
済

を
全

額
免

除

【
貸

付
内

容
】

○
貸

付
額

（
上

限
）

・
学

費
５

万
円

(月
額

)
・
入

学
準

備
金

２
０

万
円

・
就

職
準

備
金

２
０

万
円

・
生

活
費

４
万

２
千

円
（
月

額
）

→
生

保
世

帯
等

の
子

ど
も

に
貸

与
す

る
場

合
に

上
乗

せ

○
貸

付
利

子
：
無

利
子

５
年

間
継

続
し

て
福

祉
・介

護
分

野
の

事
業

所
で

就
労

し
た

場
合

に
、

返
済

を
全

額
免

除

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
へ

の
取

組
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
で

の
取

組

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
「
福

祉
人

材
コ

ー
ナ

ー
」
を

設
置

、
介

護
職

員
と

し
て

介
護

分
野

で
働

こ
う

と
す

る
者

に
つ

い
て

、
マ

ッ
チ

ン
グ

を
実

施

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

で
の

取
組

都
道

府
県

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
福

祉
の

仕
事

の
紹

介
あ

っ
せ

ん
・
マ

ッ
チ

ン
グ

、
合

同
面

接
会

、
職

場
体

験
、

セ
ミ

ナ
ー

、
中

高
生

へ
の

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
な

ど
を

実
施

○
介

護
職

員
合

同
入

職
式

を
開

催
し

、
介

護
職

員
に

対
し

知
事

が
激

励
（埼

玉
県

に
お

け
る

取
組

）

○
小

学
校

・
中

学
校

・高
校

へ
介

護
職

の
実

態
を

描
写

し
た

図
書

を
寄

贈
（広

島
県

に
お

け
る

取
組

）

○
介

護
に

関
す

る
漫

画
の

イ
ラ

ス
ト

を
活

用
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

中
学

校
、

高
校

等
へ

の
配

布
や

、
ロ

ー
カ

ル
放

送
を

活
用

し
た

テ
レ

ビ
に

よ
る

広
報

（
高

知
県

に
お

け
る

取
組

）

（
２

）
４

つ
の

取
組

の
視

点



9

視
点

①
：

参
入

の
促

進
（

そ
の

２
）



（
参

考
）

介
護

職
に

対
す

る
イ

メ
ー

ジ

○
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

や
介

護
福

祉
士

な
ど

の
介

護
職

に
つ

い
て

、
イ

メ
ー

ジ
に

近
い

も
の

は
ど

れ
か

聞
い

た
と

こ
ろ

、
「

夜
勤

な
ど

が
あ

り
、

き
つ

い
仕

事
」

を
挙

げ
た

者
が

６
５

.１
％

と
最

も
高

く
、

以
下

、
「

社
会

的
に

意
義

の
あ

る
仕

事
」

、
「

給
与

水
準

が
低

い
仕

事
」

、
「

や
り

が
い

の
あ

る
仕

事
」

な
ど

の
順

と
な

っ
て

い
る

。

○
介

護
職

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

の
さ

ら
な

る
向

上
が

重
要

で
あ

り
、

若
い

方
に

も
介

護
職

に
就

い
て

も
ら

え
る

よ
う

な
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
出

典
】
内

閣
府

「
介

護
保

険
制

度
に

関
す

る
世

論
調

査
」
（平

成
２

２
年

）
1
0



11

視
点

②
：

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立

初
任

者
研

修
修

了
者

（
旧

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
２
級

研
修

相
当

）

認
定

介
護

福
祉

士
（仮

称
）

介
護

福
祉

士

＜
実

務
者

研
修

＞

（
養

成
施

設
ル

ー
ト）

今
後

の
介

護
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

介
護

キ
ャ

リ
ア

段
位

制
度

（内
閣

府
）

①
専

門
的

な
知

識
を

習
得

し
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

が
図

ら
れ

る
よ

う
職

員
に

対
す

る
研

修
の

受
講

支
援

②
事

業
運

営
規

模
の

拡
大

や
経

営
の

高
度

化
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

る
法

人
の

枠
を

超
え

た
人

事
交

流
や

研
修

等
の

実
施

の
推

進

③
改

正
後

の
介

護
福

祉
士

制
度

の
円

滑
な

施
行

等
（
実

務
者

研
修

の
導

入
、

養
成

施
設

卒
業

者
に

対
す

る
国

家
試

験
義

務
付

け
、

準
介

護
福

祉
士

の
廃

止
・
介

護
福

祉
士

へ
の

統
一

化
）

④
認

定
介

護
福

祉
士

の
具

体
化

に
向

け
た

取
組

な
ど

、
介

護
福

祉
士

の
資

格
取

得
後

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

⑤
介

護
キ

ャ
リ

ア
段

位
制

度
な

ど
を

活
用

し
た

事
業

者
に

よ
る

O
JT研

修
の

促
進

⑥
事

業
者

（
管

理
者

）の
人

材
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
能

力
の

強
化

の
た

め
の

取
組

の
推

進
⑦

常
勤

職
員

を
増

加
し

て
い

く
上

で
有

効
な

在
宅

サ
ー

ビ
ス

の
普

及
等

（
期

待
さ

れ
る

取
組

の
例

）
・
介

護
職

員
の

技
術

を
向

上
さ

せ
る

取
組

・
職

位
に

応
じ

た
賃

金
体

系
の

整
備

・
経

験
年

数
等

に
応

じ
た

業
務

内
容

の
高

度
化

等
魅

力
あ

る
職

場
づ

く
り

・
介

護
職

員
に

他
分

野
な

ど
様

々
な

経
験

の
機

会
を

付
与

・
新

人
職

員
に

対
し

先
輩

職
員

を
教

育
係

と
す

る
な

ど
社

内
教

育
の

充
実

等

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
を

実
現

し
て

い
く
た

め
の

取
組

を
強

化
し

て
い

く
方

向
性

＜
国

に
お

け
る

取
組

例
＞

＜
事

業
者

に
お

け
る

取
組

例
＞

・
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
を

通
じ

事
業

所
に

対
す

る
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
導

入
を

支
援

（
静

岡
県

の
取

組
）

・
経

験
や

資
格

に
応

じ
た

モ
デ

ル
給

与
表

を
提

示
し

、
事

業
所

で
の

処
遇

改
善

を
促

進
（
埼

玉
県

の
取

組
）

＜
県

に
お

け
る

取
組

例
＞

レ
ベ

ル
レ

ベ
ル

の
特

徴

プロレベル

７
分

野
を

代
表

す
る

ト
ッ

プ
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

６
・
プ

ロ
レ

ベ
ル

の
ス

キ
ル

・
高

度
な

専
門

性
、

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
５４

チ
ー

ム
内

で
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

３
指

示
が

な
く
と

も
、

一
人

前
の

仕
事

が
で

き
る

２
指

示
の

も
と

、
あ

る
程

度
の

仕
事

が
で

き
る

１
職

業
準

備
教

育
を

受
け

た
段

階

78.6
%

人
事

評
価

や
処

遇
決

定
へ

の
活

用
可

能
性

71.3
%

10.3
%

能
力

開
発

や
ス

キ
ル

向
上

に
役

立
つ

か
（
介

護
職

員
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

）

活
用

で
き

る
と

思
う

役
に

立
つ

と
思

う

改
善

す
れ

ば
役

立
つ

と
思

う



１
認

知
症

介
護

や
他

職
種

と
の

連
携

等
の

介
護

人
材

の
資

質
向

上
を

図
る

た
め

養
成

体
系

を
整

理

初
任

者
研

修
終

了
者

→
介

護
福

祉
士

→
認

定
介

護
福

祉
士

（
仮

称
）
を

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
基

本
と

す
る

。
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

２
級

研
修

を
「
初

任
者

研
修

」
と

位
置

付
け

。
在

宅
・
施

設
を

問
わ

ず
、

介
護

職
と

し
て

働
く

上
で

基
本

と
な

る
知

識
・
技

術
を

修
得

す
る

研
修

と
す

る
。

介
護

職
員

基
礎

研
修

及
び

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
１

級
研

修
は

、
実

務
者

研
修

に
一

本
化

。

２
実

務
者

研
修

は
、

以
下

の
よ

う
に

見
直

し
た

う
え

で
、

平
成

２
７

年
度

よ
り

施
行

（
注

）
1
9
年

法
改

正
に

よ
り

、
国

家
試

験
を

受
験

す
る

実
務

経
験

者
に

義
務

付
け

ら
れ

た
研

修

実
務

者
研

修
の

目
標

は
、

実
務

経
験

だ
け

で
は

修
得

で
き

な
い

幅
広

い
利

用
者

に
対

す
る

体
系

的
な

知
識

・
技

能
の

修
得

。
研

修
目

標
は

維
持

し
つ

つ
、

働
き

な
が

ら
研

修
を

受
講

し
や

す
い

環
境

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

時
間

数
を

4
5
0
時

間
に

見
直

し
。

（
1
9
年

法
改

正
時

は
6
0
0
時

間
を

想
定

）

３
介

護
福

祉
士

養
成

施
設

卒
業

者
に

対
す

る
国

家
試

験
義

務
付

け
（
平

成
２

７
年

度
よ

り
）

（
注

）
介

護
福

祉
士

等
の

業
務

に
喀

痰
吸

引
等

を
追

加
し

、
養

成
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

充
実

12

（
参

考
）

介
護

人
材

の
資

質
向

上
の

た
め

の
資

格
制

度
の

見
直

し
状

況



（
参

考
）

「
准

介
護

福
祉

士
」

の
廃

止
と

介
護

福
祉

士
の

統
一

化
に

つ
い

て

○
「准

介
護

福
祉

士
」と

は
、

養
成

施
設

卒
業

者
の

う
ち

、
国

家
試

験
に

合
格

し
な

か
っ

た
者

に
付

与
さ

れ
る

資
格

で
あ

り
、

養
成

施
設

修
了

者
に

国
家

試
験

の
合

格
が

義
務

づ
け

ら
れ

る
平

成
２

７
年

度
以

降
に

発
生

。

「
准

介
護

福
祉

士
」
と

は

○
日

・フ
ィ

リ
ピ

ン
Ｅ

Ｐ
Ａ

協
定

締
結

当
時

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
「就

学
コ

ー
ス

」候
補

者
は

、
「介

護
福

祉
士

」資
格

の
取

得
の

た
め

に
は

、
国

家
試

験
の

合
格

が
必

要
な

い
従

来
の

制
度

を
前

提
と

し
て

い
た

。
こ

の
た

め
、
平

成
１

９
年

の
社

会
福

祉
士

及
び

介
護

福
祉

士
法

の
改

正
で

養
成

施
設

卒
業

者
に

対
す

る
国

家
試

験
が

義
務

付
け

ら
れ

た
際

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

「就
学

コ
ー

ス
」の

候
補

者
が

国
家

試
験

に
不

合
格

の
場

合
も

、
日

本
に

在
留

で
き

る
よ

う
に

す
る

た
め

に
も

、
「准

介
護

福
祉

士
」制

度
が

創
設

さ
れ

た
。

「
准

介
護

福
祉

士
」
創

設
の

背
景

国
会

の
附

帯
決

議
等

○
平

成
１

９
年

の
改

正
法

の
審

議
の

際
に

、
国

家
試

験
に

不
合

格
の

場
合

に
も

、
「准

介
護

福
祉

士
」資

格
を

付
与

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

介
護

福
祉

士
の

資
質

向
上

を
図

る
改

正
法

の
趣

旨
に

反
す

る
と

の
議

論
が

あ
っ

た
。

○
こ

の
た

め
、

「准
介

護
福

祉
士

」資
格

に
つ

い
て

は
、

改
正

法
の

附
則

や
国

会
の

附
帯

決
議

で
、

フ
ィ
リ

ピ
ン

政
府

と
早

急
に

調
整

を
行

い
、

速
や

か
に

「介
護

福
祉

士
」資

格
へ

の
統

一
化

を
図

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
。

○
フ

ィ
リ

ピ
ン

政
府

と
交

渉
中

で
あ

り
、

両
国

間
で

一
致

で
き

次
第

「准
介

護
福

祉
士

」の
廃

止
が

可
能

と
な

る
。

○
フ

ィ
リ

ピ
ン

政
府

は
、

「就
労

コ
ー

ス
」へ

の
送

り
出

し
に

注
力

し
、

「就
学

コ
ー

ス
」に

つ
い

て
は

平
成

23年
度

以
降

送
り

出
し

を
停

止
し

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
フ

ィ
リ

ピ
ン

側
に

と
っ

て
、

現
時

点
で

は
「准

介
護

福
祉

士
」資

格
の

意
味

は
実

態
上

な
く
な

っ
て

い
る

。
○

現
状

の
ま

ま
で

は
、
平

成
２

７
年

度
以

降
は

日
本

人
の

養
成

施
設

卒
業

者
で

国
家

試
験

不
合

格
者

の
み

に
「准

介
護

福
祉

士
」が

発
生

す
る

こ
と

に
な

る
。

フ
ィ

リ
ピ

ン
・
就

学
コ

ー
ス

候
補

者
の

受
入

れ
状

況

13

○
改

正
法

附
則

第
９

条
政

府
は

、
経

済
上

の
連

携
に

関
す

る
日

本
国

と
フ

ィ
リ

ピ
ン

共
和

国
と

の
間

の
協

定
に

関
す

る
日

本
国

政
府

と
フ

ィ
リ

ピ
ン

共
和

国
政

府
の

間
の

協
議

の
状

況
を

勘
案

し
、

こ
の

法
律

の
公

布
後

５
年

を
目

途
と

し
て

、
准

介
護

福
祉

士
の

制
度

に
つ

い
て

検
討

を
加

え
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
必

要
な

措
置

を
講

ず
る

も
の

と
す

る
。

○
参

議
院

厚
生

労
働

委
員

会
に

お
け

る
法

律
案

に
対

す
る

附
帯

決
議

（平
成

１
９

年
４

月
２

６
日

）
～

抄
～

准
介

護
福

祉
士

の
仕

組
み

は
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
と

の
間

の
経

済
連

携
協

定
と

の
整

合
を

確
保

す
る

観
点

に
も

配
慮

し
て

暫
定

的
に

置
か

れ
た

も
の

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

介
護

福
祉

士
制

度
の

見
直

し
後

の
介

護
福

祉
士

の
受

け
入

れ
の

在
り

方
に

つ
い

て
早

急
に

フ
ィ

リ
ピ

ン
側

と
調

整
を

行
う

等
の

対
応

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

、
速

や
か

に
介

護
福

祉
士

へ
の

統
一

化
を

図
る

こ
と

。

※
「就

学
コ

ー
ス

」・・・養
成

施
設

を
卒

業
し

て
介

護
福

祉
士

を
取

得
す

る
コ

ー
ス

「就
労

コ
ー

ス
」・・・介

護
施

設
で

介
護

実
務

経
験

を
経

て
国

家
試

験
の

合
格

に
よ

り
介

護
福

祉
士

を
取

得
す

る
コ

ー
ス
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視
点

③
：

職
場

環
境

の
整

備
・

改
善

＜
基
本
情
報
＞

１
事
業
所
の
名
称
、
所
在
地
等

４
利
用
料
等

２
従
業
者
に
関
す
る
情
報

５
法
人
情
報

３
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

＜
運
営
情
報
＞

１
利
用
者
の
権
利
擁
護
の
取
組

５
適
切
な
事
業
運
営
・
管
理
の
体
制

２
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
の
取
組

６
安
全
・
衛
生
管
理
等
の
体
制

３
相
談
・
苦
情
等
へ
の
対
応

７
そ
の
他
(
従
業
者
研
修
の
状
況
等
)

４
外
部
機
関
等
と
の
連
携

○
介
護
従
事
者
に
関
す
る
情
報
の
具
体
的
な
公
表
内
容
例

＜
職
種
・
勤
務
形
態
別
の
採
用
・
退
職
者
数
＞

採
用

・
離

職
者

数

介
護

職
員

介
護

支
援

専
門

員

常
勤

非
常

勤
常

勤
非

常
勤

前
年

度
の

採
用

者
数

４
１

２
１

前
年

度
の

退
職

者
数

３
０

１
０

介
護

サ
ー

ビ
ス

情
報

の
公

表
制

度

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

①
介

護
職

員
の

負
担

軽
減

（
介

護
職

員
の

腰
痛

予
防

等
）
を

図
る

た
め

に
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

促
進

②
介

護
福

祉
機

器
の

導
入

な
ど

職
場

環
境

の
整

備
を

図
る

た
め

に
助

成
金

の
活

用
③

介
護

分
野

で
働

こ
う

と
し

て
い

る
方

が
、

事
前

に
事

業
所

の
状

況
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
情

報
公

表
制

度
を

活
用

し
た

介
護

職
員

の
労

働
条

件
な

ど
の

公
表

（
再

掲
）

④
ＩＣ

Ｔ
を

活
用

し
た

情
報

連
携

の
推

進
・
業

務
の

効
率

化
等

職
場

環
境

の
整

備
・
改

善
の

た
め

の
取

組
を

強
化

し
て

い
く
方

向
性

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
開

発
支

援

○
移
乗
介
助
①

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
用
い
て
介
助
者
の
パ
ワ
ー
ア
シ

ス
ト
を
行
う
装
着
型
の
機
器

○
移
乗
介
助
②

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
用
い
て
介
助
者
に
よ
る
抱
え
上

げ
動
作
の
パ
ワ
ー
ア
シ
ス
ト
を
行
う
非
装
着
型
の
機
器

中
小

企
業

労
働

環
境

向
上

助
成

金

重
点
分
野
等
の
中
小
企
業
が
、
雇
用
管
理
責
任
者
を
選
任
し
、
雇
用
管

理
改
善
に
つ
な
が
る
例
え
ば
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
就
業
規
則
・
労
働

協
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
制
度
を
新
た
に
導
入
、
又
は
介
護
福
祉
機

器
の
導
入
を
行
っ
た
場
合
に
、
助
成
金
を
支
給
す
る
。

○
評
価
・
処
遇
制
度

評
価
・
処
遇
制
度
、
昇
進
・
昇
格
基
準
等
を
導
入
し
実
施

⇒
４
０
万
円
助
成

○
介
護
福
祉
機
器
（
介
護
事
業
所
の
み
）

介
護
福
祉
機
器
等
を
導
入

⇒
導
入
費
用
の
１
／
２
助
成
（
上
限
3
0
0万
円
）

＜
今
後
の
開
発
等
の
重
点
分
野
の
例
＞



19.7%
27.8%

38.2%
44.0%

15.4%
21.6%

33.2%
32.1%

26.9%

62.1%

13.3%

36.8%

16.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

キャリア・アップの仕組みの整備

働き方や仕事内容、キャリアについ

て上司と相談する機会の設定

勤務体制を決める際の職員の要望

を聞く機会の設定

採用時における賃金・勤務時間の

説明

介護能力を適切に評価する仕組み

介護能力に見合った仕事への配置

介護能力の向上に向けた研修

実務の中で、上司や先輩から指導

や助言を受ける機会の設定

介護に関する事例検討会の開催

定期的な健康診断の実施

介助しやすい施設づくりや福祉機

器の導入

事故やトラブルへの対応マニュアル

作成等の体制づくり

事業所の相談援助体制の設定

（
参

考
）

介
護

労
働

者
か

ら
見

た
職

場
の

取
組

状
況

（
出

典
）

（
財

）
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
「

平
成

24
年

度
介

護
労

働
実

態
調

査
」

○
職

場
に

お
け

る
各

種
取

組
に

つ
い

て
、

介
護

労
働

者
に

十
分

行
わ

れ
て

い
る

か
ど

う
か

を
聞

い
た

と
こ

ろ
、

「
キ

ャ

リ
ア

・
ア

ッ
プ

の
仕

組
み

の
整

備
」

は
約

２
割

に
と

ど
ま

っ
て

い
る

。

○
ま

た
、

「
介

護
し

や
す

い
施

設
づ

く
り

や
福

祉
機

器
の

導
入

」
に

つ
い

て
も

１
３

.３
％

と
低

く
な

っ
て

い
る

。

職
場

に
お

け
る

各
種

取
組

の
う

ち
「
十

分
行

わ
れ

て
い

る
」と

回
答

し
た

介
護

労
働

者
の

割
合

1
5



54.3%

27.2%

18.0%

29.3%
26.4%

20.0%

38.9%

46.4%

38.2%

28.2%

20.3%

26.0%

53.9%

18.1%
18.1%

34.2%
30.4%

19.5%

41.2%

49.0%

31.3%

20.2%
17.5%

25.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

仕事の内容・やりがい

キャリア・アップの機会

賃金
労働時間・休日等の労働条件

勤務体制

人事評価・処遇のあり方

職場の環境

職場の人間関係、コミュニケー

ション

雇用の安定性

福利厚生

教育訓練・能力開発のあり方

職業生活全体

正
規

職
員

非
正

規
職

員

（
参

考
）

介
護

労
働

者
の

仕
事

に
対

す
る

満
足

度

（
出

典
）

（
財

）
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
「

平
成

24
年

度
介

護
労

働
実

態
調

査
」

○
介

護
労

働
者

の
仕

事
に

対
す

る
満

足
度

を
見

る
と

、
「

仕
事

の
内

容
・

や
り

が
い

」
は

高
く

な
っ

て
い

る
が

、
キ

ャ

リ
ア

・
ア

ッ
プ

の
機

会
」

や
「

賃
金

」
に

つ
い

て
は

、
満

足
度

が
低

く
な

っ
て

い
る

。

1
6
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視
点

④
：

処
遇

改
善

○
介

護
職

員
の

処
遇

改
善

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
介

護
報

酬
改

定
等

に
よ

り
取

り
組

ん
で

き
て

い
る

。
＜
平
成
2
1年
４
月
＞

平
成
21年

度
介
護
報
酬
改
定
で
の
プ
ラ
ス
３
％
改
定

＜
平
成
2
1年
10
月
～
平
成
24
年
３
月
＞

介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
（
補
正
予
算
）

＜
平
成
2
4年
４
月
＞

平
成
24年

度
介
護
報
酬
改
定
で
の
プ
ラ
ス
１
．
２
％
改
定

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
創
設
（
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
に
よ
る
処
遇
改
善
の
継
続
）

○
介

護
職

員
の

賃
金

水
準

の
改

善
の

た
め

に
は

、
介

護
報

酬
の

改
定

を
通

じ
た

取
組

が
中

心
と

な
る

が
、

職
員

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
に

あ
わ

せ
た

賃
金

制
度

を
事

業
所

で
整

備
す

る
な

ど
事

業
者

に
よ

る
取

り
組

み
も

非
常

に
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
施

設
長

等
の

管
理

者
が

高
い

意
識

を
持

つ
こ

と
が

求
め

ら
れ

る
。

○
ま

た
、

事
業

者
の

介
護

職
員

の
処

遇
改

善
に

対
す

る
取

組
に

つ
い

て
、

介
護

分
野

で
働

く
こ

と
を

希
望

し
て

い
る

者
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

も
活

用
し

て
積

極
的

に
周

知
し

て
い

く
こ

と
も

重
要

で
あ

る
。

・
介

護
報

酬
の

改
定

を
通

じ
て

、
介

護
職

員
の

更
な

る
処

遇
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
事

業
者

に
よ

る
取

組
の

促
進

策
を

検
討

・
施

設
長

や
人

事
労

務
管

理
者

な
ど

に
対

す
る

研
修

の
実

施
等

処
遇

改
善

に
向

け
た

取
組

を
強

化
し

て
い

く
方

向
性



男
女

計
男

性
女

性

平
均

年
齢

勤
続

年
数

き
ま

っ
て

支
給

す
る

現
金

給
与

額
構

成
比

平
均

年
齢

勤
続

年
数

き
ま

っ
て

支
給

す
る

現
金

給
与

額
構

成
比

平
均

年
齢

勤
続

年
数

き
ま

っ
て

支
給

す
る

現
金

給
与

額

（
歳

）
（
年

）
（
千

円
）

（％
）

（歳
）

（
年

）
（千

円
）

（％
）

（歳
）

（年
）

（
千

円
）

産業別

産
業

計
4
1
.7

1
1
.8

3
2
5
.6

6
7
.4

%
4
2
.5

1
3
.2

3
6
2
.3

3
2
.6

%
4
0
.0

8
.9

2
4
9
.7

医
療

・
福

祉
3
9
.9

7
.7

2
9
5
.7

2
6
.9

%
3
9
.6

8
.0

3
7
6
.1

7
3
.1

%
4
0
.0

7
.6

2
6
6
.1

社
会

保
険

・
社

会
福

祉
・介

護
事

業
4
0
.6

6
.9

2
4
1
.4

2
7
.9

%
3
9
.2

7
.0

2
7
4
.2

7
2
.1

%
4
1
.2

6
.9

2
2
8
.7

サ
ー

ビ
ス

業
4
2
.8

8
.0

2
6
9
.6

6
7
.4

%
4
4
.0

8
.8

2
9
1
.5

3
2
.6

%
4
0
.4

6
.3

2
2
4
.5

職種別

医
師

4
1
.2

 
5
.2

 
8
7
9
.3

 
7
2
.8

%
4
2
.6

 
5
.6

 
9
3
1
.2

 
2
7
.2

%
3
7
.6

 
4
.0

 
7
4
0
.1

 

看
護

師
3
7
.3

 
7
.1

 
3
2
6
.9

 
7
.3

%
3
4
.6

 
6
.0

 
3
3
6
.2

 
9
2
.7

%
3
7
.6

 
7
.2

 
3
2
6
.2

 

准
看

護
師

4
6
.3

 
1
0
.3

 
2
8
0
.0

 
8
.2

%
3
8
.8

 
9
.9

 
3
0
1
.0

 
9
1
.8

%
4
7
.0

 
1
0
.4

 
2
7
8
.1

 

理
学

療
法

士
、
作

業
療

法
士

3
1
.2

 
5
.0

 
2
7
6
.8

 
4
4
.9

%
3
2
.0

 
5
.0

 
2
8
9
.9

 
5
5
.1

%
3
0
.5

 
5
.0

 
2
6
6
.1

 

保
育

士
3
5
.0

 
7
.8

 
2
1
4
.2

 
5
.3

%
3
0
.0

 
4
.7

 
2
3
1
.2

 
9
4
.7

%
3
5
.3

 
8
.0

 
2
1
3
.3

 

ケ
ア

マ
ネ

ジ
ャ

ー
4
6
.1

 
7
.0

 
2
6
0
.4

 
2
2
.5

%
3
9
.6

 
7
.1

 
2
8
5
.8

 
7
7
.5

%
4
8
.0

 
7
.0

 
2
5
3
.0

 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
4
4
.6

 
5
.1

 
2
0
8
.5

 
1
9
.2

%
3
7
.0

 
3
.2

 
2
2
6
.3

 
8
0
.8

%
4
6
.4

 
5
.5

 
2
0
4
.2

 

福
祉

施
設

介
護

員
3
8
.3

 
5
.5

 
2
1
8
.4

 
3
3
.1

%
3
5
.6

 
5
.3

 
2
3
1
.4

 
6
6
.9

%
3
9
.7

 
5
.6

 
2
1
1
.9

 

【
出
典
】
厚
生
労
働
省
「
平
成
２
４
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
」

注
１
）
常
勤
労
働
者
と
は
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
の
一
般
労
働
者
（
短
時
間
労
働
者
以
外
の
労
働
者
）
を
い
う
。

短
時
間
労
働
者
と
は
、
１
日
の
所
定
労
働
時
間
が
一
般
の
労
働
者
よ
り
も
短
い
者
、
又
は
１
日
の
所
定
労
働
時
間
が
一
般
の
労
働
者
と
同
じ
で
も
１
週
の
所
定
労
働
日
数
が

一
般
の
労
働
者
よ
り
も
少
な
い
者
を
い
う
。

注
２
）
サ
ー
ビ
ス
業
と
は
、
廃
棄
物
処
理
業
、
自
動
車
整
備
業
、
機
械
等
修
理
業
、
そ
の
他
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
業
、
政
治
・
経
済
・
文
化
団
体
・
宗
教
、
職
業
紹
介
・
労
働
者
派
遣

業
が
含
ま
れ
る
。

注
３
）
福
祉
施
設
介
護
員
は
、
児
童
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
者
福
祉
施
設
、
老
人
福
祉
施
設
そ
の
他
の
福
祉
施
設
に
お
い
て
、
介
護
の
仕
事
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。

注
４
）
き
ま
っ
て
支
給
す
る
現
金
給
与
額
：
労
働
協
約
、
就
業
規
則
等
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
て
い
る
支
給
条
件
、
算
定
方
法
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
現
金
給
与
額
。
基

本
給
の
ほ
か
、
家
族
手
当
、
超
過
労
働
手
当
を
含
む
が
、
賞
与
は
含
ま
な
い
。
な
お
手
取
り
額
で
は
な
く
、
所
得
税
、
社
会
保
険
料
な
ど
を
控
除
す
る
前
の
額
で
あ
る
。

○
勤

続
年

数
、

平
均

年
齢

等
の

要
素

の
違

い
が

あ
り

、
単

純
な

比
較

は
で

き
な

い
が

、
①

介
護

分
野

の
平

均
賃

金
の

水
準

は
産

業
計

の
平

均
賃

金
と

比
較

し
て

低
い

傾
向

に
あ

り
、

②
常

勤
労

働
者

で
あ

る
介

護
職

員
の

平
均

賃
金

は
、

医
療

福
祉

分
野

に
お

け
る

他
の

職
種

の
平

均
賃

金
と

比
較

し
て

低
い

傾
向

に
あ

る
。

○
女

性
の

介
護

職
員

は
、

産
業

計
や

福
祉

・
介

護
分

野
全

体
と

の
差

が
、

そ
れ

ほ
ど

大
き

く
は

な
い

。
○

な
お

、
介

護
職

員
は

、
産

業
計

と
比

較
す

る
と

、
勤

続
年

数
が

短
い

（
半

分
弱

）
。

（
参

考
）

介
護

職
員

の
賃

金
（

常
勤

労
働

者
）

1
8

常
勤
労
働
者
の
男
女
比
、
平
均
年
齢
、
勤
続
年
数
及
び
平
均
賃
金



17%
21%

33%

50%

71%
81%

15%
13%

11%
10%

7%
4%

12%

23%
29%

23%
13%

9%

36%
30%

20%
12%

7%
4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

４
人

以
下

５
～

９
人

１
０

～
１

９
人

２
０

～
４

９
人

５
０

～
９

９
人

１
０

０
人

以
上

〔
定

昇
制

度
あ

り
〕
定

昇
を

行
っ

た
〔
定

昇
制

度
あ

り
〕
定

昇
を

行
わ

な
か

っ
た

〔
定

昇
制

度
な

し
〕
昇

給
し

た
人

も
い

る
〔
定

昇
制

度
な

し
〕
昇

給
し

た
人

は
い

な
か

っ
た

【
賃

金
表

あ
り

】
賃

金
表

の
昇

給
ル

ー
ル

に
基

づ
い

て
昇

給
す

る
。

３
５

．
６

%

【
賃

金
表

あ
り

】
賃

金
表

は
あ

る
が

、
収

支
状

況
等

に
応

じ
て

運
用

は
変

動
す

る
。

２
２

．
５

%

【
賃

金
表

な
し

】毎
年

経
営

ト
ッ

プ
の

判
断

に
よ

っ
て

決
め

る
。

３
６

．
６

%

【
賃

金
表

な
し

】毎
年

労
使

で
話

し
合

っ
て

決
め

る
。

１
．

４
%

【
賃

金
表

な
し

】そ
の

他
２

．
０

%

（
参

考
）

事
業

所
に

お
け

る
賃

金
制

度
の

整
備

状
況

【
出

典
】

介
護

労
働

安
定

セ
ン

タ
ー

「
介

護
職

員
の

賃
金

・
雇

用
管

理
の

実
態

調
査

結
果

報
告

書
」

（
平

成
２

４
年

度
老

人
保

健
健

康
増

進
等

事
業

）

○
介

護
事

業
所

に
お

け
る

定
昇

制
度

や
賃

金
表

の
整

備
状

況
を

見
る

と
、

事
業

所
の

規
模

が
小

さ
く
な

る
と

、
定

昇
制

度
も

な
く
、

昇
給

し
た

人
も

い
な

い
事

業
所

が
多

く
な

る
。

○
ま

た
、

定
昇

制
度

が
あ

る
事

業
所

で
の

賃
金

表
の

整
備

状
況

を
見

る
と

、
賃

金
表

が
な

い
事

業
所

が
約

４
割

と
な

っ
て

い
る

。

事
業

所
規

模
別

の
基

本
給

の
定

昇
制

度
の

有
無

と
運

用
状

況

定
昇

制
度

の
あ

る
事

業
所

に
お

け
る

賃
金

表
の

整
備

状
況

と
運

用
状

況

1
9



①
京

都
府

に
お

け
る

介
護

人
材

確
保

・
定

着
に

向
け

た
取

組
京

都
府

の
取

組

Ⅰ
福

祉
人

材
育

成
認

証
制

度
の

普
及

・
推

進
Ⅱ

３
年

間
（
平

成
2
4
年

度
～

平
成

26
年

度
）で

新
た

に
福

祉
人

材
6,000

人
の

確
保

及
び

定
着

を
推

進
Ⅲ

府
北

部
地

域
で

の
福

祉
人

材
確

保
（３

年
間

で
90

0人
）

○
「
き

ょ
う

と
介

護
・福

祉
ジ

ョ
ブ

ネ
ッ

ト
」
の

構
築

。
・
介

護
現

場
の

職
員

、
関

係
団

体
、

職
能

団
体

が
参

集
し

意
見

を
交

わ
す

人
材

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
い

て
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
や

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
を

設
置

し
、

人
材

確
保

・定
着

に
向

け
た

事
業

や
大

学
等

と
連

携
し

た
取

組
を

実
施

。

き
ょ

う
と

介
護

・
福

祉
ジ

ョ
ブ

ネ
ッ

ト
の

構
成

参
画

団
体

連
絡

会
「
福

祉
人

材
確

保
に

関
す

る
こ

と
の

連
絡

・
情

報
共

有
」

●
メ

ン
バ

ー
参

画
団

体
（
広

く
呼

び
か

け
）

●
会

議
隔

月
開

催
●

内
容

・
Ｗ

Ｇ
等

活
動

報
告

・
参

画
団

体
活

動
報

告
・
事

業
協

力
依

頼
（
ジ

ョ
ブ

ネ
ッ

ト
企

画
事

業
、

参
画

団
体

主
催

事
業

）
・
団

体
か

ら
の

提
案

人
材

確
保

Ｗ
Ｇ

●
メ

ン
バ

ー
２

０
名

程
度

●
会

議
月

１
回

程
度

北
部

連
絡

会
地

域
で

の
情

報
共

有
（
市

町
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
北

部
サ

テ
ラ

イ
ト

、
北

部
看

護
職

支
援

セ
ン

タ
ー

等
）

府
内

介
護

・
福

祉
事

業
所

幹
事

会
（
年

２
回

程
度

）
「
福

祉
人

材
確

保
に

係
る

方
向

性
確

認
・
方

針
決

定
」

人材確保・定着チーム

「中途人材の確保・定着」

仕事理解促進チーム

「業界による魅力発信システ

ムの構築」

大
学

等
連

携
Ｐ

Ｔ
●

メ
ン

バ
ー

１
０

名
程

度
●

会
議

月
１

回
程

度

「
養

成
校

・
現

場
一

体
型

人
材

養
成

」

「
人

材
育

成
認

証
制

度
の

構
築

」

看
護

職
確

保
Ｐ

Ｔ
●

メ
ン

バ
ー

１
０

名
程

度
●

会
議

月
１

回
程

度

「
潜

在
看

護
職

の
早

期
復

帰
シ

ス
テ

ム
」

「
福

祉
現

場
看

護
の

理
解

促
進

」

北
部

人
材

確
保

Ｗ
Ｇ

●
メ

ン
バ

ー
１

１
名

●
会

議
月

１
回

程
度

「
現
任
職
員
及
び
若
者
誘
致
に
係

る
基
盤
整
備
」

「
魅
力
発
信
・
理
解
促
進
事
業
の

実
施
」

方
針

報
告

情
報

提
供

・
協

力
依

頼

連
絡

・
調

整
・

協
力

依
頼

団
体

会
議

・
Ｈ

Ｐ
・
メ

ル
マ

ガ
等

で
情

報
共

有
、

協
力

依
頼

20

（
３

）
都

道
府

県
に

よ
る

取
組



②
広

島
県

に
お

け
る

介
護

人
材

確
保

・
定

着
に

向
け

た
取

組

第
５

期
ひ

ろ
し

ま
高

齢
者

プ
ラ

ン

・
質

の
高

い
人

材
育

成
・
確

保
に

向
け

た
事

業
者

、
関

係
団

体
等

の
主

体
的

な
取

組
を

促
し

、
総

合
的

に
支

援

保
険

者
や

事
業

者
等

の
主

体
的

な
取

組
を

促
進

す
る

た
め

協
議

会
を

設
置

広
島

県
福

祉
・
介

護
人

材
確

保
等

総
合

支
援

協
議

会
※

運
営

は
広

島
県

社
協

、
運

営
経

費
は

広
島

県
の

負
担

【
構

成
員

】
※

以
下

の
よ

う
に

行
政

や
職

能
団

体
、

事
業

者
団

体
な

ど
で

構
成

広
島

県
、

広
島

労
働

局
、

広
島

県
社

会
福

祉
協

議
会

、
広

島
県

看
護

協
会

、
広

島
県

介
護

福
祉

士
会

、
広

島
県

社
会

福
祉

士
会

、
日

本
介

護
福

祉
士

養
成

施
設

協
会

、
日

本
社

会
福

祉
教

育
学

校
連

盟
、

日
本

社
会

福
祉

士
養

成
校

協
会

、
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
、

広
島

県
社

会
福

祉
施

設
経

営
者

協
議

会
、

広
島

県
老

人
福

祉
施

設
連

盟
、

広
島

県
老

人
保

健
施

設
協

議
会

、
広

島
県

身
体

障
害

者
施

設
協

議
会

、
広

島
県

知
的

障
害

者
福

祉
協

会
、

広
島

県
訪

問
介

護
事

業
連

絡
協

議
会

、
広

島
県

生
活

協
同

組
合

連
合

会
、

広
島

県
教

育
委

員
会

、
（
広

島
県

市
長

会
、

広
島

県
町

村
会

：
平

成
２

５
年

度
参

画
予

定
）

【
情

報
提

供
・啓

発
部

会
】

○
社

会
的

認
知

の
確

立
や

中
・
高

校
生

の
理

解
促

進
に

向
け

た
情

報
提

供
や

啓
発

【
人

材
確

保
・育

成
部

会
】

○
福

祉
介

護
人

材
の

安
定

的
確

保
に

向
け

た
体

制
の

整
備

○
従

事
者

全
体

の
知

識
・
技

術
の

底
上

げ
と

高
度

な
資

質
を

有
す

る
人

材
の

育
成

【
就

業
環

境
改

善
部

会
】

○
福

祉
・
介

護
事

業
所

に
お

け
る

就
業

環
境

改
善

の
推

進

広
島

県
に

お
け

る
ビ

ジ
ョ

ン
の

共
有
⇒

利
用

者
・従

事
者

に
と

っ
て

の
「魅

力
あ

る
環

境
づ

く
り

」

【
情

報
提

供
・
啓

発
に

関
す

る
取

組
】

○
小

学
校

、
中

学
校

、
高

等
学

校
へ

の
介

護
職

の
実

態
を

描
写

し
た

図
書

（
コ

ミ
ッ

ク
）
の

寄
贈

○
「
介

護
の

日
フ

ェ
ス

タ
in

広
島

」
の

実
施

，
「
介

護
の

日
」
ポ

ス
タ

ー
募

集
○

職
業

の
選

択
肢

と
し

て
の

動
機

付
け

の
た

め
、

学
生

等
へ

の
施

設
見

学
＆

体
験

バ
ス

ツ
ア

ー
の

実
施

等

【
人

材
確

保
・
育

成
に

関
す

る
取

組
】

○
マ

ッ
チ

ン
グ

機
会

を
提

供
す

る
た

め
、

合
同

求
人

説
明

会
や

合
同

就
職

相
談

会
を

開
催

○
介

護
職

の
就

業
体

験
の

実
施

○
新

人
教

育
を

充
実

さ
せ

る
た

め
の

新
任

職
員

教
育

担
当

者
研

修
の

実
施

○
事

業
所

選
択

眼
養

成
講

座
や

人
材

確
保

能
力

向
上

研
修

の
開

催
等

【
就

業
環

境
の

改
善

に
関

す
る

取
組

】
○

自
己

点
検

ツ
ー

ル
の

提
供

に
よ

る
人

材
の

確
保

・
定

着
に

向
け

た
就

業
環

境
改

善
等

の
取

組
の

促
進

○
就

業
環

境
改

善
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

に
よ

る
改

革
・
発

展
に

向
け

た
機

運
醸

成
と

意
識

改
革

の
促

進
等

21



③
埼

玉
県

に
お

け
る

介
護

人
材

の
確

保
・

定
着

に
向

け
た

取
組

（
平

成
2

5
年

度
か

ら
）

22

介
護

職
員

し
っ

か
り

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
の

設
置

埼
玉

県
庁

埼
玉

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

埼
玉

県
介

護
老

人
保

健
施

設
協

会

埼
玉

県
在

宅
福

祉
事

業
者

連
絡

協
議

会

埼
玉

県
認

知
症

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
・

小
規

模
多

機
能

協
議

会

埼
玉

県
社

会
福

祉
協

議
会

介
護

人
材

の
確

保
・
定

着
に

向
け

た
取

組
方

針

○
介

護
職

の
イ

メ
ー

ジ
ア

ッ
プ

○
魅

力
あ

る
職

場
づ

く
り

の
促

進
○

介
護

職
員

の
給

与
ア

ッ
プ

・
新

た
に

介
護

職
員

と
な

っ
た

方
を

知
事

が
激

励
・
知

事
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
交

付
や

記
念

講
演

を
実

施
・
平

成
２

５
年

度
は

２
６

２
事

業
所

か
ら

約
８

０
０

人
が

参
加

介
護

職
員

合
同

入
職

式
の

実
施

介
護

職
員

給
与

改
善

の
取

組

・
経

験
や

資
格

に
応

じ
た

モ
デ

ル
給

与
表

を
作

成
し

事
業

所
に

給
与

改
善

の
働

き
か

け
・
給

与
水

準
が

低
い

事
業

所
に

公
認

会
計

士
を

派
遣

し
、

個
別

指
導

を
実

施

介
護

職
員

し
っ

か
り

応
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

表
彰

の
実

施

・
離

職
率

が
低

い
事

業
所

や
資

格
取

得
に

積
極

的
な

事
業

所
等

を
表

彰
・
優

れ
た

処
遇

を
行

っ
た

介
護

職
員

や
事

業
所

を
表

彰

魅
力

あ
る

取
組

の
情

報
発

信

・
県

や
各

団
体

の
H

P
等

⇒
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

P
R

、
表

彰
対

象
事

業
所

の
取

組
紹

介
、

介
護

職
員

か
ら

の
ビ

デ
オ

メ
ッ

セ
ー

ジ
な

ど



④
静

岡
県

に
お

け
る

介
護

人
材

の
確

保
・

定
着

に
向

け
た

取
組

（
平

成
2

5
年

度
か

ら
）

23

県

政
令

市
・

市
町

団
体

介
護

事
業

所
（

3
,6

0
0

箇
所

）

・
実

地
指

導
（
２

年
に

１
回

）
・
集

団
指

導
（
毎

年
実

施
）

・
事

業
所

の
指

定
申

請
時

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
導

入
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

①
実

地
指

導
②

集
団

指
導

（
毎

年
実

施
）

③
施

設
の

指
定

申
請

時

①
会

員
へ

県
の

取
組

を
周

知

②
会

員
へ

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

の
取

組
を

依
頼

静
岡

県
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

静
岡

県
社

会
福

祉
法

人
経

営
者

協
議

会

要
請

連
携

協
働

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

支
援

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入
→

賃
金

向
上

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

支
援

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

支
援

○
介

護
人

材
の

確
保

対
策

の
一

環
と

し
て

、
介

護
職

員
の

賃
金

水
準

の
向

上
を

図
り

、
介

護
職

員
が

長
く
働

き
や

す
い

環
境

を
つ

く
る

た
め

、
各

事
業

所
に

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

の
導

入
を

支
援

す
る

取
組

を
実

施
。

＜
背
景
＞

・
県
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
平
成
25年

３
月
現
在
、
全
産
業
で
は
0.78倍

だ
が
、
介
護
分
野
は
2.02倍

と
慢
性
的
な
人
材
不
足
の
状
況
。

・
人
材
不
足
の
要
因
と
し
て
は
、
賃
金
水
準
の
低
さ
が
あ
り
、
賃
金
水
準
が
低
い
の
は
勤
続
年
数
が
短
い
こ
と
が
原
因
と
の
認
識
。

・
処
遇
改
善
加
算
は
、
全
事
業
所
の
81
.7％

が
算
定
。
た
だ
し
、
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
要
件
の
「
要
件
Ⅰ
」
を
算
定
し
て
い
る
事
業
所
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
81.7％

で
あ
る
が
、
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
は
57.
9％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

○
具

体
的

な
取

組
と

し
て

は
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
や

、
実

地
指

導
等

の
際

に
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

参
考

例
（
平

成
２

４
年

度
作

成
）
を

提
示

す
る

こ
と

な
ど

に
よ

り
、

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

導
入

を
促

す
。



⑤
高

知
県

に
お

け
る

介
護

人
材

の
確

保
・

定
着

に
向

け
た

取
組

広
報

（
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・TV

）

○
高

知
県

で
は

、
少

子
高

齢
化

が
進

む
中

、
介

護
の

担
い

手
と

な
る

介
護

職
員

の
不

足
が

懸
念

さ
れ

る
と

い
う

問
題

意
識

の
も

と
で

、
介

護
人

材
の

確
保

・
定

着
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
積

極
的

な
広

報
活

動
を

展
開

し
て

い
る

。
○

具
体

的
に

は
、

福
祉

・
介

護
の

仕
事

に
つ

い
て

、
正

し
い

認
識

を
広

め
る

と
と

も
に

、
よ

り
多

く
の

若
い

世
代

に
福

祉
・
介

護
分

野
へ

の
就

業
を

選
択

し
て

も
ら

え
る

よ
う

、
福

祉
・
介

護
の

仕
事

の
魅

力
を

伝
え

る
た

め
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
作

成
し

、
県

内
の

中
学

校
、

高
校

、
専

門
学

校
等

に
配

布
す

る
な

ど
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

。

○
高

知
県

庁
（
福

祉
部

局
・
労

働
部

局
・
教

育
委

員
会

）
、

高
知

労
働

局
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

、
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
、

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

、
看

護
協

会
、

介
護

福
祉

士
会

、
老

人
福

祉
施

設
協

議
会

ほ
か

事
業

主
団

体
、

専
門

学
校

な
ど

が
参

加
。

○
人

材
確

保
に

関
す

る
取

組
の

情
報

共
有

の
場

と
し

て
、

協
議

会
を

設
置

。
※

年
２

回
開

催
（
県

庁
と

労
働

局
が

事
務

局
と

な
り

、
各

１
回

ず
つ

主
催

）

協
議

会
の

設
置

（
高

知
県

福
祉

・
介

護
人

材
確

保
推

進
協

議
会

）

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催

○
中

山
間

地
域

の
介

護
人

材
の

確
保

に
向

け
た

取
組

と
し

て
、

中
高

生
や

保
護

者
、

福
祉

の
仕

事
に

興
味

の
あ

る
一

般
の

方
を

対
象

に
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

。
※

平
成

２
５

年
度

か
ら

の
新

規
事

業
と

し
て

実
施

○
セ

ミ
ナ

ー
で

は
、

希
望

者
に

対
し

て
施

設
見

学
や

介
護

体
験

な
ど

を
実

施

【
漫

画
を

活
用

し
た

PR
広

報
】

○
く
さ

か
里

樹
さ

ん
（
高

知
県

出
身

）
の

漫
画

「
ヘ

ル
プ

マ
ン

」
の

イ
ラ

ス
ト

を
使

用
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

７
万

部
作

成
し

、
県

内
の

中
学

校
・
高

校
・
専

門
学

校
に

配
布

。

【
テ

レ
ビ

を
活

用
し

た
PR

広
報

】
○

毎
週

月
曜

日
に

３
分

間
程

度
の

番
組

枠
の

中
で

、
県

内
で

介
護

の
仕

事
に

従
事

し
て

い
る

若
者

を
ク

ロ
ー

ズ
ア

ッ
プ

し
、

介
護

の
仕

事
の

魅
力

を
PR

し
て

い
る

。

2
4



25

介
護

人
材

の
確

保
に

向
け

た
国

・
都

道
府

県
・

市
町

村
の

主
な

役
割

（
現

行
）

【
国

】
介

護
報

酬
改

定
を

通
じ

た
処

遇
改

善
の

取
組

の
推

進
介

護
分

野
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
制

度
の

確
立

に
向

け
た

取
組

の
実

施

介
護

職
員

の
負

担
軽

減
の

た
め

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
の

開
発

促
進

や
介

護
福

祉
機

器
の

導
入

支
援

な
ど

の
職

場
環

境
の

整
備

に
向

け
た

取
組

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
に

お
け

る
職

業
紹

介
を

通
じ

た
介

護
分

野
で

の
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

の
強

化

介
護

人
材

の
需

給
推

計
の

ツ
ー

ル
の

提
供

等
都

道
府

県
に

よ
る

人
材

確
保

の
取

組
を

促
進

す
る

た
め

の
支

援

【
都

道
府

県
】

介
護

保
険

事
業

支
援

計
画

に
必

要
な

介
護

人
材

の
確

保
に

向
け

た
取

組
を

位
置

付
け

介
護

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
等

の
た

め
の

研
修

等
の

実
施

学
生

等
今

後
介

護
分

野
に

就
職

す
る

可
能

性
が

あ
る

層
を

主
な

タ
ー

ゲ
ッ

ト
と

し
た

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催

情
報

交
換

・
意

見
交

換
等

を
円

滑
に

行
う

た
め

の
関

係
団

体
・
関

係
機

関
な

ど
を

集
め

た
協

議
会

の
設

置
・
運

営
研

修
等

を
通

じ
た

都
道

府
県

内
の

介
護

職
員

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
化

の
推

進

【
市

町
村

】
都

道
府

県
と

連
携

し
、

事
業

者
に

よ
る

介
護

人
材

確
保

に
向

け
た

取
組

を
支

援

（
４

）
国

・
都

道
府

県
・
市

町
村

の
役

割
分

担



（
参

考
）

介
護

人
材

の
需

給
推

計
に

つ
い

て

【
出

典
】
株

式
会

社
三

菱
総

合
研

究
所

「
介

護
人

材
の

見
通

し
策

定
に

関
す

る
調

査
・
研

究
事

業
報

告
書

」（
平

成
２

４
年

度
社

会
福

祉
推

進
事

業
）

介
護

人
材

の
需

給
推

計
を

行
う

場
合

の
方

法
（
複

数
回

答
）

介
護

人
材

の
過

不
足

状
況

の
把

握
方

法
（
複

数
回

答
）

○
都

道
府

県
・

指
定

都
市

に
お

い
て

、
介

護
人

材
の

需
給

推
計

を
行

う
場

合
の

方
法

に
つ

い
て

は
、

「
国

か
ら

具
体

的
な

需
給

推
計

手
法

を
示

し
て

ほ
し

い
」

が
最

も
多

く
、

次
に

「
他

の
都

道
府

県
・

政
令

指
定

都
市

等
で

需
給

推
計

方
法

を
知

り
た

い
」

と
な

っ
て

い
る

。

○
ま

た
、

介
護

人
材

の
過

不
足

状
況

の
把

握
方

法
と

し
て

は
、

「
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
等

の
求

人
情

報
か

ら
」

、
「

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
求

人
情

報
か

ら
」

把
握

し
て

い
る

の
が

多
く

、
「

特
に

把
握

し
て

い
な

い
」

都
道

府
県

・
指

定
都

市
も

約
２

割
あ

る
。
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（
参

考
）
介

護
人

材
確

保
の

推
進

に
関

す
る

論
点

（
議

論
中

の
整

理
案

）
※

介
護

人
材

確
保

策
に

つ
い

て
今

年
度

老
人

保
健

健
康

増
進

等
事

業
を

活
用

し
有

識
者

が
メ

ン
バ

ー
の

委
員

会
で

年
度

末
の

取
り

ま
と

め
に

向
け

議
論

中
で

あ
り

、
現

在
ま

で
の

議
論

を
整

理
し

た
も

の

•
介
護
職
員
（
介
護
人
材
）
の
離
職
率
は
低
下
傾
向
に
あ
る
。
た
だ
し
、
事
業
所
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
。

有
効
求
人
倍
率
の
現
状
等
を
踏
ま
え
れ
ば
、
今
後
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
介
護
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
都
市
部
で
人
材
確
保
が
難
し
い
状
況
。

•
介
護
人
材
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
「
参
入
促
進
」
と
「
定
着
促
進
」
の
観
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
に

つ
い
て
は
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
た
め
の
視
点
を
持
っ
て
推
進
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

•
さ
ら
に
、
今
後
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
む
こ
と
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
参
入
促
進
」
や
「
定
着
促
進
」
の
観
点
か
ら
の
更
な
る
取
組
に
加
え
、
「
多
様
な
介

護
人
材
の
活
用
」
と
「
生
産
性
の
向
上
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
」
の
観
点
に
立
っ
た
取
組
の
推
進
も
必
要
。

•
そ
の
際
、
介
護
分
野
の
事
業
者
全
体
の
意
識
改
革
や
事
業
所
間
の
連
携
も
含
め
た
自
主
的
な
取
組
が
重
要
で
あ
り
、
行
政
と
協
働
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

１
．
介
護
人
材
に
係
る
現
状
と
今
後
の
対
応
の
方
向
性

事
業
所
別
離
職
率
の
分
布

介
護
人
材
の
確
保
に
お
け
る
当
面
の
見
通
し

27
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典
：
（
財

）
介

護
労

働
安

定
セ

ン
タ

ー
「
平

成
24

年
度

介
護

労
働

実
態

調
査

」
（
注

１
) 離

職
（
入

職
）
率

＝
１

年
間

の
離

職
（
入

職
）
者

数
÷

労
働

者
数

（
注

２
）
こ

こ
で

介
護

職
員

と
は

「
訪

問
介

護
員

」
及

び
「
施

設
介

護
職

員
等

」
の

２
職

種
全

体
を

指
す
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①
参
入
の
促
進

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
視
点
を
加
え
て
推
進

（
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
推
進
）

•
介
護
業
界
自
ら
の
イ
メ
ー
ジ
明
確
化
の
推
進
と
、
新
卒
学
生
、
他
産
業
か
ら
移

る
労
働
者
、
潜
在
有
資
格
者
な
ど
対
象
に
合
わ
せ
た
き
め
細
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
発
信

•
（
介
護
、
地
域
包
括
ケ
ア
等
の
理
解
に
つ
い
て
、
）
小
中
学
校
段
階
か
ら
の
ア

プ
ロ
ー
チ

（
一
般
学
生
へ
の
働
き
か
け
な
ど
採
用
戦
略
の
充
実
）

•
介
護
福
祉
分
野
の
養
成
施
設
等
以
外
の
一
般
学
生
へ
の
働
き
か
け

•
入
職
時
に
感
じ
る
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
環
境
づ
く
り

（
す
そ
の
を
広
げ
る
）

•
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
支
援
等
で
介
護
に
関
与
し
、
い
ず
れ
は
本
格
的
な
介
護
職
と

し
て
従
事
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
材
の
層
の
拡
大

•
多
様
な
人
材
が
介
護
現
場
で
就
労
で
き
る
よ
う
、
介
護
能
力
に
応
じ
た
業
務
内

容
や
役
割
の
整
理
の
推
進
や
多
様
な
働
き
方
の
推
進

•
介
護
経
験
者
や
地
域
の
介
護
者
支
援
を
行
う
団
体
等
の
活
用
の
推
進

②
定
着
の
促
進

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
視
点
を
加
え
て
推
進

（
事
業
者
の
意
識
改
革
と
自
主
的
な
取
組
の
推
進
）

•
中
小
規
模
の
事
業
所
を
含
め
、
介
護
業
界
全
体
と
し
て
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と
意
識
改
革

（
事
業
所
の
連
携
強
化
）

•
複
数
の
事
業
所
が
共
同
で
採
用
等
を
行
う
ユ
ニ
ッ
ト
の
形
成

促
進
な
ど
連
携
強
化
や
共
同
化
等
の
推
進

（
専
門
性
の
高
い
人
材
の
確
保
）

•
専
門
性
の
高
い
人
材
が
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
良
い

処
遇
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
の
構
築

•
キ
ャ
リ
ア
段
位
制
度
の
活
用

③
多
様
な
介
護
人
材
の
活
用
と
生
産
性
向
上
・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出

上
記
の
「
参
入
の
促
進
」
や
「定
着
の
促
進
」等
に
加
え
て
サ
ー
ビ
ス
量
に
も
着
目
し
て
以
下
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
た
取
組
を
推
進

（
多
様
な
介
護
人
材
の
活
用
）

•
専
門
性
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
あ
わ
せ
、
多
様
な
人
材
を
活
用
し
た
生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
考
え
方
の
推
進

（
生
産
性
向
上
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
）

•
品
質
の
良
い
経
営
の
見
え
る
化
の
推
進

•
介
護
の
質
を
担
保
し
つ
つ
収
益
性
を
確
保
で
き
る
効
率
性
の
良
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
と
提
示

•
２
４
時
間
対
応
可
能
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
普
及
や
施
設
の
地
域
へ
の
サ
ー
ビ
ス
展
開
や
、
個
々
の
事
業
所
単
位
だ
け
で
な
い
事
業
所
間
連
携
も
視
野
に
入
れ
た

規
制
の
見
直
し

•
一
部
の
離
職
率
が
高
い
事
業
所
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
離
職
率
等
に
着
目
し
た
見
え
る
化
・
差
別
化
の
推
進

有
効
求
人
倍
率
な
ど
介
護
人
材
を
巡
る
状
況
は
地
域
差
が
大
き
い
こ
と
、
近
隣
で
就
職
す
る
傾
向
が
強
い
な
ど
介
護
労
働
市
場
が
地
域
密
着
型
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

国
が
大
き
な
方
向
性
を
示
し
つ
つ
都
道
府
県
が
主
導
し
て
考
え
、
以
下
の
よ
う
な
取
組
の
推
進
が
必
要

•
地
域
の
実
情
を
反
映
す
る
仕
組
み
づ
く
り
（
都
道
府
県
に
よ
る
需
給
推
計
の
実
施
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
介
護
関
係
団
体
等
が
参
画
、
協
働
し
、
業
界
全
体

と
し
て
の
取
組
を
強
化
す
る
協
議
会
の
設
置
等
）
と
、
個
々
の
事
業
所
を
超
え
た
連
携
の
促
進

•
労
働
市
場
に
お
け
る
介
護
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
精
度
の
向
上
（
対
象
者
に
応
じ
た
細
や
か
な
情
報
発
信
等
）

２
．
今
後
の
取
組
を
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
視
点

３
．
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
的
・
総
合
的
な
支
援
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平成 25 年 9 月４日（水） 
社会保障審議会介護保険部会 

結城 康博 
（淑徳大学教授） 

 今回の審議にあたって「資料１：生活支援及び介護予防等について」を中心に、私見及び事務局

への質問を述べさせていただきたい。 
（私見） 
１．介護予防給付の地域支援事業への移行案について（資料12～13頁） 
 事務局案では、理論上短期的に利用者への影響は少なく極端なサービス抑制には繋がらない

と考える。しかし、全国の市町村（保険者）の力量に格差があり「地域間格差」が生じる懸念

がある。また、シャドーコストが心配され、膨大なイニシャルコストが生じるであろう。 
そのため、財源論を鑑みながら「要支援１」のみを地域支援事業に移行し、現行どおり「要

支援２」は介護給付で存続すべきと考える。そして、その後の状況を検証しなが 
ら「要支援２」の在り方を、次回の法改正時に検討すべきである。この案も「段階的な移行」と

考える。 
２．予防給付の見直しについて（論点：資料10頁） 
 ただし、やむなく事務局案を遂行していくのであれば、①市町村に対する事務経費等の財源措置、

②制度移行に際して早急に通知を提示する、③充分な経過措置、などの対応を厚労省側が講じなけ

れば、介護現場は混乱し結果的に利用者のデメリットとなるであろう。 
３．介護予防事業の見直しについて（論点：資料17頁） 
 事務局側が提示した一次予防事業と二次予防事業を区別しない案は、概ね賛同できる。 
４．高齢者のリハビリテーションについて（論点：資料40頁） 
 訪問系リハ職の供給不足が顕著であり、何らかの措置が必要と考える。 
５．地域包括支援センターについて（論点：資料47頁） 
 自治体内に複数の地域包括支援センターが存在する場合には、可能な限り1か所は自治体直営と

し基幹型機能を果たすべきである。また、地域包括支援センターの従事職員で、在宅介護や在宅医

療で働いた経験年数が浅く、圏内の介護従事者よりも力量が充分とはいえない者も少なくない。そ

のため、従事職員における何らかの措置を講じるべきと考える。 
６．地域支援事業について（論点：資料59頁） 
 やむなく事務局側が提示した案を遂行する場合、地域支援事業の上限額を現行通り給付費を尺度

とし 8％強とすべきである。仮に、高齢化率の上昇といった尺度に変更すれば、長期的には軽度者

へのサービス削減に繋がっていくと考える。 
 
（事務局への質問） 
介護予防給付の地域支援事業への移行等（資料12～13頁） 
Ｑ１：事務局側としては、「新しい総合事業（要支援事業・新しい介護予防事業）」及び「新し

い包括的支援事業・任意事業」の総事業費を、新制度発足時の2015年4月は約6000億円（平

成23年度ベース）を担保すると考えているのか？ 
Ｑ２：事務局側としては、要支援事業における市町村（事業主体）と介護事業者等（サービス

提供者）との関係を、現行の介護報酬システム（国保連システム）を踏襲することを前提に考

えているのか？もしくは、委託契約・指定管理者制度を模索しているのか？ 
Ｑ３：要介護認定制度における区分は、現行の要支援１～要介護5に変更がないと理解できる

が、今後、事務局側は認定制度の大幅な改正を想定していないと理解してよいか？ 
Ｑ４：事務局側としては、新しい総合事業における「事業内容」「人員基準・運営基準」など

の裁量権を市町村に委ねることを想定しているが、どの程度移譲していくと考えているのか？ 
Ｑ５：事務局側が提示している案は、市町村の力量による「地域間格差」を助長させる可能性

が懸念されるが、その点の見解は？ 
以上 
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